
    
      
        
      
    

  



[image: ]









この作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。
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　　　プロローグ







　後年になってジュリエットは時々思う。

　もしあの時、あの白蝶がジュリエットの前を横切らなかったら、彼女の運命はどうなっていたのだろう……と。

　ジュリエットは国境沿いの深い森にたたずむ寂れた塔で、静かに生涯を終えただろうか。それともなんらかの形で、やはり、ジュリエットは彼からの手紙を見つけただろうか。

　わからない。

　それでもやはり、ジュリエットはあの白蝶に感謝しなければならないと思っている。儚はかなげな二枚の羽根で軽やかに宙を舞い、ジュリエットを誘うように新緑の森へ入っていった、あの白蝶に。







　それはやっと冬が明け、春の訪れを感じることができるようになった季節のよく晴れた朝だった。

　使用人をひとり連れて、ジュリエットはいつもより深く森に足を踏み入れた。ある探し物をしていたからだ。

　この時、ジュリエットは十八歳になっていた。

　髪の色は薄い茶色。日光に透けると蜂蜜のような琥こ珀はく色いろになったが、特にこれといって目立つ色合いではない。瞳は髪と同色で、ぱっちりとしていて大きいが、顔立ちはおっとりとしていて大人しかった。

　決して不器量ではないが、人目を引くような美人ではない。

　ジュリエットは自分の外見をそう理解している。

「なかなか見つかりませんねぇ、例のキノコ。まだ時期が早すぎるんでしょうか」

　そう、ぶつぶつつぶやきながら、ジュリエットに仕える使用人である侍女・サマンサが分厚い丸眼鏡に隠れた瞳をせわしなく動かしている。

「おかしいな……今日は『探し物が見つかる日』のはずなのに、影も形も見つかりやしない……。わたしのカードがそう示したんですよ。絶対に外れないんですから」

　ジュリエットは微ほほ笑えんだ。

「そうね。でも、あなたは帰ってもいいのよ。これはわたしの我がままなんだから」

　サマンサの持つ木籠にジュリエットが手を伸ばそうとすると、丸眼鏡の侍女は血相を変えて木籠を抱え込んだ。

「我がままですって？　ジュリエット様！　あなたはひとが良すぎますよ！　このキノコ狩りは全部、町の薬師のためでしょう。本来なら王族であるあなたが、する必要はないことなんですよ」

　怒ったようなサマンサの語気に、ジュリエットはひょいと肩をすくめる。

「でも、この森に住んでいるのはわたしだもの。わたしがやった方が早いわ。薬師は町に住んでいる上に、もう腰が悪くてキノコや薬草を探し歩いたりはできないのよ」

「そんなこと、わざわざ説明されなくてもわかってますよ」

　サマンサはからっぽの木籠を振って、大っぴらに嘆いてみせた。

「ああ、王都の王女様たちもジュリエット様くらい清い心をお持ちだったら、この国はもっと住みやすかったんでしょうけどねぇ……！」

　ここは深い森の中で、他に耳をそば立てている人間はいないはずなので、ジュリエットは黙っていた。サマンサはこのあけすけな物言いが祟たたって、王都の宮殿勤めから辺境のジュリエット仕えに左遷されてしまった経歴を持つ。

　あそこではもう……自由な言論は歓迎されないのだ。

　そういう意味で、義母から疎まれ、王都から遠く離れた国境の森の塔に半幽閉されているジュリエットは幸せなのかもしれなかった。

　戦火もここにはなかなか届かない。

「わたしは……妾腹しょうふくの第三王女にすぎないもの。お姉様たちのように甘やかされる機会がなかったから」

「そして、あの性悪な王妃に育てられなかったから……でしょうね。いいですか、ジュリエット様。妾腹なんていうのは、あなたの母君に嫉妬した第一王妃の戯たわ言ごとです。ジュリアンナ様は歴れつきとした第二王妃でしたし、その娘であるジュリエット様は、本来ならふたりの腹違いの姉君に次ぐ第三王女として、王城で贅ぜい沢たくな暮らしができるはずなんです」

　肯定も否定もできなくて、ジュリエットは曖昧に微笑んだ。

　父の愛情を欲しいと思ったことはあったが、王城で贅沢をしたいと思ったことはあまりない。

　ジュリエットも年頃なので、美麗なドレスを取っ替え引っ替えして舞踏会で素敵な殿方と顔を合わせる機会のある姉たちを羨ましく思わないわけではないが……それは恋に恋しているのであって、贅沢を求めているのとは違う。

「わたしにはあなたがいるわ、サマンサ。あなたと、あなたの不思議なカード占いがあれば、退屈なんてしないもの」

「仕方ありませんねぇ……」

　まんざらでもないというふうに、サマンサは人差し指で丸眼鏡を押し上げた。

　サマンサは口の悪さに加え、妙なカード占いを宗教的なほど信奉していて、それも左遷の一因だった。神秘的な絵の描かれた手のひら大のカードを使い、未来を予想する。

「でもねぇ、わたしのカードが昔から言っているんですよ。ジュリエット様、あなたはいつか王妃になる器です」

「そうかしら」

「そうですとも。ついでに言えば、今日は『探し物が見つかる日』のはずなんですけどねぇ。そのふざけたキノコはどこにあるのやら……」

「キノコがどこにあるのかは、占えないの？」

　冗談のつもりで言ったのだが、サマンサは真面目に背筋を伸ばした。

「ヒントならありますよ。『白い風を追え』です。でも風なんてほとんど吹いてないですねぇ」

　白い風……。

　不思議な言葉だ。

　ふたりはそのままもう少し深く森に入った。

　探しているキノコは、乾燥させて調薬すると、春先によく流行はやる熱病に効くらしい。森の奥の湿地に生育するもので、採取するにはジュリエットたちが住んでいる塔よりもさらに奥深くに足を踏み入れる必要があった。交戦中の敵国である、デラルトン帝国との国境に近づかなくてはいけない。

　春先とはいえ早朝はまだ寒さが残るから、ジュリエットは目立たない濃緑のフードつきケープを羽織っていた。

「ジュリエット様、このまま進むと、もうすぐ国境に差し掛かってしまいます」

「わかっているわ」

「昔は気兼ねなく入れたそうですけどね。前線はもっとずっと西にあるとはいえ、戦争中の今、もし国境線を超えて捕らえられたら大変です。あなたは王女なのですから、人質として利用されてしまうかもしれませんし」

　ジュリエットは一応うなずいたが、自分に人質としての価値があるとは思えなかった。サリヴァン国王である父は、ジュリエットの命よりも国の勝利を選ぶだろう。迷うことさえないはずだ。

「大丈夫よ。進むのはここまでにして、この辺りでゆっくり探しましょう。落ち葉の下に隠れていることが多いと聞いたわ」

　第三王女とその侍女は、黙々と地面を探し回った。

　そんな時だった。

　小さな白い蝶がジュリエットの目の前をかすめて、ひらひら、ふわふわと飛んできた。そよ風に乗って、ジュリエットと戯たわむれようとしているかのような飛び方だった。

「白い……風……」

　ジュリエットは思わずささやいていた。

　顔を上げてサマンサを見ると、キノコ探索に夢中になっていてジュリエットの異変には気づいていない。

　白蝶はジュリエットの関心を引いたことを確信すると、ふわりと数メートル先に飛び立った。そうとしか思えない動きだった。

「待って、どこへいくの？　あなたがキノコのありかを知っているの？」

　ジュリエットは白蝶を追った。

　もちろん蝶に国境などない。白蝶はどんどんデラルトン帝国側に入っていった。

　見たことがないほど大きな古木が現れると、白蝶はその幹に留まった。

「まあ……」

　これほど見事な老木を見るのははじめてだった。ジュリエットが両手を広げても、その太さには遠く及ばない、威厳に満ちた大木だ。幹の表面は凸凹があって、フォークの先端のように、上に行くに従っていくつもの幹に分かれている。

　根っこが地面から盛り上がっていて、足場が不安定だったが、ジュリエットは吸い寄せられるように老木に近づいた。

　手を伸ばし、ざらざらとした木の表面に触れる。

　この森に住んでいるとはいえ、ここまで深く入ったのははじめてだった。こんな場所があったなんて……。

（もしデラルトン側に入ったら、きっと知らなかったものが沢山見つかるのでしょうね……。知らない木、知らない湖、知らない人々……）

　そんな思いを馳はせながら、木の表面に指を走らせる。

　すると幹がふたつに分かれている溝に、なにかが挟まっているのに気がついた。

　最初は落ち葉が挟まっているだけかと思った。しかし、なぜか気になって手を伸ばすと、丁寧に畳まれた紙であるのがわかる。

　ジュリエットは紙を引き抜いた。

（これは……手紙……？）

　白い紙が、痛々しいくらいにきっちりと角を合わせて、四つ折りにされている。

　古いものではなかった。むしろ真新しい。まるで昨夜、誰かがここにこの手紙を挟んだのだと言われたら信じてしまうくらいだった。

　ジュリエットは息を呑のみ、ゆっくりと紙を広げた。

　そこには折り目と同じくらい几帳面きちょうめんな字で、文章が綴つづられていた。




『誰かへ

　この手紙が誰に届くのか、もしくは誰にも届かないのか、わたしにはわからない。

　しかし、わたしは書かずにはいられなかった。

　現在、我がデラルトン帝国は、サリヴァン王国との果てのない戦争に明け暮れている。騎士や兵士は命を落とし、女子供は飢え、自然や歴史ある建築物が破壊されていく。

　この惨劇の先に、誰が、なにを得るというのだろう。

　わたしは、数多くの武人を指揮する人間として、決してこんな泣き言を口にしてはならない立場にある。だからこのように、胸の中の思いを手紙に託している。女々しいことだ。

　この手紙はサリヴァン王国との国境沿いに残しておく。

　誰かサリヴァン人の目に留まり、デラルトン人のすべてが侵略者でも悪魔でもないことを知ってくれればと願う。

　それだけだ。

　我々は長年、戦争や抗争を繰り返してきた。同じ島を二分するふたつの国家の宿命といえばそれまでだが、共存する道もあるのではないか。

　この手紙が誰かの心に届くことを祈って。


──Ｃより』






　Ｃ……。

　まるで誰かの胸の内を覗のぞいてしまったような気がして、ジュリエットの心臓は高鳴った。

　確かに、ここは国境沿いだ。

　そしてジュリエットの父を王とするサリヴァン王国は、大きな島の北半分を領土とするデラルトン帝国と、長年対立関係にある。その紛争の歴史は長かったが、競い合いつつも共存していた頃もあった。

　ただジュリエットの父も、デラルトン帝国の皇帝も双方が好戦的な人物で、近年、局地的な戦争状態が泥沼化していた。

（数多くの武人を指揮するひと……？　将軍……のはずがないわね。中隊の指揮官かしら……）

　ジュリエットはもう一度、手紙を読み返した。

　書き手の誠実さ、そして知性を感じる。

　ただの一兵士がこれほど格調高い文章を書くとは思えず、おそらく身分のある騎士で、指揮官の任務についている人物なのだろうと想像した。

　顔も知らない。

　名前もわからない敵国の騎士の心痛を思って、ジュリエットの胸はぎゅっと押し潰されそうになった。

　さらにもう一度読み返して、ジュリエットは手紙を胸に押しつけた。

　平和を願うのはジュリエットも同じだ。

　もちろんジュリエットに、前線で戦っている武人の苦労まではわからない。それでも町に足を運べば、未亡人や腹を空すかせたその子供、負傷して帰ってきた兵士の痛苦を目にすることがある。

　曲がりなりにも王女として、父の暴走を止められないでいる責任も感じている。

（どうしてだろう……）

　ジュリエットはこの手紙の差出人に不思議なほどの繋つながりを感じた。

　細心の注意を払って丁寧に畳み直すと、ジュリエットは手紙をケープの裏地にあるポケットに隠し入れた。

「ジュリエット様ー！　どこに行ったんですかー！　奥に入りすぎたらいけませんよー！」

　サマンサの声が響いて、ジュリエットはもと来た方角を振り返った。サマンサはジュリエットを探している。この侍女はあまり視力が良くなかった。

「わたしはここよ！　大丈夫、すぐそちらに行くわ！」

　声を上げてから、ジュリエットはサマンサの元へ戻ろうとした。

　一歩足を踏み出すと、長靴の動きに地面の落ち葉が動き、ひょっこりと伸びた黄土色のキノコが顔を出した。

　ジュリエットはあっと動きを止めた。

　白い風。

　探し物が見つかる……。

「見つけたわ！　サマンサ、わたし、探しているものを見つけたの！」

　キノコだろうか？

　それとも、長年求め、恋い焦がれていた、魂を分かち合えるひとだろうか……？







　その夜、蠟ろう燭そくの炎が揺れる燭台しょくだいの下で、ジュリエットはもう一度こっそりと手紙を読み返した。

　文章自体は落ち着いたものだ。

　筆跡はいっさい乱れがなく、感情的な部分はあまりない。

　それでもジュリエットにはこの手紙を書いた騎士の心の叫びが、鼓膜に痛いくらい強く響いてくるような気がした。

「『この手紙が……誰かの心に届くことを祈って……』」

　隣室で寝ているサマンサを起こさないよう、小さな声でささやいた。

　ジュリエットの脳裏にひとつの案が浮かんだ。

（返事を……書いてみようかしら……）

　差出人は返信を期待していない。少なくとも、そう明記はしていない。そもそもあの巨大な老木に差出人がわざわざ戻ってくる可能性は低かった。

　サリヴァン人が国境を越えるのが危険なのと同じように、デラルトン人がサリヴァン王国に足を踏み入れるのも、あまり安全とは言えないからだ。

　でも……。

　彼の言葉は、確かにジュリエットの心に届いた。

　ジュリエットはこうして彼の言葉を読むために蠟燭を灯ともし、深夜近くにもかかわらず眠れずにいる。

（彼、でいいのよね？　女々しい、なんて書いてあるし、戦場で武人を指揮しているなら男性のはず……）

　五年前に母が亡くなってから、ジュリエットはこの塔に半幽閉されて生活している。使用人はサマンサだけで、数ヶ月に一度だけ王都の宰相が慰問に訪れてくれる以外、貴族社会との接点はなかった。

　だから年頃にもかかわらず、異性との交流はほとんどない。

　たとえ紙の上に綴られた文字だけとはいえ、男性となにがしかのやり取りをするなんて……ときめかずにはいられなかった。

　ジュリエットは筆記机の上のインク壺つぼに手を伸ばすと、蓋を開け、羽ペンの先をインクに浸した。

　紙は貴重品だ。

　ジュリエットは自分が持っている数少ない本のうちから最も厚い一冊を手に取り、表紙裏の遊び紙を一枚切り抜いた。

　そして、ゆっくりと、Ｃと名乗る彼の筆体に恥じることのない丁寧な文字で文章を書かき綴つづった。




『Ｃへ

　この返信があなたの元へ届くのか、届かないのか、わたしにはわかりません。

　でも、わたしは書かずにはいられませんでした。

　人気のない森で静かに暮らすわたしのような者にも、戦火の様子は伝わってきます。あなた方、武人のお心を思うと、胸が苦しくなります。

　わたしも、あなたと同じく、人々の前で泣き言を言っていい立場ではありません。

　勝利を掴つかむのが、サリヴァン王国でもデラルトン帝国でも構わない。ただ早くすべてが終わり、共存していく道を見つけられたらと思っています。

　あなたの手紙は、わたしの心に届きました。

　あなたの平和への願いが、いつか叶かないますように。

　あなたは『女々しい』とお書きになりましたが、決してそんなことはありません。あなたの部下はきっとあなたのことを尊敬していることでしょう。

　いつかまた弱音を吐きたくなったら、同じようにあの老木に手紙を託してください。

　わたしにできるのは、あなたの言葉を聞くことだけですが、それがあなたの心の慰めになったらと思います。

　この返信があなたに届くことを祈って。


── Ｊより』






　次の日、ジュリエットは「またキノコを探しに行く」という口実で、ひとり国境沿いに向かった。

　白蝶はもう見当たらなかったが、例の老木を見つけることができた。

　ジュリエットは手紙があった場所に自分の返信を挟み、深呼吸をしてこれが『Ｃ』に届くことを祈ると、住んでいる塔に戻った。







　それからしばらく悪天候が続き、ジュリエットはほとんど森の奥には入らなかった

　半幽閉とはいえ、最寄りの町まで行くことはできる。ジュリエットはここで、薬師の手伝いや、教会の運営する孤児院の世話をしたりしている。忙しさにかまけて、ジュリエットは手紙のことをしばらく忘れていた。

　十日ほど経たった良く晴れた朝、やっと時間のできたジュリエットは国境沿いの老木へ向かった。

　出掛けようとするジュリエットに、台所の木机でカード占いに熱中していたサマンサが、注意深く告げる。

「ジュリエット様、今日は『なにかがはじまる日』ですよ」

「はい？」

「『はい？』じゃありません。今日はジュリエット様の人生にとって、なにかとても重要なことがはじまる日だと、わたしのカードがはっきり示しています。キノコ狩り、ご一緒しましょうか？」

　ジュリエットの鼓動はどきりと跳ねた。

「だ、大丈夫よ。もう採れる場所はわかっているもの。すぐ帰ってくるわ」

「なにかがはじまる日ですよ。いいですか」

「わかったわ！　なにがはじまるのかはわからないけど、気をつけて見逃さないようにしておくから、大丈夫。じゃあね」

「木籠をお忘れですよ」

「！」

　ジュリエットは逃げるように森に入った。

　そして引き寄せられるように、例の老木の元へ急いだ。

（……！　あった……！）

　ジュリエットが見つけたのは、最初の手紙とまったく同じ、几帳面に四つ折りされた手紙だった。

　しかし、それだけではない。

　手紙と一緒に、まだなにも記されていない白紙が束になって丸められ、リボンで結ばれて幹の溝に挟まっていた。

　ジュリエットはその両方を手元に引き抜くと、四つ折りの手紙を開いた。鼓動がドキドキと急せく。

　最初の手紙と同じ丁寧な筆跡が、ジュリエットの目に飛び込んでくる。

　ジュリエットは思わず口元に片手を当てた。




『Ｊへ

　君からの返信に感謝する。まさかあの手紙が、本当に誰かの元に届くとは思いもしなかった。

　わたしがあの老木に戻ったのは、自分の馬鹿げた行動を後悔し、自分の書いた手紙を破棄する目的だったのだ。

　しかし、君からの返事があった。

　わたしは君からの言葉を何度も読み返し、数日迷った後、再び手紙を綴る決心をした。

　その前にひとつだけ。

　わたしたちが、この奇妙な文通じみたことをはじめる前に、君の蔵書がすべて頁ページ抜けになってしまうのは心苦しい。

　いくつか紙を残していくので、もし返事をくれるなら、使ってほしいと思っている……』




　手紙はそこから、前回よりももっと深い心情を綴られたものになっていた。

　戦場での苦心。

　彼を信頼している部下が、彼の立てた作戦の犠牲になった時の慟どう哭こく。

　終わりの見えない戦いへの焦りと不安……。

　そんなことがあけすけに、しかし一定の格調を保ったまま、数十行において語られていた。彼は決して具体的な身分を明かさなかったが、彼自身の言葉遣いと話の内容から、かなりの身分であることがうかがえる。

　数日後、ジュリエットは返事を書いた。

　そのひと月後、彼からの手紙が再び老木に残されていた。

　そうして数年、ふたりの文通は続いた──デラルトン帝国とサリヴァン王国の紛争に決着がつく、その日まで。
















　　　第一章







　ジュリエットが二十一歳になった年、サリヴァン王国は動乱に満ちていた。

　ひとつに……デラルトン帝国との紛争に決着がついたのだ。サリヴァン王国の負けという形で。

　そしてもうひとつ。

　デラルトン帝国の皇帝が、勝利を宣言したそのたった数週間後に、逝去したのだ。

　サリヴァン国王は色めき立った──敗戦というより、サリヴァン王国に不利な停戦という程度の僅差の勝敗だったため、この機に乗じて再び攻め込もうと目もく論ろんだのだった。

　デラルトン帝国の新皇帝となった皇太子は年若く、経験豊富なジュリエットの父親はなんとかなると踏んだらしかった。

　しかし、結果は惨敗だった。

　戦闘はたったの数日で終わり、元々士気の低かったサリヴァン王国の騎士たちの多くが、デラルトン帝国に降参して捕虜になった。

　国は崩壊の危機にあるとさえささやかれていた。







「ジュリエット、どうしてここに呼ばれたのか……わかっているな？」

　大聖堂を思わせる広大な謁見の間で、ジュリエットは覚悟に息を呑んだ。

　目の前には父親であるサリヴァン国王、その第一王妃、そしてふたりの腹違いの姉たちがいる。

　そしてジュリエットの左右には、数え切れないほどの貴族や政治家たちが、固唾を呑んでサリヴァン国王の一挙一同をうかがっている。

　恐れている、ともいえた。父王はひどい癇癪かんしゃく持ちだからだ。

「お父様からわたしに……大事なお話があると、使者にうかがいました。それ以外はなにも……」

　ジュリエットの震えた声が、謁見の間に響く。

　ジュリエットは決して臆病者というわけではなかったが、父親の前ではいつも緊張した。

　しかも、数日前に突然森の塔に使者が現れ、国王から重要な話があるからと、取るものも取らずに連れてこられたばかりだ。

　そんなジュリエットの不安を、玉座の斜め後ろに立っているふたりの姉が笑う。

「なんにも知らないのね、本当に無知な子。ふふ、それに見て、エカテリーナ。なんて垢あか抜ぬけないドレスでしょう」

「そんなこと言うもんじゃないわよ、カトリーナ。ジュリエットは田舎の暮らしが大好きなのよ。どうせ舞踏会に出ても誰にも相手にされないから……」

　わざとジュリエットにも聞こえるようなコソコソ声で、意地悪く交わされる会話。

　亡き母が、いつだったか、このふたりの腹違いの姉について語ったことを思い出しながら、ジュリエットはぎゅっと下唇を噛かんだ。

　──あれは可哀想な娘たちよ。ジュリエット、あなたは彼女たちよりもずっと賢くて美しくて、強いわ。だから嫉妬しているだけ。なにを言われても気にしてはだめよ。あなたにはきっと、もっと大きな運命が待っているでしょう……。

「お前たちは黙っておれ。エカテリーナ、カトリーナ」

　サリヴァン国王がピシャリと娘たちを牽けん制せいした。

　第一王妃は王の隣で不満げに眉間に皺しわを寄せたが、なにも言わなかった。サリヴァン国王は元々独裁的な人物ではあったが、戦況が思わしくなくなって以降の癇癪ぶりはすさまじかったという。

　一説には、国王の乱心がサリヴァンの国勢を不利に導いたとさえ言われている。もちろん、そんなことは誰も、大きな声では言えないけれど。

　いつもは高慢で威張り散らしている王妃も、国王の前では口を挟むのを控えているようだった。

　ジュリエットの不安はますます深まった。

「ジュリエット。我がサリヴァン王国の置かれた苦境は知っているな」

　知らないはずがないと匂わすような、断定の口調だった。

「はい、お父様。心中お察しいたします」

「まったく嘆かわしいことだ。デラルトンの若造ごときが、わたしを成敗した気になって大きな顔をしておる。今回の敗戦は、たまたま運が悪かっただけだというのに……」

　ぶつぶつとつぶやく父の目は濁っていた。

　かつては、力強いひとだと尊敬していたこともあった父は、すでに輝きを失っている。

　戦争、権力争い、謀略……そういったものにその身を乗っ取られてしまった、亡霊のようにさえ見えた。

　敗戦のツケとして、何人ものデラルトン帝国側の監視軍人がこの場で目を光らせているにも関わらず、口を慎もうともしない。

　父はもうピエロなのだ。

　気づいていないのは本人と……エカテリーナとカトリーナくらいだろうか。

「それで、お父様……わたしになにかできることはありますでしょうか」

　ジュリエットが問うと、サリヴァン国王はこくりとうなずいた。

　急な呼び出しを受けた時点で、ジュリエットはある程度の覚悟をしていた。自分の父親を国王とする母国が、戦争に負けたのだ。曲がりなりにも王女である自分も、なにがしかの責務を負わされる可能性は高かった。

　皆殺しにされても不思議ではない立場なのだ。

「デラルトンの新皇帝は、驕傲きょうごうにも、和平を結びたいと申し出てきた」

　素晴らしいではないですか、と口が滑りそうになるのを、ジュリエットは懸命にこらえた。

「そうですか」

「そして、その証あかしとして我が娘のひとりを娶めとりたいと……」

　ジュリエットが驚いて息を飲んだのと同じように、エカテリーナとカトリーナも目を見開いて、口をあんぐりさせていた。

「お父様、それでジュリエットをここに呼んだのですか？」

　カトリーナが不満げに唇をとがらせる。

　エカテリーナがそれに続いた。

「そういったことは第一王女であるわたくしの努め。もしくは第二王女であるカトリーナですわ。ジュリエットはただの妾腹の庶子です。わたしくしたちにお話してくれれば、ジュリエットなんて呼ぶ必要さえなかったのに」

　この姉妹は年子だが、双子と言っても通じるくらいに似通っていて、やることなすことすべてがそっくりだった。

　ジュリエットをライバル視しているのも、まったく同じだ。

　いつかサマンサが言った通り、ジュリエットの母親は第二王妃であって、妾ではなかった。その娘を庶子と揶や揄ゆするのは第一王妃とこの姉妹の三人だけで、ジュリエットは内実共にれっきとした王女のひとりである。

　しかし、それをここで議論する気にはなれなかった。

　それにカトリーナはジュリエットと半年しか歳が違わない。つまり父王はほぼ同時期に第一王妃と第二王妃の間に子をもうけたことになる。ライバル視されるのは当然だと、ジュリエットはなかば諦めの境地にいた。

「わたしもそう思います。エカテリーナお姉様かカトリーナお姉様が適任かと……」

　姉たちが焦っている理由は想像がついた。

　ジュリエットは小耳に挟んだだけの話だが……デラルトン帝国の新皇帝はまだ若く、目を見張るような偉丈夫だとの噂うわさだった。我こそが嫁ぎたいと思って当然だろう。

　落ち目のサリヴァンにいるより、勝者であるデラルトンに移り住みたいと思うのも、当然といえば当然のことだ。

「もちろん、わたしもそう考えた。エカテリーナを差し出すつもりだった。しかし向こうはジュリエットを指定してきたのだ」

「え……？」

「なんですって！」

　金切り声を上げたのは姉たちだけでなく、母親であり、実母亡きあとはジュリエットの義母ということになっている第一王妃もだった。

　椅子から立ち上がり、ワナワナと唇を震わせている。

「この子は卑しい生まれですわ！　他国の皇帝に嫁がせるなど言語道断！　わたくしの娘こそがふさわしいはずですのに！」

　母親の叫びを皮切りに、ふたりの娘たちも声を上げはじめる。

「え、ええ……きっとなにかの間違いだわ！　ジュリエットは社交界に出たこともない、ほとんど知られていない存在ですもの！」

「年が若い方がよいと思っているだけに違いありませんわ。事情を説明すれば、きっとカトリーナが……」

「黙っておれ」

　サリヴァン国王は、うんざりしたように片手を上げて、女たちの騒ぎを静める。

「これはもう決まったことだ。デラルトン新皇帝はジュリエット以外は欲しくないと言っている。しかも、ジュリエットを差し出さないなら、我が国を植民地にするのも辞さない構えだという傲慢さだ」

　ジュリエットは呆ぼう然ぜんとした。

　自分が新皇帝に望まれている……？

　姉たちの言った通り、ジュリエットは社交界に出ておらず、サリヴァン王家の秘密……とまではいわないまでも、闇に葬られたような存在だった。ただ、母親が亡くなるまでは王宮にいたので、完全な秘匿事項というわけではない。少し王家の事情に詳しい者ならば、皆知っていることだ。

　エカテリーナとカトリーナのわがままぶりは国境を越えて知られているので、それを避けるために、ジュリエットに白羽の矢が立ったことは考えられる。

　でも……ジュリエットは……。

「お父様、わたしは……」

「わかったな、ジュリエット。お前に選択肢はない。このままデラルトンへ赴いてもらう」

「このまま？　ま、待ってください。その前に一度だけ塔へ帰らせてください。あそこには荷物や思い出の品が……」

　Ｃからの手紙が机の奥に隠されている。

　あれは……あれだけは置いていけない。何年もジュリエットの孤独を支え続けてくれた彼の言葉を失いたくない。

　それに誰かに見つかってしまったら大変だ。終戦したとはいえ、敵国の騎士と繋がっていたなど知られたら大事だ。

「必要なものは向こうが揃そろえるだろう。粗末な品を持ち込んで我が国に恥をかかせるな」

　国境の森の塔へジュリエットを半幽閉し、必要最低限のものしか与えなかったのは父──正確には王妃とふたりの姉かもしれないが──なのに、悪びれる風もなくのたまう。

　父王はまるで玉座にすがるように、肘掛をぎゅっと握っていた。

「たとえデラルトンへ嫁いでも、ジュリエット、お前はサリヴァン王家の血筋であることを忘れるでないぞ。長い歴史の中で、一度や二度の負け戦など取るに足りん。いつか我々は返り咲くのだ」

　ジュリエットの頭の中は真っ白になった。父親の声が木霊になって何度も頭の中に響く。

　ジュリエットの運命はもう決まってしまっていて、変えることはできないのだ……。







（まさかこんな展開になるなんて……）

　ジュリエットだってすでに二十一歳になる年頃の娘だ。

　自分の結婚……そして初夜……はじめての床入りがどんな風になるのか、想像しなかったと言えば嘘うそになる。

　このまま森の中に半幽閉され続けているより、戦勝国の皇帝に嫁ぐ方がよっぽど幸せであることも、理解している。

　でも、ジュリエットの妄想の中で、結婚したいと思う相手は長いこと、Ｃだった。

　ジュリエットの夢想では、Ｃは黒髪に黒か茶色の瞳を持ち、背はそれほど高くないがしっかりした体たい躯くで、誠実そうな落ち着いた面立ちをしていた。

　デラルトン新皇帝はどんな目の色をしているだろう？

　髪の色は？

（馬鹿ね。想像の中のひとと、現実の男性を混同しちゃ駄目でしょう）

　だけど。

　数年に及び、心のこもった文通を続けた相手を、そう簡単には忘れられなかった。

　ましてやジュリエットはこれから彼の国に嫁ぐことになる。騎士や武人を目にするたびに、もしかしたらこのひとがＣかもしれないと鼓動が急く状態で夫に身を捧ささげるのは、少し不誠実な気がする。

（誠実も不誠実もないか……。これは政略結婚だもの。もしかしたらデラルトン皇帝にだって誰か想おもいびとがいたかもしれないのに）

　──そうだ。Ｃのことは忘れなければならない。

　彼と交わしたいくつもの言葉も。

　紙の折り目や文字にさえ滲にじみ出ていた、彼の誠実さや真面目さも。

　尊敬せずにはいられなかった、彼の強い責任感と、部下への深い配慮や優しさも……。

　きっと彼と結婚する女性は、世界一幸せな妻になるだろう。戦争が終わって両国に平和が訪れたら、その世界一幸せな女性にジュリエットがなれるかもしれないと……淡い夢を見ていた。

（我ながら、どうしようもない子ね。森の奥の質素な暮らしで忘れかけていたけど、わたしは王女なんだから。自由に結婚なんかできるはずなかったのに……ましてや元敵国の武人と）

　でも、Ｃからの手紙を受け取るとき、ジュリエットはただの恋する小娘になれた。

　彼への手紙をしたためるとき、ジュリエットはなんのしがらみもないただの女だった。それが心地よかった。

　おそらく、ふたりは互いの存在に自由を見出していたのだ。

　ジュリエットは不遇の第三王女という出自から離れ、Ｃは血に濡ぬれた戦地で戦う武人という立場から開放されて、ただの男と女として言葉を交わした。たとえそれが文通という形を通してだけでも、ふたりは静かに尊敬し合い、愛し合っていたのだと思う。

　目元にじんわりと涙が浮かぶ。

　デラルトン皇帝と結婚する限り、夫には誠実でいたい。ジュリエットはこの秘密を墓場まで持っていくつもりでいた。

　ただ、今だけ。

　今だけだからと、ジュリエットは王宮の片隅に与えられた部屋の窓辺で、儚く消えたＣとの未来のために数粒の涙を流した。







　次の早朝、その場にいたデラルトン帝国側の使者たちに連れられて、ジュリエットは早々に輿こし入いれすることになった。

　デラルトン帝国……。

　ジュリエットの母国サリヴァン王国と諸島を二分し、ほぼ北半分を領地とする国家だ。サリヴァン王国は南側となる。

　多くのサリヴァン人は、デラルトン人を野蛮で好戦的な獣のような連中だと揶揄する。

　デラルトン人は、逆に、サリヴァン人を高慢で冷血な人間の集まりだと忌み嫌っているという話だった。

（わたしだって……彼との文通がなかったら……ずっとそんな風に思っていたかもしれないわね……）

　ジュリエットに許されたのは、侍女サマンサを一緒に連れていくことくらいで、何枚かの道中のための着替えと、母の形見である婚礼衣装と、必要最低限な化粧道具しか持たせてもらえなかった。

　おそらく、これはある意味、父からのデラルトン新皇帝への意思表示なのだ。

　──お前たちに渡せるのはこれだけだ、と。

　馬の背に揺られながら、ジュリエットは長いため息を漏らした。

　サリヴァンの王宮からデラルトン城までの道のりは馬で四日の距離があった。使者たちは義務に忠実で、決してジュリエットに無礼を働くことはなかったが、かといって友好的ではない。

　ジュリエットの唯一の心の慰めは、なぜか意気揚々なサマンサだった。

「当たりましたね！　ずっと言っていたでしょう、ジュリエット様はいつか王妃になる器だって。本当になったじゃないですか！」

「サマンサ……わたしたちは敵国に政略結婚に行くのよ。あなたは不安じゃないの？」

「いいえ、ちっとも。これは素晴らしい門出になると、わたしのカードは告げていますから。ジュリエット様もご安心くださいませ」

　自信たっぷりで意気揚々のサマンサに、ジュリエットはもう笑うしかなかった。

「わたしも、あなたみたいに占いができたらいいのに。人生がずっと楽になりそうだわ」

　ちょっとした皮肉のつもりだったが、サマンサはまったく意に介さず、「その通りです。心配しなくていいんですよ」と言って丸眼鏡の奥の瞳を細めた。







　いよいよデラルトン帝国側に入ると、意外なことに、ジュリエットの心は不安よりも興奮に傾いてきた。

　平地が多いサリヴァンに比べるとデラルトン側は険しい地形が多く、大きな都市も少ない。しかしその分、鉱山をはじめとする資源が豊富で、人々は質素ながらも堅実な生活をしているように見えた。

　デラルトン人は概して金髪青眼で色白である場合が多く、サリヴァン人よりも多少色素が薄いような気がする。

　ジュリエットもサリヴァン人としてはかなり色白な部類に入ったが、ここでは普通かもしれない。

　そんな事実が、なぜか少し嬉うれしかった。

「デラルトン城はもうすぐです。到着次第すぐに成婚の儀を執り行いたいと、キャメロン様は申しております」

　使者団の長である年配の男が、四日目の昼下がりにそう言った。

「キャメロン……」

　というのが、デラルトン帝国新皇帝の名前だった。

　これから夫となる男性のひととなりを、ジュリエットはなにも知らない。

　ジュリエットだけが知らないわけではない。この新皇帝は、多くの謎に包まれた人物だった。政治の舞台に出てきたことはほとんどなく、十六歳で成人の儀を迎えてこのかた、ずっと軍部に属していたという話だ。

　最終的には将軍にまで上りつめているが、まだ年若く、相当な偉丈夫であるという。

　一説には前皇帝との折り合いが悪く、たとえ軍のトップとなっても、あまり表舞台に出たがらなかった……らしい。

（デラルトン帝国の、軍人……）

　つまり……ジュリエットがこれから結婚する相手は、Ｃの上官に当たる人物である可能性が高いのだ。

（ああ、手紙……。みんな置いてきてしまったわね……）

　塔に戻ることを許されなかったため、Ｃと交わした手紙の束が、執筆机の引き出しの奥に仕し舞まわれたままになっている。あの寂れた場所をわざわざ探る者はいないだろうが……もし見つかってしまったら、問題になるかもしれない。

　たとえそんな大事にはならなくても、Ｃからの手紙はジュリエットにとって長い間心の拠より所だった。何度も何度も読み返した。それを置いてきてしまったのは辛かった。

　ジュリエットは、顔も見たことのない、頭文字を知っているだけの武人に……ほのかな恋心を抱いていたのだ。

　彼の文章から伝わる誠実さと、真面目さ。そしてその裏にある情熱的な一面……。

　惹ひかれずにはいられなかった。

「ふぅ……」

　と、ジュリエットがため息をついた時、森だった風景が切り開かれて太い砂利道がはじまった。そのずっと先に、巨大な岩の建築物が目前にそびえ立っているのが見える。

「あれが……デラルトン城……？」

「その通りです。城下町は城の裏手に広がっています。こちら側ではなく」

　使者団の長はそう説明して、誇らしげに背筋を伸ばした。

「サリヴァン王城をふくめ、大抵の城というものは城下町を正面に置きます。いざという時、町民に城を守らせるためです。しかしデラルトンは違います。城が民を守るのです。それが我々です」

　ジュリエットは黙って聞いていたが、自国を下げられたような気がして胸がチクリと痛んだ。悔しさに下唇を噛んだあと、反抗するように指摘する。

「でも……前デラルトン皇帝はだいぶ好戦的な方でいらしたとうかがいましたわ。わたしの父に非がなかったとは申しませんけど、前デラルトン皇帝だって、民を第一に考えるような君主ではなかったと聞き及んでいます」

　──それはＣが教えてくれたことだった。

　我が国の皇帝は民のことを考えるのをやめてしまった……と、彼は何度も嘆いていたのだ。

　とはいえ、嫁ぎ先の前皇帝を辱める発言をしてしまったジュリエットはすぐに後悔した。が、使者団の長はただ悲しげに首を振るだけだった。

「たしかに、前皇帝が完璧な統治者でなかったことは認めます。しかし、キャメロン陛下は違います。あの方は真のデラルトン皇帝にふさわしい」

「……そう……」

　ジュリエットは視線をデラルトン城に戻した。

　美しさよりも強固さを目指したような、岩を積み上げた見上げるような城壁。周囲には水を張った堀が巡らされ、遠目にも歩哨ほしょうの姿が散見された。

　巨大な城に見合うだけの大きな城門が、分厚い岩のトンネルの先で敵の侵入を防いでいる。

「ようこそデラルトン城へ、ジュリエット皇妃」

　使者団の長は誇らしげに告げた。
















　　　第二章







　ジュリエットだって、目を見張るほどの偉丈夫だと噂されるその新皇帝が、デラルトン城に到着したジュリエットを城門前で大歓迎するとまでは期待していなかった。

　それでも、まるで御ご用よう達たしの商人がやってきた程度の歓迎しか受けず、すぐに客室に押し込まれるに至って、ジュリエットの自尊心は深く傷ついていた。

「まったく！　どうして皇帝は姿を現さないんでしょうねえ！　未来の皇妃がやってきたんですよ。ジュリエット様をよこさないならサリヴァン王国を植民地にするとか脅しておいて、この扱いですか！」

　サマンサの毒舌は止まらない。

　一緒に客室に入ってきたデラルトン側の女中が、顔をしかめた。

　ジュリエットはため息を吐く。

「いいのよ、サマンサ。妃といってもお飾りの第二皇妃かもしれないもの……お母様みたいに。もしかしたら第三や第四皇妃の可能性だって……」

「それにしたってですね」

　従僕たちが荷物を運び込む。

　と言っても、運ぶような荷物もほとんどなく、一瞬で終わってしまうのだった。

「あのう……差し出がましいようですが」

　年若いおさげ髪の女中が、ジュリエットとサマンサに向かって遠慮がちに言った。

「デラルトン帝国の律法では、皇帝といえども第二の妻を持つことはできません。一夫一妻制なんです」

「え？」

「離婚も許されません。一度婚姻の儀を結べば、死がふたりを分かつまで、夫婦は永遠に夫婦です。皇帝と皇妃もまったく同じです」

「そうなの？　それは……」

　初耳だった。

　サリヴァン王国もデラルトン帝国も同じ宗教を国教としていたが、微妙に宗派が違い、結婚や礼拝、祝日の習慣などが異なる。サリヴァン王国では養えることを条件に、ふたりまで妻を持つことができる。もちろん平民でふたりの妻とその子供たちを養える者は少ないので、王族や大貴族だけの特権と化した習慣だったけれど。

　ジュリエット自身が第二王妃の子供で、必ずしも恵まれた境遇ではなかったから、一夫一妻制というのは嬉しかった。

　同時に疑問に思った。

　デラルトン皇帝はそれでいいのだろうか……？

「それに……これもまた差し出がましいことを申しますが、この客室は本当に一時的なものです。キャメロン陛下は婚姻後、ジュリエット様と同じ主寝室を使うと申しておりまして……今、皇后をお迎えしても大丈夫なように改装しているところなんです。もうすぐ準備が整いますわ」

「お、同じ部屋……？」

　ジュリエットは目を見開いてパチパチと瞬まばたきをした。

「でも、普通は部屋を分けるものではなくて？　お父様はそうしていらしたし、そういうものだと……」

「普通は、そうでしょうね。前皇帝もそうしていらしましたから。だからこそ改装が必要なんです」

「まあ……」

「だったらどうして出迎えくらいしてくださらないんです？　ジュリエット様をなんだと思っているんですか！　せっかくこのご結婚はジュリエット様の『大いなる勝利』だと、わたしのカードが告げていたのに！」

　サマンサが苛立たしげに声を上げる。

　デラルトンのおさげ髪の女中は、カードだとか大いなる勝利だとか、なにを言われているのかわからず当惑し、一歩引いて怪け訝げんな顔をして佇たたずんでいた。

　ジュリエットの立場を庇かばってくれようとするサマンサの気持ちは嬉しいが、それでなくても敗戦国から輿入れしてくる第三王女という微妙な立場を、さらに悪いものにはしたくない。

「サマンサ、ここでカードの話は……」

　と、ジュリエットが侍女をたしなめかけたところだった。カタンと客室の扉が音を立てて、ゆっくりと開かれる。ジュリエット、サマンサ、おさげ髪の女中は一斉にそちらに目を向けた。

「え……」

　現れたのは、見上げるほど背の高い男性だった。

　髪は……鈍い煌きらめきを放つ濃い金髪。彫りの深い高貴な輪郭の奥で瞬かれる瞳は透き通るような青……。もしくは水色……。

　すらりとした長身で貴族のような装いをしていたが、その体躯は騎士が武人ではないかと思えるほどたくましかった。そしてその顔立ちの、端正なことといったら……。

　おさげ髪の女中が、膝を折って頭を深く下げるとつぶやく。

「キャメロン様」

　これが……このひとがキャメロン。

　ジュリエットは呼吸に詰まり、動けなくなった。急にドクドクと鼓動が急く。

　目を見張るほどの美丈夫という、噂の言葉を思い出した。

　だからジュリエットもそれなりの心がまえをしていたが、目の前に現れた男性の秀麗さは想像を遥はるかに超えたものだった。

　決して甘い容貌ではない。いわゆる優男の美しさではなく、もっと厳しくて、見るものに畏怖を抱かせるような男性美だ。

　生まれながらの支配者を思わせる、圧倒的な存在感……。

「なかなか興味深い言葉だ。大いなる勝利、か」

　デラルトン帝国新皇帝キャメロンは、その長身に似合った、低く振動する声でそうつぶやいた。

　彼の瞳はまっすぐにジュリエットに向けられている。

　まだ旅を終えたばかりのジュリエットは、完璧とは言い難い様相だった。髪は解けているし、服は乗馬のためのシンプルなものだ。

　羞恥に、頬がパッと上気する。

「申し訳ありません──陛下。侍女の失言をお許しくださいませ」

　ジュリエットはひざまずかんばかりの勢いで頭を下げて、未来の夫となるべき人物に詫わびた。

　キャメロンがどんな性格なのか、ジュリエットは一切といっていいほど知らない。もし父のような癇癪かんしゃく持ちなら、この場で罰を受けても不思議ではない。

　サマンサも一緒に頭を下げていてくれますように……と願いながら、ジュリエットはぎゅっと目をつぶり、叱責を覚悟した。

　しかし、次の瞬間響いたのは、予想したよりもずっと穏やかなキャメロンの口調だった。

「顔を上げなさい。君がジュリエット……だな」

　驚きと安あん堵ど、どちらに突き動かされたのだろう。ジュリエットは言われるままに顔を上げて目を開いた。

　いつのまにか音も立てずに、キャメロンはすでに入室してジュリエットたちに近づいてきていた。

「はい……。お初に……お目にかかります。ご機嫌麗しゅう……」

　再び頭を下げようとしたジュリエットの顎を、キャメロンの手が伸びてきてクイッと掬すくう。上を向かされ、視線がかち合った。

「確かに、こうして目にするのははじめてだな、ジュリエット」

「え」

「……まあ、いい。そうすぐに気づくものではないのだろう。君の侍女が言ったとおり、わたしは城門で君を迎えるべきだったのかもしれない」

　近くで見れば見るほど、キャメロンの美貌は俗世離れしたものがあった。
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　政略結婚で異国人との混血を繰り返した王族や皇族の間には、時折この世ならざる美貌や、異能の者が輩出されると聞いたことはあるが……もしかしたらこのキャメロンこそが、そういった人種なのかもしれない。

　瞳の色は薄い青だが、肌色は決して薄くはない。

　それが彼の男らしさを際立たせていた。

　日がな一日、城内で贅沢をしている人間の肌色ではない……。野外で鍛錬を繰り返している男の肌と、体躯だ。

　畏怖に、ジュリエットの声は震えた。

「いいえ、陛下。侍女が失礼をいたしました。どうかお許しくださいませ」

「許しとやらが欲しいなら、与えてあげよう。わたしが迎えに出なかったことを、君が許してくれるなら」

「許……っ、そ、そんな、まさか……っ、大それたことを……！」

「ではわたしたちは対等だな」

　──対等？

　誰と、誰が？

　ジュリエットはこの新しい状況に慣れずに、水から揚がった魚のように口をぱくぱくさせてあえいだ。

　デラルトン新皇帝が噂に違わぬ……いや、噂を遥かに凌駕りょうがする美貌の男性だったことに加え、こんな優しさを見せてくれるなんて。ジュリエットの知る『君主』は父親で、家族にも家臣にも常に横柄だったから、そのせいで驚きに拍車がかかった。

　ジュリエットを見つめるキャメロンの瞳は、言い知れぬ熱をはらんでいた。

「大いなる勝利……か」

　キャメロンは再びつぶやいた。ジュリエットは蒼そう白はくになった。

「ご、誤解なさらないでください……！　なにも政治的な意図はございません。ただの女どものたわいない占いでございます。今後は慎みますゆえ……ご容赦を……」

　この結婚は、敗戦国の王女が和睦の礎いしずえとして戦勝国に嫁ぐ形になる。それを勝利だなどと、謀反を企たくらんでいると思われても仕方のない表現だった。

　しかしキャメロンの口調は落ち着いていた。

「そうだろうか？　君の結婚が大いなる勝利だというのなら──」

　咎とがめるというより、諭すといった雰囲気の語調で、キャメロンはゆっくりと先を続ける。

「──わたしの結婚も大いなる勝利ということになるのでは？　それが結婚というものだろう？　君の勝利はわたしのものになる。わたしの勝利が、君のものとなるのと同じように」

　ジュリエットはぱちぱちと目を瞬いた。

　ジュリエットの顎下に添えていた手を引いたキャメロンは、一歩後ろへ下がると、まじまじとジュリエットの全身を見つめた。

　ドキドキと鼓動が早くなる。

　見定められているのだと思って緊張に体を固くしたが、ジュリエットはやがて、彼の視線に批判めいたところがないことに気がついた。まるで、ただ純粋にジュリエットをよく見ておきたいと思っているような、穏やかな瞳に見つめられていた。

　安堵すると同時に頬がぽっと赤らむのを感じて、ジュリエットはわずかに視線をそらしてうなずいた。

「ええ……。そうかもしれません……」

「侍女がすでに伝えたようだが、君とわたしは同じ部屋を使うことになる」

　きっぱりとした断定の口調だった。

　今だけではない。キャメロンは常にこうした喋しやべり方かたをするようだった。相手と会話をするというより、一方的に自分の意思を告げることを目的としたような、指導者の話術。

　これが皇太子として生まれ、皇帝となるべく育てられた人間というものだろうか。

「はい。うかがいました……。でも、どうして……」

「そうしたいと思ったからだ。なにか問題でも？」

「いいえ！　問題などありません。ただ、それが慣例というわけでもないようですし……どうしてなのかと思って」

　恐る恐る再びキャメロンを見つめると、彼はぐっと唇をひき結んでいて、顎を固くしていた。端正で男らしい顔つきがさらに迫力のあるものになっていく。

　──はじめて会ったひとだ。

　肖像画さえ見せてもらったことがなかったし、書簡ひとつ交わしたことのない相手だった。

　でも、なぜだろう……。ジュリエットはキャメロンの堅苦しいくらいに真まっ直すぐな物言いと、堂々とした佇まいに、妙な既視感を感じた。

　知っているような気がした……このひとを。

　このひとの人柄に、どこかで触れたことがあるような気がする。

「わたしと結婚する前に、君が知っておいた方がいいことがひとつある」

　優雅な仕草で両腕を胸の前で組み、キャメロンはそう告げた。

　またしても例の断定口調。

　決して横柄ではないが、周囲に一切口を挟ませない隙のなさが伝わってくる。そんな物言いだ。

　ジュリエットは身構えた。

　これは政略結婚だ。

　きっと、同じ部屋になるからといって思い上がるなとか、これは君の体に飽きるまでの一時的なものだとか、懐妊するまでの暫定的な処置だとか、そういった拒絶の言葉を受ける覚悟でいた。

　もしくは同じ部屋を使うことで、ジュリエットの動向により鋭く目を光らせることができるからなのだろう……と。

　だって……それ以外にどんな理由があるというのだろう？

　しかし、次のキャメロンの言葉は、それらの予想とは似ても似つかないものだった。

「ジュリエット、わたしはあまり感情を表すのが上う手まい人間ではない。だからといって、感情がないわけではない。わたしの妻となる君には、そのことを知っていてもらいたい」

「え……と」

　ジュリエットはぽかんと口を開けた。

　キャメロンの視線は、真っ直ぐにジュリエットに向けられたままだった。ジュリエットは返答に困ったが、よく考えれば答えを求められているわけではないのかもしれない。

　ジュリエットはなんとか、数回コクコクとうなずくのに成功した。

　それを見て、キャメロンは微笑んだ。

　微笑みと呼んでいいのかどうか……。少なくとも、引き締まっていた口元がリラックスして、微笑みに似た表情が現れた。

「よろしい。君なら分かってくれると思った。だから君を選んだんだ。君の姉のどちらかではなく」

　そう告げるとキャメロンは踵きびすを返して、きびきびとした武人のような足取りで、客室の扉へ向かった。

　部屋を出る前に一度だけぴたりと足を止め、肩越しにジュリエットを振り返る。

　また水色の瞳にじっと見据えられて、ジュリエットは背筋を伸ばした。

「婚姻の儀式は、明日の朝、できるだけ早い時間に執り行う。君がひとりで夜を明かすのは今夜が最後だ……それをよく覚えておくといい」

　そして、デラルトン帝国新皇帝キャメロンは、ジュリエットの元を去っていった。







　その夜ジュリエットは、与えられた客室で真新しい寝巻きに身を包みながら、寝台に横たわった。

　──君なら分かってくれると思った……。

　そんなキャメロンの言葉が忘れられず、ジュリエットは何度も寝返りを打ちながら眠れない夜を過ごした。

　──君がひとりで夜を明かすのは今夜が最後だ……。

　思い出すだけで心臓がバクバクと高鳴る。

　デラルトン帝国の新皇帝はその端正な顔つきだけではなく、存在そのものが高貴で威厳に満ちた男性だった。

　──だからといって、感情がないわけではない……。

　彼はそう告げた。ジュリエットにはそのことを知っていてほしいと。

　不思議なひとだ。そして奇妙なことを言う。彼がジュリエットを選んだのは、ふたりの姉の高慢ぶりを知っているからだとばかり思っていたが……他にも理由があったのだろうか。

　ジュリエットは、ほんの数分に過ぎなかった彼との邂かい逅こうを思い出し、彼の言葉ひとつひとつを吟味するように思い出していた。

　その度に胸が高鳴るのを抑えられない。

　これは政略結婚のはずだ……そうでしょう？

　おそらく形だけの冷たい関係になるのだろうと、ぼんやりと予感していたのに。

　母国の王宮を去る時も、義母や姉たちに散々そう言われた。サマンサと彼女のカード占いだけは意見が違ったけれど。

　もしかしたら、うまくやっていけるだろうか……。

　愛し合うとまではいえなくても、お互いを尊重して、それぞれの国の平和を守るために、共存するくらいはできるかもしれない……。

（そうね……だとしたらＣのことは……本当に忘れなくちゃ）

　ジュリエットは決心を固める。

　数年に渡った彼との文通は、ジュリエットの心を溶かすだけの力があった。

　ジュリエットはいつしか、紙の上に乗ったインクの几帳面な文面でしか知らない男性に惹かれていた。

　最初のやりとりで、ジュリエットに紙を残してくれた思いやり。文面から溢あふれる彼の誠実さ。綴られた言葉に滲み出る責任感、男らしさ、そして少し分かりづらいけれど確かにあるユーモアのセンス。

（いつか会えるかしら……。軍人だもの。王城に来る機会は多いはず。どこかですれ違ったりするのかも……）

　Ｃは独身のはずだった。

　あまり個人的なことは語ってくれないひとだったけれど、一度だけジュリエットが、こんな文通をしていて奥さんや恋人に叱られないかと問うてしまったことがあった。

　彼は、そのような相手はいない、自分は独身で、恋人はなく、心の慰めは君との文通だけだと返信してくれた。

（せめて名前くらい……聞いておけばよかったな。少なくともわたしの名前くらい教えておけばよかった）

　後悔、先に立たず。

　紛争が終わったら、彼に会えるのではないかとずっと思っていた。直接そうはっきり言葉にしたことも、されたこともなかったが、おそらく彼もそう考えてくれているのだろうと思えるやりとりはあった。

　Ｃ……。

　チャールズ。クリストファー。コリン。クリスチャン……。

　候補はいくつもある。でも、きっとクリストファーだ。なんとなくそんな気がする。クリストファー。高貴だけど男らしくて、誠実そうな響きがぴったりだから……。

　今まではいつかきちんと名前を聞けると思っていたから、想像はしても、決めつけることはしなかった。まさか終戦と同時に政略結婚に駆り出されるとは思ってもいなかったのだ。

　でも今は、もう彼に返事を書くこともできない。思い出の彼に名前をつけたかった。

　目を閉じると、クリストファーと交わしたいくつもの言葉を思い出す。

『いつか君にデラルトンの美しさを見てほしい』

　と、彼は書いてくれたことがあった。

『特に春、雪解けの季節は素晴らしい。芽吹いたばかりの若草が風に揺れる草原と、そこに下り立つ帰ってきたばかりの渡り鳥たち……』

　奇くしくも、季節は春だ。

　もしかしたらこの国のどこかで、クリストファーはＪ……ジュリエットに手紙を書いてくれているかもしれない。

　ついに戦争は終わった、君に会いたいと。

　渡り鳥が水面に浮かぶ湖畔にジュリエットを招待してくれるかもしれない。軍人である彼が戦争中にそんなことをするわけにはいかなかったけれど、今なら。

　ジュリエットはずっとその日を夢見ていたのだ。

（馬鹿みたい……。わたしはデラルトン新皇帝の形ばかりの妻になるのよ。こんな夢は忘れなきゃ）

　そう……夢。

　すべては夢に過ぎない。

　確かにジュリエットはＣに惹かれたが、実際に彼に会ったことがあるわけではない。実際に会ったわけでなければ、本当の彼のひととなりなどわからない。

　それに対してキャメロンは、血肉を持ったひとりの人間としてジュリエットの目の前に現れた。

　そして惹かれずにはいられなかった。

　もし敵対した国の王家の血脈として生を受けなければ、否応いやおうなしに憧れ、惹かれ、恋をした相手だっただろう。いくら大切な思い出とはいえ、クリストファーへの初恋を引きずってキャメロンと結ばれたくはなかった。

「最後の……お別れの手紙を……」

　ジュリエットはつぶやき、寝台から立ち上がると小さな筆記机に向かった。

　紙はないが祈き祷とう書が置いてある。

　その冒頭の遊び紙を一枚ちぎって、インク壺に墨があるのを確認しペンを手に取った。




『クリストファーへ

　さようなら』




　……と短い一節を書き記して、ジュリエットの手は止まった。

　一体なにをしているのだろう？

（馬鹿みたい！　それに見つかったら大変だわ。荷物の中に隠さないと……）

　ジュリエットはすぐに紙を丸めて持ち込んだ荷物の木箱の奥にそれを隠した。

　自分の愚かな行動に呆あきれるとともに、なんとなく……紙に記すことで迷いが吹っ切れたような気がした。

　手紙にはじまった恋は、手紙に終わったのだ。

　これからはクリストファーとの思い出は淡い初恋として心の奥に鍵をかけてしまって、キャメロンの妻として生きていく。

　ジュリエットは寝台に戻ると、枕に深く顔をうずめた。不思議と涙は出てこない。

（これでよかったのね……）

　キャメロンは類稀たぐいまれなる偉丈夫で、直実そうなひとだった。おまけにジュリエットと寝室を共にしたいと言うし、政治の駒として夫に煙たがられながら王宮の隅でこっそり生きていかなければならないわけではなさそうだ。

　ちょっと不可解なことをいくつか言っていた気もするが、彼の言葉の端々には誠実さが感じられた。

（デラルトン帝国新皇帝、キャメロン……か……）

　その時ジュリエットはあることに気がついて、枕から顔を上げた。




　キャメロン。

　彼もまた、Ｃだ。




（ううん……。あり得ないわ。確かに即位前は軍部にいたという話は聞いたけれど、彼は皇太子だったのよ。クリストファーは実際に剣を振るって騎士を指揮していると言ったもの。皇太子にそんなことは許されないはず……）

　明日は婚姻の儀式だ。

　そして当然、初夜がある。

　だから、緊張のせいで突拍子もないことを考えてしまうだけ……。

　ジュリエットはそう自分を納得させて、枕に顔を戻した。落ち着くために大きく息を吸うと、たっぷりと羽根の入った寝具からは、驚くくらいに心地よい太陽の香りが広がった。

　安眠を求めて目を閉じる。

　明け方近くになってやっと訪れた浅い眠りの中で、ジュリエットは夢を見た。

　花嫁衣装のジュリエットが聖堂に現れると、長細い通路の先には祭壇があり、頭上の巨大なステンドグラスから陽光が降り注いでいた。ジュリエットが眩まぶしさに目を細めると、祭壇に背の高い男性がひとりたたずんでいるのが分かった。

　逆光が邪魔して、顔は見えない。

　でも、これはクリストファーだ。そう感じた。

　夢独特の確信と不確かさとの狭はざ間まで、ジュリエットはゆっくりと通路を進んで、クリストファーに近づく。

　彼の輪郭がはっきりしてきた。なんとなく、クリストファーは黒髪ではないかとずっと想像していたのに、祭壇でジュリエットを待つ彼の頭髪は金髪だった。ほんの少しだけ癖があり、光を受けながら鈍く輝いている。

　まさか……。

　真っ直ぐで整った鼻筋、目元が影になるほど彫りの深い顔立ちに、男らしい顎の線。そして、やがてはっきりと見て取れた瞳は、澄んだ青……。

　キャメロンだった。

　言葉を失って呆然と立ち尽くすジュリエットに、キャメロンは獲物に迫る狼おおかみのような動きで、静かに近づいてくる。

　手の届く距離にくると、キャメロンは片手を伸ばしてジュリエットの右の頬に触れた。真摯な瞳にじっと見つめられ、ジュリエットはごくりと唾を飲み込む。

「やっと君に会えた」

　キャメロンはささやいた。

　ジュリエットはなぜか汗だくになって飛び起きた。それが婚姻の儀式の朝の出来事だった。
















　　　第三章







　ジュリエットが母国から持ってくるのを許された数少ない荷物のうちにあったのが、王宮に保管されていた亡き母の婚礼衣装だった。

　母ジュリアンナは類稀な美しさの聡そう明めいな女性だったが、男爵家の末娘という、王族に迎え入れられるには低すぎる身分であったため、第二王妃という形にしかなれなかったのだ。

　そして、彼女の結婚生活は幸せとは言い難かった。

　ジュリエットはそんな母の婚礼衣装に身を包んで、大きな姿見鏡の前に立った。

　女中にほんのり化粧をほどこされ、白銀と宝石と真珠でできたティアラ風の髪飾りで、純白のベールを留めている。

「美しいですよ、ジュリエット様。亡くなったジュリアンナ様もきっとあなたを誇りに思うでしょう」

　ジュリエットの背後でドレスの裾を調整しながら、サマンサが微笑んだ。

「そうかしら……。これはあくまで政略結婚なのよ。母親が喜ぶ娘の結婚の形とは、思えないけれど」

　鏡に映る自分を見つめる。

　当然、鏡の中のジュリエットが現実のジュリエットを見つめ返した。

　化粧などをするのは本当に久しぶりだった。森の奥の塔に半幽閉されてから五年間、ジュリエットが王女として人前で着飾る機会はほとんどなかったから、こうして化粧をするのは年頃の娘になってからはじめてのことかもしれない。

　ずっと繊細すぎて地味だと思っていた自分の顔が、驚くほど華やかになっている。

　サマンサが隣に立って、もうすぐデラルトン皇妃になるジュリエットの肩を抱いた。

「そんなことありませんよ。ジュリエット様、あなたは母国のために、逃げも隠れもせずにこの役目を受け入れてくれました。ええ、ジュリアンナ様はあなたを誇っていますとも」

「他に選択肢はなかったもの」

「もちろんありましたよ。泣くことも、取り乱すことも、反抗することもできた。でもあなたは堂々と胸を張って、義母や異母姉たちの嫌いや味みにも負けず、凛りんとなさっていた。あの新皇帝は意外にも聡明なのかもしれませんね。あなたを選んだんですから」

　昨日のキャメロンと今朝の夢を思い出して、ジュリエットは息を詰めた。

「この結婚は『大いなる勝利』だものね」

「そうですよ」サマンサの声に迷いはなかった。「これは大いなる勝利なんです。なんど占っても同じ結果になるんですから、これはもう運命ですよ」

　すると、客間の扉がコツコツと叩たたかれる。

　サマンサが「どうぞ」と返事をすると、現れたのは磨き込まれた甲冑かっちゅうを身につけたデラルトン帝国騎士のひとりだった。

「大聖堂と祭司の用意が調いました。キャメロン様がお待ちです。あなたを祭壇までエスコートするようにと、申しつかっております。さあ、おいでください」

　ジュリエットとサマンサは顔を見合わせた。

　確かにジュリエットの父は、デラルトン帝国側への当てつけのためにジュリエットに付添人をつけなかった。本来なら父親が娘の手を取って祭壇へ送り届けるべきところを、ジュリエットに与えられたのはサマンサひとり。ジュリエットはひとりで祭壇に向かうものだとばかり思っていた。

「ありがとう。あまり気持ちのいい役目でもないでしょうに」

「キャメロン陛下の下命とあれば」

　騎士は静かに答えた。ジュリエットも口をつぐんでうなずき、言われるまま騎士について客室を後にした。

　大聖堂への道すがら、ジュリエットはあらためてデラルトン王城を観察した。

　基本的な構造はサリヴァンの王宮とあまり変わらない。しかし、装飾の色使いや様式に違いがある。サリヴァン王宮で見る手の込んだ波模様や天使像を象かたどった飾りは少なく、もっと左右対称でシンプルで、それでいて大胆な意匠が好んで使われている。

　嫌ではなかった。むしろ、好きかもしれない。

「ひとつ……聞いてもいいかしら。わたしは敵だった国の王女だわ。デラルトンの民は、キャメロン様とわたしの結婚を……どう受け取っているのかしら」

　ぴたりと横をついて歩く騎士に、ジュリエットは語りかけた。騎士。もしかしたら彼がクリストファーである可能性さえあるのだ。そう思うと細身の婚姻衣装に締め付けられた胸が、さらに息苦しくなる。

　騎士は兜かぶとを被ったままジュリエットを見下ろし、数秒の沈黙ののち、答えた。

「キャメロン様は戦争中から、この戦いの目的は復讐ふくしゅうにあらず、平和にありと我々に説いていらっしゃいました。市井の者たちの感情まではわかりませんが……少なくとも我々騎士や武人は、この婚姻を平和への礎と受け入れております」

「そうなの」

「そしてあなたのことも、聡明で、平和を望む王女であると公言し、敬意を持って接するようにと厳しく言い渡されていますよ」

「まあ……」

　今度は、軽々しく相あい槌づちを打てなかった。驚くことばかりだ。歩みの鈍ったジュリエットを促すように、騎士が大聖堂に繋がる通路を示す。

「さあ、こちらへ。あまり大げさなものにしたくないという陛下の希望で、参列者はかなり絞られております。それほどひとは多くありません」

　ジュリエットは覚悟を決めた。

　決めなければならなかった。

　儀式がこぢんまりしているというのはありがたかった。ジュリエットは、姉たちのように聴衆から浴びる注目を楽しむ種類の王女ではない。クリストファーとの文通でも、いつかそんなやり取りをしたのを覚えている。

　やがて結婚をする時がきたら、ジュリエットは親しい家族や友人だけが集まる、小さな儀式にしたいと思っていると書いた。クリストファーは、いや、自分はむしろ、できるなら花嫁とふたりきりの式がいいと答えてくれたものだ。

　ジュリエットが騎士のエスコートを受けて大聖堂の入り口にたどり着くと、そこは本当に静かだった。ラッパを鳴らす音楽隊も、拍手で花嫁を迎える参列者もいない。

　大聖堂の天井は空まで届きそうなほど高かった。

　うながされて一歩足を踏み入れると、長い通路の先にある祭壇が目に入る。

（これは……今朝の夢にそっくり……）

　色鮮やかなステンドグラスから降り注ぐ陽光。

　金の鍍金メッキを施されたパイプオルガンから、控えめな旋律が流れはじめる。ひと組の男と女が結ばれる時に使われる曲は、意外にもジュリエットの母国と同じ響きをしていた。

　祭壇には、祭司と、キャメロンがいた。

　それを囲むように、参列席の最前列に十数人の国の重鎮と思える立派な身なりの貴族や武人が並んでいる。どうやって先回りしたのか、端っこにはサマンサも参列していた。

　一帝国の皇帝としては、驚くほど質素な式だ。それがなにを意味しているのかはわからない。

　でも、クリストファーしか知らないはずのジュリエットの密ひそかな願いは、叶えられた形になるだろうか。

　ついに祭壇の前に立つと、ジュリエットをエスコートしていた騎士が、彼女の手をキャメロンに委ねた。

「ご苦労だった」

　と、キャメロンは参列者には聞こえないような小さな声でささやいた。

　最初は自分に言われているのかと思って瞠どう目もくしたが、騎士がわずかにうなずくのを見て、これは臣下をねぎらう言葉だったのだと理解する。

　──いったい、どういうひとなんだろう……。

　クリストファーからの手紙によると、先代のデラルトン皇帝は民のことを考えるのをやめてしまった独りよがりの指導者であったという。

　キャメロンはその息子だ。

　もちろん父親とは違う人物である──ジュリエットが、父親であるサリヴァン国王とはまったくの別人物であるのと同じように。

　新皇帝であるキャメロンは、もっと優れたひとなのだろうか。

　差し出されたキャメロンの手を取り、三段からなる祭壇の階段を上る。キャメロンはそんなジュリエットの一挙手一投足をじっと見つめていた。もしかしたら彼は視力に問題があるのだろうかと思ってしまうほどの凝視の仕方だった。

　ジュリエットも彼を見つめ返した。

　見つめ返さずにはいられないほどの美しさだった。

　キャメロンの婚礼の衣装は白を基調に、繊細な金糸の刺繍ししゅうが細かく施されきらめいている。元軍人として、数々の徽章きしょうがその胸元を堂々と飾っているのも目を引いた。

　いわゆる美しいという言葉が、彼に当てはまるのかどうかはわからない。

　見る者に畏怖を抱かせるほどの男らしさだ。

　金髪は一般的に柔らかく女性的な雰囲気を醸し出すものなのに、彼の場合は逆だった。鈍く煌く金の流れが、獅し子しのたてがみを思わせる迫力を放っている。

「準備は整いましたかな？」

　司祭が落ち着いた声で新郎新婦に問う。

「ああ。はじめてくれ」

　キャメロンは即答した。まるで待ち切れないとでも言わんばかりに。

　もしくは……こんな茶番はさっさと終わらせたいと思っているのかもしれない。ジュリエットにはわからなかった。

　キャメロンのことはなにも知らないのだ。

「では、ここに神聖なる婚姻の儀式をはじめます。ジュリエット殿、デラルトン国教では、一度こうして婚姻の契りを交わせば、死がふたりを分かつまで別れることはできません。ご存知ですかな？　ご異存は？」

「存じています。昨日うかがいました。異存は……」

　と答えて、ジュリエットはあらためてキャメロンを見やった。

　彼の水色の瞳はあまりにも澄んでいて、真っ直ぐにジュリエットを見据えていて……ジュリエットに選択の余地などなかった。

「異存はありません。進めてください」

　続いて、祭司は参列者に向かって、この婚姻に異議を申し立てる者はいないかと問いかけた。おそらくこれがデラルトン流の儀式の流れなのだろう。

　幸い、異議を唱える者はいなかった。

　そして祭司が唱える婚姻の誓いを、まずキャメロンが、次にジュリエットが復唱する。これもサリヴァン王国とほとんど変わらなかった。

「キャメロン・ド・デラルーシ、汝なんじはジュリエット・ソニャーレを妻とし、生涯の愛と献身、誠実を誓いますか」

「誓います」

　キャメロンの声は真っ直ぐで、一切の迷いがなかった。

　彼の低い声色は大聖堂の厳粛な空間に美しく響く。声だけでこんなふうにひとの心を動かせる人間を、ジュリエットは他に知らない。

「ジュリエット、汝はキャメロン・ド・デラルーシを夫とし、生涯の愛と献身、誠実を誓いますか」

「誓います」

　最後にジュリエットが誓いを立てると、祭司は目に見えて安堵して、両手を広げた。

「これにて汝たちを夫婦と認めます。新郎、新婦に誓いの口づけを」

　──口づけ。

　ああ、これはジュリエットのはじめての口づけになる。ジュリエットはあらためて夫となった長身の新皇帝に向き合い、彼を見上げた。

　彼の唇を。

　真っ直ぐに引き結ばれた口元は意志の強さを感じさせる。が、ぽってりと肉感的な唇がそこに色香を加えている。

　この唇が……これからジュリエットの唇に触れる。

　そう考えただけで体の奥が熱くなった。

「ジュリエット」

　ささやくような声で名を呼ばれて、ジュリエットの鼓動が跳ねる。

「は、はい」

「さあ、早く済ませてしまおう」

「あ……」

　スッと滑らかな仕草で、被っていたベールを暴かれる。現れたジュリエットの頬に、キャメロンの手が添えられた。ゆっくりと彼の顔が迫ってくる。

　ジュリエットは本能的に首を傾けて、彼からの接吻せっぷんを受け入れた──つまり嫌ではなかったのだ。それどころかジュリエットの体の芯はポッと熱く火照った。

　ふっと触れるだけで終わるだろうと思った口吸は、気がつくとキャメロンの力強い腕に絡めとられて、息苦しいくらい深いものになっていった。

「ん……──っ」

　キャメロンの大きな手はジュリエットの右の頬を包んでいた。もう片方の腕が、ジュリエットの腰を抱いて、ぐっと彼の胸元に引き寄せる。

　背の高いキャメロンとこの姿勢で接吻を交わすためには、ジュリエットの足はわずかに宙に浮く必要があった。

　キャメロンの腕は驚くほど力強かった。

　これが皇太子の地位にあぐらをかいていた人間の力とは、とても思えないくらいに。

　空気を求めてうっすらと唇を開くと、そこを捕らえるようにキャメロンの舌が割り入ってくる。

　ジュリエットは驚いて硬直した。どう反応していいのかわからず、思わずキャメロンの舌を噛みそうになる。しかし、頬に添えられていた彼の親指が、それを防いだ。

　キャメロンの吐息がかかり、ジュリエットの唇をくすぐった。

　熱い。

　赤く熱した刻印を、唇を通じて体の芯に押されているような錯覚がした

　彼の舌がジュリエットの口内をくすぐるようになぞると、快感とも不快ともとれる、未知の痺しびれがぞわりと背筋に走る。

　切なく身をよじると、その動きもキャメロンの腕に封じられた。

「は……っ。あ……はぁ……」

　早く済ませてしまおうって、言ったのはキャメロンなのに……。
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　誓いの口づけはいつまでも続いて、祭司のたしなめるような咳せき払ばらいが聞こえ、居心地悪そうに視線を泳がせる参列者がでてきてもなお、終わることはなかった。

　もっと始末が悪いことに、ジュリエットも終わらせたいとは思えなかった。

　伏せていた瞼まぶたをうっすらと開くと、双そう眸ぼうを閉じたキャメロンの端正な顔が目の前にある。

　間近で見るキャメロンの面立ちの男らしさに、ジュリエットはあらためて見み惚とれた。

　気がつくと自ら唇を開いて、彼の舌の動きを受け入れている。

　どうして自分がこんなことをしてしまうのか、わからなかった。ただ軽く唇を触れ合うだけだと思っていた行為が、どんどん加速していく。

　熱い接吻に溺れ、これはいつ、どうやって終わるのだろうといぶかしく思いはじめたころ、キャメロンはやっと唇を離した。

「あ……」

　切ないつぶやきが漏れる。

　これは……。

　これは……なんだったんだろう……？

　長くて濃い睫毛まつげに縁取られた水色の瞳にじっと見下ろされながら、ジュリエットはなんとか呼吸を整えようとした。

　そんなジュリエットの耳元に、キャメロンは低い声でそっとささやく。

「すまない……。こんなつもりではなかったのだが……」

　ジュリエットはとろんとした目で、婚姻の誓いを交わしたばかりの男性を見つめた。

　声色こそ誠実さを感じさせたが、彼の瞳に謝罪の色はあまりなく、ともすればこのまま再び唇を奪ってきそうな熱が籠っている。

「……君は賢いだけではないんだな」

「え」

「なんでもない。これでわたしたちは夫婦だ。君はデラルトン帝国皇妃になった。この結婚は、我々がこれ以上戦争を続ける意思はないと世界に知らしめるための、契約でもある」

　ジュリエットの思考は急に現実に戻った。

　情熱的な口づけにいっとき我を忘れていたが、この結婚は契約に過ぎないのだ。少なくとも彼にとっては。

　これはデラルトン帝国の勝利宣言である。

　サリヴァン王国は敗戦後も独立を保つために人ひと身み御ご供くうを捧げたのであり、諸外国に向けては、これで長年の戦争が集結したのだと示すためのパフォーマンスでもあった。

　キャメロンは言外に伝えたいのだろうか──これは愛情に基づく結婚ではないと。彼に愛を期待するなと。

　あんな口づけのあとで。

「ええ……わきまえております。そのつもりで輿入れに参りました」

　そうするしかなくて、ジュリエットは気丈に答えた。

　キャメロンはうなずいたが、その水色の瞳がわずかに陰ったような気がしたのは……ジュリエットの勘違いだろうか。







　儀式こそ地味に執り行ったものの、まったくお披ひ露ろ目めしないわけにはいかないのが、皇族王族の冠婚葬祭である。

　その日の昼下がりまで、ジュリエットはキャメロンと共に来客を迎えた。

　多くはデラルトン帝国国内の貴族や有力者たちだったが、遠く外国から訪れる来賓も少なくなかった。

　ただ、花嫁の母国であるサリヴァン王国からは、この結婚を祝福する参列者の姿はない。

　当然といえば当然だが、例えばもし輿入れしたのがジュリエットではなく姉のうちのどちらかだったら、外聞を取り繕うためにひとりかふたりくらいは寄よ越こしたのではないか。

　そう思うと寂しさはあるものの、母国への郷愁は薄らぐ。

「サリヴァン王国にこのような美しい姫がいらっしゃったとは初耳だ。キャメロン、君はなかなか目が高い」

　キャメロンの伯父にあたる公爵にそう評されて、ジュリエットははにかみながら賛辞を受け入れた。

「ありがとうございます。デラルトン皇妃としてご期待に添えられるよう、努力いたします」

　婚姻の儀式までエスコートしてくれた騎士が言っていたように、ほとんどの者がジュリエットとキャメロンの結婚に対して好意的だった。

　勝者の余裕だろうか。

　それに、キャメロンがそう指示してくれたのだろう──キャメロン自身、ジュリエットに対して敬意を持って接してくれる。

　それでも中には敵意を隠せないでいる連中もいた。

　身分の高い独身令嬢の中には、明らかな嫉妬の視線を投げつけてくる者もいる。

　あらためて観察しても、キャメロンの美貌は浮世離れしていた。

　その身分もあり、彼の隣に妻として立ちたかったと思う令嬢はひとりやふたりではないのだろう。それを、よりによって元敵国からやってきた、あまり名の知られていない第三王女に持っていかれて……嫉妬するなという方がおかしい。

　やっと来賓の足が減ってきたころで、ジュリエットはすっかり疲れ切っていた。

　キャメロンはといえば、凛とした表情と堂々たる態度を一瞬たりとも崩すことなく、無尽蔵の胆力を示している。その体力は羨ましいくらいだった。

「疲れただろうか、ジュリエット。顔色が冴さえない」

　披露宴として開放されていた迎賓の間に人の流れた途切れたとき、キャメロンがジュリエットの顔を覗のぞき込んで眉間に皺を寄せた。

　思わずドキッと胸を高鳴らせてしまう。

「いいえ、大丈夫です……。慣れないことばかりで少し気疲れしてしまったのかもしれません。あまり社交の場に出たことがなかったので……」

　言ってしまってから、ジュリエットはしまったと思った。

　まだ初夜を迎えていない段階で、この結婚は失敗だったかもしれないとキャメロンに思われたくなかった。

　特に大きな失敗はしなかったはずだが、王族貴族同士の気の利いた会話にどこまでついていけていたかは自信がない。

　単純で、田舎者で、面おも白しろ味みのない女だと思われているかも……。

　しかしキャメロンは、うっすらと優しげな表情を浮かべるだけだった。

　微笑みと呼ぶには頼りないかもしれないが、来賓に向けていた新皇帝の顔とは明らかに違うリラックスした表情だ。ジュリエットは安堵するとともに、ときめきを感じた。

　すでに高鳴っていた鼓動が、さらに加速していく。

「君はよくやってくれた。想像していた通りだ。凛としてたおやかで、賢いがそれをひけらかさない……理想の妻だ」

「想像していた……？」

　ジュリエットが小さく首を傾かしげると、キャメロンはなにかに気づいたように唇を引き結んだ。

　ジュリエットの疑問にすぐ答えてくれると思って待っていたのに、キャメロンはなにも言わずに彼女を見つめるだけだった。

　キャメロンは再び、ジュリエットの体の奥に火を灯すような熱い瞳を向ける。

「それについては……今夜、君に説明しよう。わたしはもうしばらくここにいなければならないが、君はもう客室に戻ってくれていい。湯あみでもして休んでいなさい。寝室の用意ができたら迎えを寄越そう」

　── 今夜。

　ジュリエットは思わず頬を赤らめた。今夜とはつまり初夜だ。この結婚を完全なものとするため、床入りをする義務がある。

　──湯あみでもして……。寝室の用意ができたら……。

「わかりました……。では、こ、今夜……」

　ジュリエットは頭を下げ、壁際に控えていたサマンサを呼ぶと客室に戻りたい旨を伝えた。騎士がひとり護衛について、ジュリエットたちは迎賓の間を後にする。

　開け放された扉を潜るとき、背後に強い視線を感じてジュリエットは肩越しに振り返った。キャメロンがなにか言いたげな熱っぽい目つきで、じっとジュリエットを見つめていた。
















　　　第四章







　寝室の準備ができたら迎えを寄越そう、とキャメロンは約束した。

　その言葉通り、ジュリエットが湯あみを終え、サマンサとリサ──デラルトン側から与えられた新しい女中の名前だ──の手を借りて入念な初夜支度を済ませたころ、迎えの騎士が客間の扉を叩いた。

「このお部屋をお使いになるのはこれが最後です。陛下はジュリエット様に今夜から主寝室をお使いになるようにと仰せですから、お荷物はあとでお届けします」

　サマンサには、使用人が住む区画に小さい相部屋を与えるという。

　相部屋になる相手はリサだ。カード占いの習慣を訝いぶかしがられないだろうかと心配になるが、当のサマンサはまったく気にしていないようだった。

「とってもお綺き麗れいですよ、ジュリエット様。あなたのお付きとして、これほど誇らしく嬉しかった日はありません。さあ、背筋をしゃんと伸ばして」

　サマンサは感極まった表情を浮かべ、これから初夜の床に向かうジュリエットの手を握った。

「え、ええ……。粗相のないように頑張るわ」

「粗相どころか、きっとキャメロン様はあなたに夢中になりますよ。まともな男ならみんなそうなります。そのくらいお綺麗です」

　サマンサは左遷でジュリエットの塔に回されてからというもの、ずっと姉代わりのような存在でいてくれた。歳の差は十歳ほどで、あけすけな性格と奇妙なカード占いでいつもジュリエットを励ましてくれていた。

　離れ離れになるわけではないが、いままでずっと狭い塔でふたり暮らしだったから、少し寂しく感じてしまう。

　その気持ちはサマンサも同じだったようだ。

　眼鏡の奥の瞳にうっすらと涙が浮かんでいる。

「それで……あなたのカードはなんと言っているの？」

　普段、ジュリエットからカード占いについて聞くことはあまりしない。ジュリエットがわざわざ聞かなくても、この侍女はいつだって先回りの忠告をくれるからだ。

　そもそもジュリエットは完全にカード占いを信じ切っているわけではなく、参考程度に聞き流しているのが常だった。でも今はサマンサの助言が欲しかった。

　思い出せば、クリストファーの手紙を最初に見つけた日も、サマンサのカード占いはそれを言い当てた。

『探し物が見つかる日』。

　しかしサマンサは困ったような顔をして、小さなため息をついた。

「お伝えしようかどうか迷ったのですが……実は、あまりはっきりしないのです。最初は『誤解』と出ました。そんなはずはないと思ってもう一度試しても、また同じ。どうしても納得できなくて最後にもう一回だけ試すと、今度はまたいつものあれがでました」

「いつものあれ？」

「『大いなる勝利』です」

「誤解……」

「ああ、そんな顔をしないでください！　不安にさせるかと思って黙っていたんです。でも、ジュリエット様から聞いてくるなんて滅めつ多たにないですから」

　部屋の端に控えているリサと迎えにきた騎士が、不可解そうに首を傾げながら異邦人であるふたりのやり取りを見つめている。

「わたしが思うには……」

　サマンサは、そんな視線には我関せずを貫いた。ジュリエットは時々、自分などよりサマンサの方がずっと王女や王妃にふさわしい度胸を持っているのではないかと思ってしまう。

「もしかしたら今夜、おふたりの間でなんらかの誤解が生じるかもしれません。でもね、ジュリエット様、きっと最終的にはすべていい方向に進み出します。だから恐れないで。ご自分を信じてください。ご自分と、キャメロン様を」

　サマンサにぎゅっと両手を握られ、ジュリエットはなんとかこくりとうなずいた。







　これから一生を過ごすことになるかもしれないデラルトン皇帝の主寝室へ向かう中、ジュリエットの頭の中には『誤解』の文字と、そしてなぜか、いつかクリストファーと交わした言葉が踊っていた。




『こうして戦地を渡り歩き、市井の者の生活を肌に感じるにつけ、羨ましく思うことがひとつある。彼らの居住する家々は概して小さく狭く、夫婦は寝室を共にし、兄弟姉妹も同じ部屋で眠っていることだ。

　わたしの子供時代は、少なくとも金銭的には、もっと恵まれていたのだろう。

　しかし、わたしの両親は寝室を分けていたし、わたしはいつもひとりぼっちの子供部屋で夜を過ごした。

　もし将来、わたしが生涯の伴侶を見つけ時、彼らのように寝食を共にしたいと思う。もちろん楽しいことばかりではないだろう。例えば口論をしたあとには、互いの尻を蹴飛ばしたくなるような夜もあるはずだ。

　それでも床を共にし、隣にありながらも互いの温ぬくもりに飢えて、どうやって謝罪をしようか気を揉もんで夜を明かす……。

　それが愛し合うということではないだろうか』




　それはクリストファーが珍しく粗野な言葉 ──尻を蹴飛ばす── を使った手紙で、ジュリエットは夜中にも関わらず何度も読み返して、毛布の中でくすくす笑ったものだ。

　そして、ジュリエットもまったく同じ思いでいると、返事を書いた。

（おかしなことね）

　ジュリエットは甘酸っぱい思いでキャメロンの寝室……いや、ふたりの寝室への道を進んだ。

（小さな婚姻の儀式。夫婦で共にする寝室……。どちらもクリストファーに共感したことだわ）

　それらがどういうわけか、キャメロンを通じて叶う形になっている。

　もしかしたらデラルトンの男性というのは、概して同じ考え方をするのだろうか？　だからこんな偶然が重なるの？

　疑問を抱えたまま、ジュリエットは進んだ。

「こちらです。陛下はすでに中であなたをお待ちです」

　石畳の回廊の最奥にある重厚な鋳鉄扉の前で、騎士はジュリエットに告げた。

　扉の両横には壁に組み込まれた洋灯ランプが、夕暮れ時の薄闇に光を投げかけている。その横に護衛が立って左右を固めていた。

　ジュリエットがうなずくと、護衛は扉を叩いた。

　すぐにキャメロンの「入れ」という深みのある声が向こう側から響いて、騎士は両開きの扉を開いた。

　目の前に広がる豪奢ごうしゃな空間に、ジュリエットは息を呑んだ。

　金きん箔ぱくをふんだんに用いた調度が至る所に置かれた室内には、複雑な模様を織り込んだ東洋の絨毯じゅうたんが敷かれ、壁にはいくつもの年代物の絵画が飾られている。巨大な暖炉には白い大理石のマントルピースがしつらえられていて、見事な装飾が彫られていた。

　しかし、ジュリエットの感嘆を誘ったのは、金箔や大理石ではない。

　入って正面にある大きな窓と、そこから見える夕暮れの景色のあまりの美しさ……。

　そして、その手前に鎮座する四柱式の広々とした寝台の前に立ったキャメロンが、あまりにも神々しくて……あまりにも真摯にジュリエットを見つめていたから。

「ご苦労だった。今晩はもう下がっていていい」

　キャメロンはジュリエットを見つめたまま、騎士に命令を下す。

「はっ、御意。扉の前にはいつも通りふたりおります。おやすみなさいませ」

　騎士は答え、頭を下げた。

　ジュリエットは目のやり場に困り、寝室を出ていく騎士をぼんやりと見送る。ぱたんと扉が閉じられると、広々とした空間にひんやりとした沈黙が落ちた。

　ジュリエットはキャメロンに視線を戻す。

　彼はやはり、じっとジュリエットを見据えたままだった。瞬きさえほとんどしない。

「あ……あの……あらためて、ジュリエットにございます。不束者ふつつかものですがよろしくお願いいたします、陛下」

　不安を隠すために胸の前でぎゅっと両手を握って、ジュリエットは頭を下げた。

　夫婦関係とはこんなにぎこちなくはじまるものなのだろうか？　それともわたしたちだけ？

　わたしだけ？

「顔を上げてくれ、ジュリエット」

　声だ、とジュリエットは思った。キャメロンの声。

　信じられないほど深くて、低くて、少しかすれているのによく響く声。男性そのものの声質と、皇帝にふさわしい威厳に満ちた口調。

　いくら王女とはいえ、森の奥の塔にひっそりと暮らしていた不遇の身のジュリエットが、すんなりと親しめる種類の響きではない。キャメロンがなにか言葉を発するたびにジュリエットの心臓は跳ねて、息苦しくなるくらいの血流が胸をざわつかせる。

「はい……」

　ジュリエットはそろそろと顔を上げ、キャメロンの反応をうかがった。

　キャメロンは両腕を胸の前で組んで、寝台の四つ端に立つ支柱のひとつに背を預けていた。その姿には大人の男の色香が溢れている。

　緊張の面持ちでたたずむジュリエットに、キャメロンは小さなため息をついて見せた。

「ひとつ──君がわたしのことを陛下と呼ぶ必要はない。キャメロンにしてくれ。少なくともこの寝室では」

　ジュリエットは瞳をしばたたいて、え、と声を漏らした。

「ふたつ──確かにこれは政略結婚で、両国の平和のために必要な契約だった。しかしわたしは、これから我々がはじめる行為を無理やりなものにはしたくない」

　気のせいかもしれないが、近寄りがたいほどに厳格だったキャメロンの表情が、ふっと寂しく陰った。まるでジュリエットの反応に落胆しているようだった。

　なにを期待されていたのだろう？

「陛……キャメロン様。もし……もし、わたしが不本意にここに立っていると思われているなら、それは誤解でございます。妻として、キャメロン様に身も心も捧げる覚悟です。ましてや無理やりなど……滅相もございません」

「そうだろうか？　君は震えている」

「それは、その……」

　だって、はじめての夜だから。

　あなたのことをなにも知らないから。

　この行為には少なくない痛みが伴うと聞いたことがあるから……。

　いくつかの説明が頭を横切ったが、緊張しすぎて上手く説明するのは難しかった。

「わたしは無知なので……失礼なことをしてしまわないかどうか、とても不安なのです」

　結局、ジュリエットはそう告げて、答えを求めるようにキャメロンを見つめた。

　キャメロンの美しさには、見るものを呑み込むような迫力がある。ただ体躯が優れているとか、輪郭が整っているとか、そういう種類の外見的な醜美を超えた、ひとをひざまずかせるような本物の風格。

　これからこの男性に触れられて、それ以上の親密な行為に及ぶのだと想像しただけで、ジュリエットは思わず固まってしまう。もしかしたらジュリエットのこの反応を、嫌がっているせいだと、キャメロンは勘違いしているのだろうか。

　誤解、というサマンサの言葉を思い出した。

　誤解……。

　このことかもしれない。

「キャメロン様こそ、こんなわたしでも……いいのですか？　デラルトン帝国の法律では離縁ができない上に、第二皇妃も持てないのでしょう？」

　キャメロンはわずかに片眉を上げて、まるで心外な質問を受けたと言わんばかりに首を傾げた。

「ああ。君が第二の夫を持てないのと同じようにね。君はそれでいいのだろうか？」

「もっ、もちろんです！」

「わたしの答えもそれと同じだ。もちろん、わたしは君を生涯の伴侶にと望んでいる」

「でも……」

　──どうして。

　ジュリエットの疑問は声になる前に舌の上で凍りついた。

　どうしてキャメロンはジュリエットを選んだのか。

　ジュリエットを渡さなければサリヴァン王国を植民地にすることも辞さないと脅しておいて、この床入りを無理やりにはしたくないと言う。

　不思議なひとだ。

「『でも……』？」

「わたしたち、まだお互いのことをなにも知りません。あなたは皇帝に即位なさるまで軍部にいらしたという以外、謎の多い方ですし、わたしも長い間……王宮では暮らしていませんでしたから、お会いしたこともないはずです」

「最初からすべてを知り尽くしている夫婦などいない。わたしはこの夜を、わたしたちの二度目のはじまりにできたらと思っている」

「二度目……？」

　夫の不可解な言葉をジュリエットが繰り返すと、彼は胸の前で組んでいた腕をゆっくり解いて、静かにこちらに歩いてきた。

「それについては、君を抱いてから……ゆっくり説明させてほしい」

　大聖堂のステンドグラスの下では水色に見えた瞳が、夕闇に落ちた仄ほの暗ぐらい空と燭台の光だけの寝室では、濃い青のように見えた。

　キャメロンはジュリエットの前に立つと、そっと片手を伸ばして妻の髪に触れた。

　ジュリエットの茶色の髪は普段緩いウェーブを描いているが、湯あみの名残でわずかに湿っているため、いつもより真っ直ぐだった。後頭部を細いリボンで飾ってあったが、それ以外は自然に片方の肩に流している。

　俗に栗くり色いろとも表現される色彩で柔らかい髪質のジュリエットの髪は、光に透かすと蜂蜜のような甘やかな色になる。

「綺麗な色だ。なんとなく……想像していた通りだ」

　キャメロンが漏らすようにつぶやく。

　目の前にはキャメロンの高貴な金髪がある。ジュリエットは母親譲りの自分の髪色を誇っていたが、キャメロンのような浮世離れした容姿の美形から褒められると──たとえそれが体の一部に過ぎなくても──嬉しいだけでなく、恥入りたいような気持ちにもなる。

「ありがとうございます……キャメロン様、あの……」

「わたしの妻になってくれたことに感謝する、ジュリエット。この日を夢見ていた」

「……！」

　キャメロンはジュリエットの髪の流れをひと束掬うと、瞼を閉じて背を屈かがめ、騎士が忠誠を誓うような厳かな口づけを濡れ髪に落とした。

　ジュリエットは頬を染め、狼ろう狽ばいし、鳩尾みぞおちの辺りをキュッと締めつける謎の感覚に戸惑った。

　かなりの長身であるキャメロンに対し、ジュリエットの上背は平均の範疇はんちゅうを出ない。こうしてジュリエットに合わせるために、キャメロンはかなり深く背を屈める必要があった。でも彼の動きは滑らかで無駄がない。

　完璧なひとだ。

　なにもかもが、文句のつけようのない完全なひと。

「わたし……」

　ジュリエットの声は震えて、上手く続きを紡げなかった。

　キャメロンの唇が微笑みに似た曲線を描くのを感じる。

「君がわたしに同じ言葉を返してくれる必要はないよ。わたしはただ……この日を待った。この夜を。この結婚を。これから君を抱くことを……許してくれるだろうか」

　その声の響きの色香に、頭が痺れる。膝が溶けて立っていられなくなるような男らしい低い声が、ジュリエットの鼓膜を揺らす。

　許すも許さないもない。

　ジュリエットにこの結婚から逃げる気はなかったし、キャメロンのことは素敵なひとだと思っている。素敵すぎるくらいだと。

　無理やり奪われても文句は言えない立場のジュリエットに、こんな甘美な言葉をささやいてくれるキャメロンには、感謝したいくらいだった。

「はい……」

　静かに答えると、キャメロンは優しく触れていただけのジュリエットの髪をぐっと引き寄せた。よろけそうになるジュリエットの肢体を、新皇帝の腕がきつく抱きとめる。

　彼も湯あみを済ませたのだろう。清潔な石せつ鹸けんの香りと、それでも消しきれない男らしい肌の匂いが鼻び腔こうをくすぐった。飾り気のないシンプルな白いシャツだけの上半身に頬が押しつけられて、その胸板のたくましさに息を呑んだ。

「口づけと、愛あい撫ぶと……どちらを先にしようか」

　背筋がぞくりと震える。

　ジュリエットの答えを待たずに、キャメロンは彼女を掬すくい上あげて横抱きにした。慌てて夫の首に両手を回そうとしたが、それさえも終わらないうちに寝台の上に運ばれる。

　口づけと、愛撫……？

　口づけはわかる。

　でも、愛撫とはどんなものだろう……？

　どんな気持ちになるのだろう。ジュリエットはどうやってそれを受け入れるべきなのだろう。キャメロンはどれくらいそれを必要としているのだろう。

　早くに母を亡くし、義母は協力的でなく、サマンサはカード占いはできても男女の営みに関する知識は浅く……ジュリエットにこうした知恵を授けてくれる年上の女性はいなかった。

　これからはじまる夫婦の契りは未知なことばかりで、すべてをキャメロンに任せなければならない。

　シーツの上に座らされたジュリエットに、キャメロンが覆おおいかぶさってきて、背中がぽすんと寝台に当たった。

「その、愛撫というのは……い……痛いのですか？」

　震える声でジュリエットが問うと、キャメロンは動きを止めた。

「いや……。確かにそういう種類の前戯を好む男女もいるだろう。しかしわたしは、君に痛みを与えたいとは思わない」

「で、では……」

　はじめての行為に痛みが伴うというのは嘘だったのだろうか？　少なくともキャメロンは、痛みを与えずにその行為を済ませてくれると言う。

　ジュリエットの心は決まった。

「先に、愛撫をしてください。口づけは……後にしましょう？」

　キャメロンの美しい双眼が見開かれる。

　しばらくじっといつもの熱っぽい目線でジュリエットを見下ろしたあと、小さく頭を振る。

「君にはたくさんのことを教えなくてはならないようだ」

「え……。あっ」

　羽織っていた上着をするりと肩から脱がされ、レースに縁取られたシュミーズ風の寝間着があらわになる。ジュリエットは抵抗できなかった。

　抵抗する理由もなかった。

　ただ鼓動が急く。息が上がる。肌が熱くなる。

　それでも、痛みを与えたいとは思わないというキャメロンの言葉が、ジュリエットに安心と勇気を与えた。

　まだ名前と、幾ばくかの経歴を知っているだけの相手と、こんな風に肌を重ねる。それは本当に勇気のいることだったが、キャメロンの率直さにジュリエットは安堵を感じた。

　じっとりとした熱い視線とは裏腹に、キャメロンは優しくジュリエットの頬を撫なでた。

「まずは……愛撫とはどんなものなのか、君に教えなくてはならないようだ……。時間をかけて、ゆっくりと……最初から、最後まで」

　キャメロンの呼吸が荒くなっていく。

「はい。わたし、きっとすぐに覚えます。だから大丈夫で──」

　ジュリエットの声は途中で切れた。キャメロンの右手がジュリエットの背中に回され、ぐっと彼女の胸を前に突き出す。そして彼の左手がジュリエットの胸をひとつ鷲わし掴づかみにした。

「なに……を…………ぁっ」

　信じられない気持ちでキャメロンの動きを見つめるジュリエットの乳房が、彼の大きな手によってグニグニと揉まれる。

　最初は、なにが起きたのかわからなかった。

　でも次第に、その不可解で卑ひ猥わいな行為から、言い知れない痺れが全身にじわじわと広がっていく。

「これ、は……っ、あ、これ……が……？　ふ……ぁっ」

「愛撫というものは……」

「きゃうっ！」

　キャメロンの人差し指の腹が乳房の頂点にある突起部分を押した。途端に、鋭い刺激がジュリエットを貫く。

　どうしていいのかわからなくて、ジュリエットは息を荒げながらキャメロンにすがった。

「や……。おかしい……です、こんな」

「愛を、撫でると表現する。こうして、女性の体にはいくつか、とても敏感に愛を感じる部分がある……。わたしは夫として、君のそういった部分をじっくりと撫で……触れて……称たたえる……義務がある」

　キャメロンの手は執しつ拗ようにジュリエットの胸の頂いただきをなぶった。その度に手足がビクビクと痙けい攣れんし、これまで一度も経験したことのない種類のもどかしいうずきに支配される。

「んぁ……、ふっ」

「教えてくれ。君は今……どう感じている？」

「それ、は──」

　はぁ、はぁと、水から出された魚のように喘あえぎながら、この新しい感覚をどう説明するべきかわからずに、戸惑う。考えようとすればするほど思考があやふやになり、頭の中にぼんやりと霧が掛かってくる。

　キャメロンの指の動きに呼応してどんどん固くしこっていく胸の蕾つぼみからは、さらに……さらにと、畳み掛けるような快感が送られてきて、ジュリエットを襲ってくる。

「熱い、です……。か、らだの……奥が……熱くなって……はぅっ」

　びくん！

　耐え切れなくなって、肢体が痙攣した。
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　キャメロンになぶられている蕾は、すでにぷっくりと膨れて、薄い布地を押し上げている。

　それは確かに甘やかで、心地の快いものだった。

　でも、どうやって受け止めていいのかわからない。この快感の先には、ジュリエットのまだ知らない強烈ななにかが待っている。それを感じる。

　熱しすぎた鉄に触れたら火傷やけどをしてしまうのと同じように、キャメロンの指先に、焼かれてしまうのではないかと思うほどの強い刺激を与えられる。

「ん……ぁあっ！」

　キャメロンの指が、蕾をぴんと弾はじいた。痛みと快楽のない混ぜになった強烈な痺れに背がのけぞる。キャメロンはぷるんと震えたその頂を、素早く口に含んだ。

　──く……口？

　ジュリエットが戸惑ったのは一瞬だった。すぐに彼の舌がいままで指で苛いじめていた頂を優しく舐めはじめて、その行為の意味を知る。与えられる快感は指技以上だった。

「あ、あ……あ……ぅ……」

　どんなに抑えようとしても、声が漏れてしまう。

　ジュリエットはおかしいのだろうか。雌猫のようにあられもない嬌声きょうせいを上げて、はしたなく腰をよじってしまうなんて……。

　キャメロンの舌は執拗だった。

　彼の唾液でしっとりと濡れた胸の先端は、舌の動きから受ける刺激と、生温かい吐息に翻弄されて、ジュリエットをどこか怖くなるくらいの高みまで持ち上げていく。

　これが……。

　これが、愛撫という行為なの……？

　疑問が声に出てしまったのだろうか。ほんの少しだけ舌を離したキャメロンは、乳房に向けて話しかけるような体勢で、そっとささやく。

「そうだ。これは妻に対する夫の義務であると同時に……」

　その低い声の振動にさえ、ジュリエットの体はふるりと反応した。

「んっ」

「権利であり、そしてなによりも、喜びだ。君は感じてくれているだろうか？　可か愛わいいジュリエット……我が、妻よ」

「感じる……？　これ、が……そうなのです、か？」

「そう思いたいね。しかし、これはまだ氷山の一角だ……はじまりにすぎない。わたしはこれから君を味わい尽くす。その先にはもっと深い……さらに激しい快感が待っているはずだ」

「あ……」

　ジュリエットはすでに呼吸の仕方がわからなくなるほど乱されている。それなのに、これがまだほんの一部分にすぎないだなんて……すべてが終わった時、ジュリエットはまだ正気でいられるだろうか？

　キャメロンは顔を上げた。すっかり頬の上気した、トロンとした瞳のジュリエットを見つめて、薄い笑みを浮かべる。

「……続きをしてもいいだろうか？」

　ジュリエットは覚悟にキュッと下唇を噛む。そしてコクリと小さくうなずいた。

「では、遠慮なく。それから……声を我慢する必要はないよ。君の声は可愛い……もっと鳴いてくれ。城中に、わたしが君を抱いていると知らしめてやれるくらいに」

　すでに赤らんでいた頬が、さらに赤くなる。

　大きなキャメロンが姿勢を変えると、寝台はぎしりと乾いた音を立てた。

　キャメロンはシーツの上で膝立ちになると、ジュリエットも同じように起き上がらせ、妻の両肩を掴んだ。長くて男らしい指先がシュミーズの肩かた紐ひもの下を潜り、そのままするりと二の腕まで引き落とす。

　はらりと儚く、ジュリエットの胸の膨らみがあらわになった。

　キャメロンがごくりと唾を呑み下し、喉仏を上下させるのがわかった。

　そして、彼の水色の瞳……。

　まるでジュリエットが大きなグラスになみなみと注がれた水で、彼はその水を飲まないと枯れ死んでしまうとでも言いたげな、飢えた視線だった。

　ジュリエットもいつしか、彼になら飲み込まれても構わないと思いはじめていた。

「ください……。続きを」

　ジュリエットがささやくと、キャメロンは目を光らせた。それはひとが野獣に変わる瞬間のようで、キャメロンの中でなにかが──おそらく理性の綱と呼ばれるものが──プツリと切れた合図だった。

　でも、もう逃げ場なんてない。

　キャメロンは襲いかかるようにジュリエットを押し倒し、彼女の背をシーツの波に沈めた。そして妻の首筋に噛みつくような口づけをすると、そのまま唇を下に滑らせていく。両手で乳房を掴み、激しく揉みしだきはじめた。

「きゃううぅ……！　ひっ！」

　ジュリエットは細身で華奢きゃしゃだが、胸はふっくらと柔らかく大きい。キャメロンの大きな手に力強く揉もみ込まれ、淫らに形を変えた。

　じっくり両手で乳房をまさぐる間、キャメロンは舌でくすぐるようにジュリエットのおへその窪くぼみを舐なめた。

　下腹部がじんわりと熱くなる。

「こ……こん、な……。ふぅ……、うぅ……んっ」

　なにかにすがっていないと気が変になってしまいそうで、シーツをギュッと掴んだ。

　じわじわと瀬戸際に追い詰められるような感覚……。この先になにがあるのかわからず、ジュリエットは期待と恐怖の両方に翻弄されながらもがいた。

「ん──！　あぁっ！」

　キャメロンの人差し指が、爪を使ってコリっと蕾を掻かくように刺激する。ジュリエットは悲鳴に似た嬌声を漏らし、溢れる唾液を飲み込み切れずに唇から垂らした。

「愛撫とは……」

　やっと聞き取れるくらいのかすれた声で、キャメロンは説明を続けた。

「ふたりの人間が体を繋げる前に……お互いが、相手の体に溶け合いやすいように……ほぐし合うことだと、わたしは理解している」

「ふ……、うっ、ふぅ……」

　ジュリエットの声はすすり泣きに近づいてきた。

　悲しいわけじゃない。

　痛いわけでもない。

　でも涙が溢れて止まらない。口内にも唾がすぐに溜たまっていくうえに、太ふと腿ももの間の深いところから、生なま温ぬるくてはしたないなにかが垂れてくるのを感じる……。

　切なくて、もどかしくて、本当に体が溶けてしまいそうだった。

「とてもいい……可愛い反応だ。だが、今からこれでは……君を壊してしまう……」

　限界に達しそうになったところで、キャメロンは乳房を弄る手を緩めた。

「ん、ぁ、わた、し……キャメロン、様……」

　愛撫がやんで楽になったはずなのに、ジュリエットは急に体の大切な器官を失ったかのような喪失感に襲われる。はぁ、はぁと荒い息を繰り返しながら、キャメロンの次の動きを待った。

　──どうしてやめてしまうの？

「次はこっちだ。服を脱がすよ」

「え……？」

　こっち？　どこ？

　ジュリエットが大きく両眼を見開いているうちに、キャメロンの手が腰までずり落ちていた妻の寝巻きをはぎ取った。ジュリエットは完全な裸体にさせられて、キャメロンの前に捧げられていた。

　キャメロンはまた膝立ちになり、自らのシャツを頭から脱ぎはじめた。

「どうして……服を脱ぐ必要が……あるんですか？」

　キャメロンはぴたりと動きを止めて、無防備な姿のジュリエットを見下ろした。

「なんてことだ。君はそんなことも知らないのか……？」

　心臓が鳩尾あたりまで落ちていくような落胆を感じた。キャメロンはジュリエットを無知で教養のない女だと思っている……？

「ご、ごめんなさい」

　ジュリエットは隠れたくなるのを堪えながらささやいた。

　シャツを床に投げ捨てると、キャメロンは両手をジュリエットの顔の横について覆いかぶさってくる。

「謝らないでくれ。君がなにも知らないことを批判したわけじゃない。わたしは……自分の幸運に驚いただけだ」

「幸運？　あなたの？」

「そうだ」

　ジュリエットに男女の交わり方の知識がないことが、どうしてキャメロンの幸運になるのだろう？

　あらわになったキャメロンの上半身は、見る者の呼吸を奪うほどのたくましさだった。

　神々しいほどに厚い胸の筋肉、そして引き締まった腹部……無駄な部分はひとつもなく、それでいてジュリエットの体とはまったく違う。

　いくつか剣を受けたような傷跡が走っていたが、それさえも彼の美しさに影を差すことはできなかった。

　高鳴る鼓動を持て余しながら、夫となった男性の雄々しい肉体を見つめる。それから、彼の水色の瞳を。唯一の妻として、この男性と生涯を共にするのだと思うと、胸がいっぱいになった。

　キャメロンは素晴らしいひとだ。

　過ぎるくらいに、ジュリエットを大切に扱ってくれている。

　でもなにかが引っ掛かった。

　小さな婚姻の儀式。

　ふたりで共用する寝室。

　まるで武人のようなキャメロンの肉体。

　キャメロンとの交わりがあまりにも素晴らしくて、しっかり頭が動かない。でも記憶の中のなにかとキャメロンの言動がひどく一致するのだけは、ぼんやりと感じられた。

「まだ誰にも触れられたことのない……駆け引きさえ知らない……純粋な君を愛せることを、幸せに思うよ」

「キャメロン……様、ふ……ぅ、ぁっ」

　ジュリエットの顔を見つめたまま、キャメロンは片手をするりと妻の太腿の間に滑り込ませた。

　夫の指先がいつもは排はい泄せつと生理現象のためだけにあるはずの場所に触れる。

　ジュリエットはびくりと震え、驚愕きょうがくした。

「だ……だめです……そんな、ところを……」

　言うが否や、キャメロンの人差し指がスッとジュリエットの恥部を縦にこすった。激しい寒気のような、未知の刺激が頭のてっぺんから足の爪先までを貫く。

　妻の反応を確認しながら、キャメロンはさらにそこをこすり続けた。

　ジュリエットだって、体のこの部分がどんな作りをしているのかはなんとなく知っている。月のものが排泄される部分から、とろとろした粘液が滴っているのも感じる。キャメロンの指はじゅくじゅくと音を立てながら、その秘境を探っている。

「ん……っ、んぁ……ぅ」

　水音がかすかに劣情を誘う。

　まだ弱々しい……でも次第に大きくなっていく欲望の中で、ジュリエットは我を失っていった。

　二枚の襞ひだに守られた小さな宝珠にキャメロンが触れたとき、ジュリエットはあまりの衝撃に短く悲鳴を上げた。それを聞いたキャメロンが動きを止めてくれると思ったのに、逆だった。

「ここだな、君が特に……感じるのは」

　敏感な陰核を、執拗に弄いじられる。

　いつのまにか、そこはぷっくりと膨れはじめ、さらに強い官能をジュリエットの全身に伝えはじめた。気が変になってしまいそうだった。なにかがじわじわと近づいてくる。

　キャメロンは片手でジュリエットの乳首をひとつ、そしてもう片方の手で秘部の蕾を、したたかに虐いじめ続けている。

　体が溶けてしまいそうで、どこからが自分でどこからがシーツなのかわからなくなっていくくらい、ジュリエットは身み悶もだえした。

「はぅ……うっ、こん……な……」

「逃げる必要はない……。達してしまえば楽になるよ、ジュリエット。約束する。ほら」

　キャメロンの愛撫が、優しい触れ方から、残酷なほど強いものに変わる。ギュッと乳首をひねるのと同時に襞の間の蕾を爪で強く引っ掻かかれて、ジュリエットは悶もん絶ぜつした。

　達するとはどういう意味だろう。

　達してしまったら、どうなるのだろう。

「んぁ……ふ──」

　さらに責め立てられ、何度も似た動きで胸と花弁を刺激されると、ジュリエットは震えを止められなくなった。うっすらと浮かぶ涙に滲にじむ視界には、荒い息をしたキャメロンが真剣な表情で彼女の体の反応を確かめているのが映る。

　その情景は艶麗だった。

　キャメロンはまるでジュリエットの肉体が美しい楽器であるかのように、あちこちを丁寧に触れて、撫で、弾いた。ジュリエットが声を上げると、そこをさらに丹念に刺激する。ジュリエットはさらに声を上げる。

　キャメロンが愛撫と呼んだこの行為は、すでに戻れないところまで来ていた。

　どこか高いところへ押し上げられる。

　高くて、遠くて、一度そこへ行ってしまったら、きっと帰ってこられない場所。なにも知らなかった無む垢くなジュリエットには戻れない……そんな予感がする場所へ。

　でも止まることはできなかった。キャメロンはそれを許してくれない。

「あぁ！　ん……っ、だ……だめ……ぇっ！」

　それは猛烈な勢いでやってきて、またたく間にジュリエットを攫さらっていった。

　ジュリエットの無垢な体では受け止めきれないくらいの快感が高波になって押し寄せ、すべてを呑み込み、押し流していく。

　ジュリエットは背を弓形に反らしてビクビクと痙攣した。

　唇からは唾液が、そして秘部からは愛液が垂れてシーツを濡らしている。

「あ……ぅ……」

　信じられない。信じられなかった。

　こんな感覚が存在するなんて知らなかった。こんな、体の奥で光が弾けるような……全身を焼き尽くされるような……それでいて甘美な快楽があるなんて……。

　生まれてはじめての絶頂にシーツの上で震えているジュリエットの裸体を、キャメロンがそっと抱きしめる。

「素晴らしい反応だ。なんて感じやすい……可愛い体をしているんだ、君は」

　夫の低い声と熱い吐息が耳元をくすぐる。

「わたし……」

「興奮しすぎて、いくらか乱暴にしてしまったかもしれない。すまなかった。少し休んで。ゆっくり息をするんだ」

　難しいことを言われたわけではないのに、ジュリエットの頭はぼうっとして、真っ直ぐにものを考えられなくなっていた。

　優しく背中をさすられて、ほんの少しだけ落ち着いてくる。

　それでも、自分がどこにいるのかさえはっきり思い出せない状態だった。今、自分の年齢を聞かれても、きちんと答えられる自信がない。

　そのくらい激しい快感だった。

「ほら……。そう、いい子だ。きちんと息をして」

　キャメロンは優しくジュリエットの髪を撫でながら、そう指導した。ジュリエットはなんとかそれに従った。

　次第に震えは治まってきて、呼吸も落ち着いてくる。

　キャメロンの人差し指の裏側が、ジュリエットの頬にそっと触れた。同じ接触でも、さっきまでとはまったく違う触れ方だった。

　それがとても心地よく、ジュリエットはそっと微笑んだ。

　キャメロンの動きが止まる。

「わたし……。これで……よかったんですか？」

　自分でもやっと聞こえるくらいの小さな声で、ジュリエットはそう質問した。

「完璧だった。ジュリエット、素晴らしかった」

　キャメロンはわずかに震える声で答えた。それでも、彼のはっきりした物言いは寝台の上でも健在で、彼がそう言うのなら本当にそうなのだろうと思える信頼感があった。

　とりあえずジュリエットの床入りは成功したらしい。これが夫婦の交わりというものなら、まだ少し恥ずかしくはあるけれど、喜びを持って受け入れることができる。

「素敵でした……。まったく痛くありませんでしたから……優しくしてくださって、ありがとうございます。わたしたち、これで夫婦になったんですね」

　ジュリエットのささやきに、半裸のデラルトン新皇帝は再び動きをぴたりと止めた。

「いや、ジュリエット……礼を言われるのは、まだ」

「え？」

「……まだ早い。わたしたちは前戯と呼ばれる、本当の交わりの前の……そうだな、儀式のようなものをしたに過ぎない。本番はまだこれからだ」

「え、えぇ……？」

　もし今、鏡を覗くことができたら、自分の顔が林りん檎ごの皮のように真っ赤になっているのを確認できたことだろう。

　誤解、というサマンサの言葉が再び脳裏に浮かんだ。

　まさかこれのこと！

「も……うしわけ、ありません。わたし、てっきり……」

　これ以上親密な行為が存在するなんて信じられなかった。ジュリエットは両手で顔を覆って乳房に肘を当てがって覆ったが、隠せるものは少ない。

　手で顔を隠したまま、嫌々をするように首を横に振る。

　キャメロンはしばらくジュリエットをそのままにしておいてくれたが、やがて、手首を掴まれて動きを止められた。

「もういい加減、その可愛い顔を見せてくれ。恥じることはなにもない」

　ジュリエットはそろそろと手を顔から離し、つぶっていた目を恐る恐る開いた。

　キャメロンが至近距離で彼女を見下ろしている。呆れた顔をされるかと思ったのに、キャメロンの瞳に浮かんでいるのは優しさだった。

「よく聞いてくれ、ジュリエット。わたしはこれから君を抱く。わたしの……とても原始的な器官が、君の中を貫くことになる。それはおそらく痛みを伴うものになるが……最初だけだ。はじめての時だけ」

　ここでキャメロンは一息置いた。

　なにをどうジュリエットに伝えるべきか、思慮深く言葉を探してくれているようだった。

　それは間違いなくキャメロンの優しさで、戦勝国の皇帝であるこのひとが、ジュリエットに示す必要などない思いやりだ。無理やり抱かれて、お前など平和のためのお飾りにすぎないと冷遇されても文句は言えない立場なのだから。

　それでも彼は気遣ってくれる。

「……これから先、わたしたちは何十年にも渡って愛を交わし合うだろう……その度に、この貫通の痛みにはそれだけの価値があったと、思えるはずだ。少なくともそうなるよう、努力をしよう」

　貫通の痛み。

　なんとも生々しくて、正直で、それでいてすとんと腑ふに落ちる言葉だった。

「その痛みを感じるのは……わたしだけですか？　それとも、あなたも？」

　蚊の鳴くような声でジュリエットが尋ねると、キャメロンはふっと表情を緩めた。

「心配してくれるんだな」

「もちろんです……」

「ありがたい。ただ、答えは……否だ。男はこの行為に痛みを感じない」

「そうなんですか。よかった」

　ジュリエットは安堵に微笑んだ。

　ふたりが体を重ねることで彼に苦痛を感じさせてしまうのは忍びない。どうしてもどちらかが痛い思いをしなくてはならないのなら、それがジュリエットである方が安心できる。はじめての時だけだというし……そのくらいは我慢できそうだった。

　しかし、ジュリエットが理解を示したというのに、キャメロンはほんの少し苦しげに眉間に皺を寄せた。

「君はいつかわたしの心を粉々にするだろう……。感じるよ」

　彼の口から漏れた言葉にジュリエットは首を傾げた。

「どうしてそんなことを言うのですか？」

「君は今、わたしの心臓をその小さな手に収めたからだ。それを愛するのも、握り潰すのも、すべて君次第になった」

「だったら安心してください。握り潰したりするつもりはありません……」

　キャメロンの水色の瞳が、もっとなにかを問いたげにジュリエットを見つめる。

　もっとなにかを……伝えたげに。

　寝台の先にある大きな窓から臨む景色は、すでに闇に沈みはじめている。天候は穏やかで静かな夜になりそうだった。

　でも、ジュリエットの心はざわついた。

　その不安を鎮めたくて、そっと懇願する。

「続きを……してください。教えてほしいの。どうやって結ばれるのか……」

「そうさせてもらうよ」

　短くそう宣言して、キャメロンはぐっと下半身を押しつけてきた。

　なにかひどく固くて熱いものがおへその下にめり込むように当たって、ジュリエットは息を呑む。

「これが……」

「そうだ。これが、これから君の中に入る。君の入り口は……先ほどほぐした場所の、すぐ近くにある。すでに一度達したあとだから、いくらか楽にはなっているはずだ」

　布越しでも感じるキャメロンのものの質量に、ジュリエットは慄おののいた。

　でも同時に、夫のこれが大きくて力強いのは……喜ばしいことであると、本能がささやいている。

　理屈ではない。ジュリエットの知らなかった体の奥の女の部分が、期待に打ち震えた。キャメロンがすでに前戯を通じて、この行為の喜びを教えてくれていたのも、助けになっているのかもしれない。

　すぐに貫かれるかと思ったのに、キャメロンはまず片手でジュリエットのお腹なかの素肌を撫で、それからゆっくりと下がっていった。

「ふ……っ、また……そこ、を……」

　絶頂に導かれたばかりの陰核はまだひくついて膨れていて、また刺激されたら気が変になってしまいそうだった。

　しかしキャメロンは、花弁をくすぐるようにスッとなぞるだけだった。

　切なくて、もどかしくて、かえって身震いする。

　もっと強く触れてほしかったと悶もだえている自分に気がつき、ジュリエットは己を恥じた。そんな時、ジュリエットの無知さを嘲あざ笑わらうかのように、キャメロンの指がずぶりと蜜壺に侵入した。

「ん──あ……あぁ！」

　思わず背をのけ反る。柔らかな毛に隠れた恥部の秘道に、キャメロンの指 ──おそらく中指──が入っているのがわかった。

　体の中……それも他人から隠すべき場所にある性器に、今朝婚礼の儀式を挙げたばかりの男性の指が……。

　羞恥と戸惑いに、きつく目を閉じながら首を左右に振る。思わずすすり泣きと、嫌、という声が漏れた。

　はじめて異物を受け入れるジュリエットの柔肉は、キャメロンの指に吸いつくようにして抵抗する。しかもそこは、ねっとりとした粘液に濡れていて、ぐちゅりと水音を立てた。

　嫌々ともがくジュリエットを押さえるように、キャメロンの裸の上半身が被かぶさってくる。

　動きを封じられ、蜜壺を満たす指が前後に抽送する動きをはじめ、ジュリエットはあられもなく鳴いた。

「あっ、あぅ……！　こ……こんな……」

　これが……。

　頭が真っ白になった。この行為をどう受け入れるべきなのかわからない。秘所や胸の外側をいじられるところまでは、恥ずかしくても応じることができた。

　でもこんな……体の中に指を入れられて……。

「う……ふぁ……」

　最初は戸惑いでしかなかったものが、彼が指を動かすたびに、小さな快感を生み出していく。じわじわとした官能はもどかしい……でも、確実にジュリエットを蝕むしばんでいく。

　胸の蕾や、花弁の間の真珠を玩弄された時とは違う、もっと生々しくてもっと野性的な侵略だった。抵抗しようとしても無駄で、誰に教わったわけでもないのに勝手に腰が浮いてしまう。

「逃げないでくれ。わたしを……受け入れてほしい」

「あ……ぅっ」

　ジュリエットのお腹の奥がキュッと切なく締まった。

　キャメロンのような男性に乞い願われて、女の本能がうずかないはずがない。

　不慣れな感覚を受け入れようともがいていると、キャメロンの指の腹が柔肉のある部分を引っ掻くようにこすった。

「あ……あぁ！」

　叫びが漏れ、ジュリエットの肢体はビクつく。

「ここだな……よく覚えておこう」

「ど、どういう……意味……ぅ……っ、あ……っ！」

　ジュリエットが特に敏感に反応したその箇所を、キャメロンの指が出し入れする動きで何度も何度も執拗に突いた。ジュリエットはどんどん高みに上らされていく。すでに雌芯で絶頂を迎えていた体は、この二度目の快感にたやすく呑み込まれていった。

　その悦楽は怖いくらいで、ジュリエットはきつく唇を噛んで溢れそうになる涙を我慢した。

　こんな風に翻弄されて……自分が自分でなくなっていくようで怖い。

　次々に押し寄せるあまりにも激しい快楽の波に溺れて、自分を見失っていく。

　キャメロンは蜜壺を責めながらも、そんなジュリエットの頬や額、そして首筋に唇を滑らせて、優しくささやいた。

「怖がらなくていい……。そして、怖いと思っていることを、隠す必要もない。話してくれ。伝えてくれ。君の望む通りにするから」

　肌に吹きかかる吐息が熱い。キャメロンの言葉は誠実で、真っ直ぐで、ジュリエットの心をいとも簡単に溶かしていく。

　なぜかジュリエットの瞳から涙がひと粒こぼれた。

「痛いかい？」

　キャメロンの男らしくて低い声がさらに思いやりの言葉を紡ぐ。下腹部から広がっていく官能の波に頭がくらくらする。キャメロンに気遣ってもらえるのが、たまらなく嬉しい。

「い……いいえ……。痛くは……ないです。でも、ほんとうに……そ、そんなことを……言っても……いいの……ですか？」

　なんとかそう答えると、キャメロンはうなずいた。

「もちろんだ。少なくともわたしたち夫婦の間では、君の気持ちを隠す必要はない……それが愛し合うということではないだろうか？」

「あ……」

　キャメロンの言葉をどこかで聞いたことがあるような気がした。でも目の前の彼に夢中になりすぎていて、どこで聞いたのかまでは思い出せない。

　キャメロンの指がすっとジュリエットの蜜壺から引き抜かれると、その喪失感にジュリエットは震える。

　水色の瞳は万華鏡に似ていた。穏やかな時、それは世界で一番清らかで優しい色に見える。でも、淫情を湛たたえている時……それは最も淫らで、激しい色になる。

「わたしはこれから君を奪う。君は永遠にわたしのものになる」

　キャメロンは静かに告げた。同時に、キャメロンの長身がジュリエットに覆いかぶさる。

　腹部と腹部が隙間なく重なった。

　固く反そり立った熱い杭くいのようなものが、ジュリエットのおへその下に刺さるように押し当てられる。ジュリエットは息を呑んだ。

「確かにこれは政略結婚としてはじまった。しかしわたしは、誰にも君を渡すつもりはない。わかっているな？」

　夫の不穏なくらい真剣な声に、ジュリエットは恐れながらもうなずく。

「わかって……います。あなただけです、ずっと……」

　強こわ張ばっていたキャメロンの口元が、少しだけ緩んだ気がした。

　これから起こることを恐れて、ジュリエットは目を閉じた。

　キャメロンはそれを許さなかった。

　突然、首筋に噛みつくような接吻を受け、ジュリエットはすぐに瞼を開く。あっ、と声を上げるのを遮るように、キャメロンの手がジュリエットの乳房を両方とも捕らえた。

「──！」

　いままでよりもずっと激しい動きだった。

　形が変わるくらい強く胸を揉まれ、固くなったふたつの蕾を交互に吸われる。

「あぅっ、あ、ん……ま……待って、くださ……」

「待てない……」

　ジュリエットはすぐに息も絶え絶えにあえいだが、キャメロンの呼吸も同じくらい荒いものになっていた。

　食いしばった歯の間から押し出すような、かすれた声がキャメロンの唇から漏れる。

「どうやら、わたしは……ジュリエット……君を壊してしまいそうだ……。しかし、誰もわたしを……止められない……」

　いつもはっきりと明瞭に喋しやべっていたキャメロンが、こんなふうに訥とつ々とつとつぶやくのをはじめて聞いた。

　たっぷり胸を味わい尽くし、ジュリエットをぎりぎりまで翻弄してから体を離したキャメロンは、なにかに急かされるような動きでまだ穿はいていたズボンと肌着を引き下ろした。

　恥ずかしさに目を反らそうとするジュリエットを、キャメロンの声が止める。

「こちらを見るんだ。これが、今から君の中に入るものだ。これが君の純潔を奪う……」

　キャメロンはジュリエットの頬を両手ですくい、正面を向くように仕向けた。

　キャメロンの堂々とした裸体から目を離すことはできなかった。

　引き締まった腹部から続く、優れた骨格の腰……そして太腿の間から顔を覗かせる血管の浮き上がった力強い雄芯が、ジュリエットを求めてそそり立っていた。

　丸みを帯びた先端の小さな穴からは、滑りを帯びた透明な液体が漏れて光っている。

「あ……っ！　き……キャメロン……さま……っ」

　キャメロンは有無を言わせない力でジュリエットの両足をぱっくりと開いた。

　誰にも見せたことのない秘部があらわになる。

　そこはすでに彼の指に施された愛撫に溶かされ、濡れそぼっていた。だらしなく蜜を垂らし、襞はひくひくとひくつきながら次なる快感を待っている。

　はしたない女だ、わたし……。

　まだなにも知らないくせに、キャメロンから求められることに喜びを感じている。

「んん……っ、ふ……ぁ」

　キャメロンはするりと妻の花弁と女の入り口を舐めた。舌の先で敏感な部分をねぶられ、ジュリエットは小さく震える。

　しかし、そんな甘い官能は長く続かなかった。

　キャメロンは自らの竿さおに手を当てがうと、ジュリエットの蜜壺に固く膨張した彼自身を押し込んだ。メリッと体を引き裂かれるような鈍痛が走る。

「あうぅ……い……っ、痛……ぁ……あ……──」

　頭が真っ白になった。

　雄に支配される雌の本能が、ここで抵抗しても無駄だと告げる。キャメロンの男性自身はジュリエットの中を突き進み、深く奥まで貫いていく。

　説明は必要なかった。

　ジュリエットはキャメロンに抱かれている。

　彼のものに純潔を奪われ、処女を散らす。

　そこに慰めや甘い言葉はなく、キャメロンは歯を食いしばりながらひたすらに最奥を目指した。

「ひぅっ！」

　一瞬だけ、夫の侵入が止まったかと思うと、そのまま力づくで穿うがたれる。ジュリエットの大切ななにかが弾けたのを感じた。同時に、キャメロンの肉棒が完全にジュリエットの中に収まる。

「あ……こ……これ、が……」

「そうだ」

　最後まで言い切らないうちに、キャメロンが答える。

「そうだ……。これで君はわたしのものになった……。君は永遠にわたしから逃げられない。そしてわたしは、永遠に君から離れられない……」

　痛みはそう簡単には引かなかった。でも、夫を受け入れた蜜壺は、彼の形を覚えようとするように収縮する。

　嗅いだことのない塩っぽい匂いが充満していた。

　これが汗なのか、それとも互いの性器から溢れている滑りのせいなのか、わからない。おそらく後者だろうと、麻ま痺ひする頭でぼんやりと考えた。

「んぁ……う……」

　キャメロンの肉棒の最先端が、ジュリエットの最奥を突く。

　やっと彼の質量に慣れてきたと思った頃になって、キャメロンはゆっくりと腰を動かしはじめた。

　穿たれるという原始の支配行為に、ジュリエットの体が揺すぶられる。たわわな胸はその躍動に上下して揺れ、あられもない声が漏れ続ける。

「なんて……きついんだ、君の中は……」

　ジュリエットは自分の指を噛んで涙を耐えた。

「それ、は……いい……こと、ですか……？」

　きついとはどういう意味だろう。それはいいことなのだろうか？　ひとによって、その具合は異なるのだろうか？　キャメロンは他の女性と経験があるのだろうか？

　ジュリエットはなにも知らない。

「くそ、ジュリエット……」

　必死の形相でジュリエットの中を奪うキャメロンは、幸せそうとは言い難かった。まるで苦痛に耐えているような表情で、ジュリエットは罪悪感に息苦しくなった。

「わ……わたしが……きつい……せいで、痛い……の、ですか……？」

　自らの痛みさえ忘れて、ジュリエットはそう問う。

　キャメロンは歯を食いしばったまま、さらに顔を強張らせて、首を横に振った。

　抽送が激しくなっていく。

　もはやジュリエットの体は壊れたからくり人形だった。元敵国の皇帝の男の剣に貫かれ、揺さぶられ、シーツの上でどうしようもなく悶える糸の切れた人形。

「うぁ……ひ……ぅ……あぁ……ン」

　蜜壺からはいつしか愛蜜がたっぷりと滴り、キャメロンが腰を動かすたびに水音を立てる。

　痛みは消えなかった。

　でもその先に、最初に感じた激痛とはまったく種類の違う甘いうずきが、下腹部を中心に体中に広がっていく。

　遠くにある星が欲しくて手を伸ばすような気持ちで、ジュリエットは腰を浮かせた。

「すまない……。これ以上は……ぐ……ぁあっ！」

　キャメロンが声を荒らげるのを、ジュリエットははじめて聞いた。

　最後に野獣めいた動きで激しくジュリエットを穿つと、キャメロンはさらに声を上げて背を反らした。彼の肌は汗に濡れて、顔は興奮に火照っている。おそらくそれはジュリエットも同じだ。








[image: ]













　キャメロンの肉棒の先端から、大量の熱い飛沫しぶきが放たれたのを感じた。

　ジュリエットの蜜道の奥は彼の放ったものにたっぷりと満たされ、不器用に、でも貪欲に、それを呑のみ込こもうとしている。

　それでも、受け入れ切れなかった白濁がとろりと接合部分から漏れて、妖艶な香りを漂わせた。

「こんな……。畜生……ジュリエット……」

　ぜえぜえという苦しげな喘ぜん鳴めいと共に、キャメロンはぐったりとジュリエットに覆おおい被かぶさった。

　夫となった男性の体のたくましさを、ジュリエットはあらためて思い知ることになった。

　彼に覆い被されるとジュリエットの体は完全にシーツに沈んで見えなくなる。肩幅も、胸板の厚さも、腰も、太腿さえ、ジュリエットの倍近くありそうだった。加えてその長身……。

　なにもかもがはじめての連続で、ジュリエットはキャメロンの力強い体の下で、小さく身を縮ませて震えた。

「ごめんなさい……」

　男女の契りのなんたるかを知らず、本来なら男性は痛くないはずの行為に、苦痛を感じさせてしまったらしい。

　なんという失態……。

　最後の破は瓜かこそ痛みを伴ったとはいえ、キャメロンはジュリエットに素晴らしい絶頂を二度も与えてくれた。それなのに彼は苦しげに呻うめいて力を失っている。

　なんて出来損ないの妻だろう。

「ごめんなさい、キャメロン様……。わ、わたし……どうしたら……」

「謝らないでくれ、ジュリエット……。君はなにも悪いことはしていない。今のは……素晴らしかった。君の中は最高だった。ありきたりな言葉しか言えないわたしを許してくれ」

　キャメロンの低い声が耳元にささやかれて、ジュリエットは顔を上げた。

　夫の体という檻おりに囲まれながら動ける範囲は少なかったが、澄んだ水色の瞳とすぐ視線がかち合った。

「でも、わたしは……その、きつかったのでしょう？」

　ジュリエットの悔恨の懺ざん悔げに、キャメロンはなんとも言えない間の抜けた顔をした。

「そうだな」

　と、短い肯定の返事。

　もし動けたら、ジュリエットはシーツの上にひれ伏して謝罪したい気持ちになった。

　きつい女。

　言葉の響きからして悪妻そのものである。

「ごめんなさい……。次はそうならないよう、努力しますから……どうか」

　許してください、と蚊の鳴くような声でささやく。

　ジュリエットは泣き出したい気持ちだったのに、彼女を見下ろすキャメロンはゆっくりと笑みを深めた。なにかがおかしい気がしてジュリエットが唇の先を尖とがらせると、キャメロンの微笑はいよいよ笑い声を伴った勢いのいいものに変わった。

「は……ははは！　ジュリエット、君は……ああ、違う。笑うつもりではなかった。ただ……、くそ、ははっ」

「な……っ」

　キャメロンはわずかに上半身を起こして、笑いによる肺の動きでジュリエットが押し潰されないように斜め横にどいた。大きな彼が体勢を変えたせいで、華奢なジュリエットの体は寝台の弾みに飛び跳ねそうになる。

　そんなジュリエットの二の腕をキャメロンの片手がぎゅっと掴んで、動かないように守った。

　金の髪の美しくて大きい獣にきつく囲われ、守られるその甘いときめき……。

　でも、彼は笑っている！

　ジュリエットの必死の謝罪を！　まるで取るに足りない虫ケラみたいに！

　悔しくて、ジュリエットの瞳にはみるみる涙が溜まっていった。自分がどんな顔をしているかわからない。できるだけ平静を保とうとしたが、自尊心を傷つけられた今、それに成功しているとは思いがたかった。

　ありていに言って、笑っているキャメロンは信じがたいほど魅力的だった。

　たくましい筋肉に覆われた優れた骨格の王者そのものの体に、日に焼けた肌。そして彫刻の手本にするために存在するかのような整った男らしい顔つきが甘く崩れて、空気を揺らすような低い声で笑う……。

　もちろん、わずかに波打つ優雅な金髪も忘れてはならない。

　床入りする前は綺麗に撫でつけられていた髪は魅惑的に乱れていて、それもまた……笑われているのが自分の失態でなければ、きっとうっとり見つめてしまうところだ。でもキャメロンはジュリエットを笑っている。

　情けなくて、恥ずかしくて、ジュリエットは首だけそっぽを向いた。二の腕を掴まれているので、体の向きを変えられなかったからだ。

　するとキャメロンは、やっと、ジュリエットの異変に気がついたらしかった。

　笑うのをぴたりと止めて、上半身を乗り出してジュリエットの顔を覗き込む。

「すまない。違うんだ、君を笑ったわけじゃない」

「い……いいんです。放っておいてください」

「そういうわけにはいかない。ジュリエット、お願いだ。こちらを見てくれ」

　──お願いだ。

　キャメロンのようなひとに、こんな風に懇願されて拒否し続けられるほどジュリエットは頑固ではなかった。

　そろりと夫の顔をうかがう。

　彼は本当に申し訳なさそうに表情を固くしていた。

「信じられないかもしれないが……普段のわたしは笑ったりしない人間なんだ」

「そうですか。久しぶりの笑いの対象になれて、光栄です」

　油断したら絆ほだされてしまいそうで、ジュリエットはわずかな皮肉を込めて返した。

　どれだけ意地を張っても、互いに裸のままで、ジュリエットに隠せるものは少ない。体も。

　心も。

　キャメロンの表情がふと陰った。

「『久しぶり』などではないよ。わたしは本当に自分の感情を表に出さない……出せない、人間なんだ。声を上げて笑ったのは何年ぶりか、もう思い出すこともできない」

「え……」

「特に戦争がはじまってから、わたしの心は死んでいた。そんな時──」

　と、説明をはじめようとしたキャメロンは、ジュリエットの瞳を見つめながら急に言葉を切った。

　精せい悍かんな容貌が、切なく、苦しげに歪ゆがめられる。

　当然だ……ジュリエットはその敵国の王女だったのだから。和平を固めるための婚姻とはいえ、ジュリエットの存在が戦時の苦難を思い起こさせても不思議ではない。

「なんでもない」

　キャメロンはそう告げ、一度はじめようとした話に蓋をした。

「とにかく、君の反応があまりにも可愛らしくて、心の底からそれを喜ばしいと思ったんだ。だから笑ってしまった。胸に支えていた氷が溶かされたような感覚だった。君を嘲笑したんじゃない」

　続けて説明するキャメロンの顔に、もう苦く悶もんの影はない。

　ただ、どこか切なさを湛えたままの微笑で、穏やかにジュリエットに諭そうとする。

「君の中は最高だった。きついというのは、決して悪いことじゃない。素晴らしいことだ。男にとってこれほど喜ばしいことはない」

「でも……あなたは苦しそうでした……」

「男が達する時というのは、そういうものなんだよ。己のすべてを愛いとしい女性の中に解き放つ瞬間だ。へらへらと笑いながらできる種類のものではないんだ……おそらく」

　わかるような、わからないような……。とりあえずジュリエットはうなずいた。

「では、喜んでいただけたのですね？」

　ジュリエットの問いに、キャメロンはうなずいた。

　とりあえずそれに安堵して、強張らせていた肩の力を抜く。同時にキャメロンもリラックスして、ジュリエットの髪に指を通した。

「ああ、もちろんだ。君には想像もできないくらいに。そして……君も喜んでくれていたならと思う。痛い思いをさせてすまなかった」

　キャメロンの誠意はあらゆるところに現れていた。優しい指づかい。ゆっくりとした口調。憂いの浮かぶ瞳。

　今はそれだけでよかった。

　キャメロンはそっと腰を引き、ジュリエットの様子をじっと観察していた。

　夫の視線の先を辿たどり……その時はじめて、ジュリエットは自分の太腿の間が血に濡れていることに気がついた。愛蜜や白濁に混じり、肌を伝わってシーツを汚している。

　ジュリエットは小さな悲鳴を上げそうになった。

「驚かなくていい。これは普通のことなんだよ」

「え……ええ……。出血が伴う可能性があるというのは……聞いたことがあります……。これが？」

「そうだ。動かないで。清めてあげよう」

「はい」

　ジュリエットは当然、キャメロンが使用人を呼ぶのだろうと思ってさらりと彼の提案を受け入れた。おそらくサマンサかリサのような、訓練された侍女が現れるのだろうと。

　恥ずかしくはあったが、曲がりなりにも一国の王女として生まれた身である。侍女に身の回りの世話をさせることには、感謝はあっても抵抗はなかった。

　が──。

「キ、キャメロン様……なななにを……っ」

　寝台を離れたキャメロンは、壁際に用意されていた洗顔用の大きな陶器のボウルと水差しを器用に扱い、体を清めるための布を水に浸し、絞った。

　デラルトン皇帝の動きは淀よどみなく、こうした行為を習慣としている者のそれだった。

　とりあえず彼が、着衣から歯磨きまで、すべて従者にさせている種類の男ではないことはわかった。

　わかったけれど、実際にキャメロンが絞った布を手に寝台に戻ってくるに至って、ジュリエットは卒倒しそうになった。

「お願いします、陛下。どうかお手を汚さないで」

　そうささやくのが精一杯だった。

　ジュリエットは片手で胸元を、もう片方の手で秘部を隠して寝台に乗るキャメロンを見上げた。

「……もし、わたしが王城でのうのうと育ったプライドの高い甘やかされた皇子だったと思っているなら、その誤解は正してもらわなければならない」

　ジュリエットの心を読んだように、キャメロンがそう告げた。

　ぎしっと寝台が軋きしむ。

　キャメロンは腰を布で隠すというようなこともせず、完全な裸体だった。それを恥じる様子もない。確かに彼くらい完全な肉体を持っていれば、隠そうという気もあまり起きないのかもしれない。

　でもジュリエットは恥ずかしい。

　目のやり場に困ってしまう……。

　ふたりはゆっくりと距離を縮めた。肉食獣と、逃避を諦めて悲しみの目で捕食者を見つめる獲物のように。

「そんな顔をしないでくれ。君を貪ったばかりなのに、わたしはまた」

　彼のような大柄の男性には不釣り合いなくらい繊細な動きで、キャメロンはジュリエットの太腿を濡らす破瓜の血を拭いた。

　水が冷たくて、ひんやりとした布の感触にふるりと肌が震える。

「また……？」

「また君を求めてしまう。しかし、今夜これ以上は酷だろう。はじめてだからな」

　それはつまり、今夜はここまでだが、これからはひと晩に何度もこの行為を繰り返すつもりだということで。

　ジュリエットはその想像に赤面した。

「さあ、綺麗になった。君の肌は白いから、血の跡は痛々しくてたまらないな」

　キャメロンは清め終わったジュリエットの右の太腿を高く持ち上げると、白くて柔らかい肌に唇を滑らせた。

「んぁ……」

「君のことを大切にしたい。ずっと……そう思っていた。ずっと夢見ていた」

　夢……？

　── ずっと？

　キャメロンの低い声が心地良くて、太腿の内側を伝う彼の唇が優しくて、ジュリエットは夢見心地のまま夫の動きを見つめた。

　どうしてキャメロンはそんなことを言うのだろう。

　過去に、ふたりは会ったことがない。キャメロンは謎の多いひとだし、ジュリエットは長く半幽閉の身で表に出ることが少なかった。接点はひとつもない。

　その時、ジュリエットはあることを思い出した。

「あなたは、わたしを……抱く前に」

　あの時は緊張していて、よく聞いていなかった部分もある。でもこの言葉だけは印象的だった。

「仰おっしゃっていました。この夜をわたしたちの二度目のはじまりにできたらと思う、と。その意味を、わたしを抱いてからゆっくり説明してくれると」

　キャメロンの動きがぴたりと止まる。

　あられもない格好で絡み合ったまま、ふたりは見つめ合った。

「今なら、説明してくださりますか？」

　キャメロンはジュリエットの瞳をじっと見つめたまま、しばらく動かなかった。

　再びジュリエットの太腿の内側に優しく唇を滑らせると、ゆっくりと彼女の脚をシーツの上に戻す。

「約束を破る男だと思われるのは不本意だが……」

　キャメロンはジュリエットの顎の下に片手を伸ばすと、くいっと上を向かせる。

「……この話はわたしにとってとても大切で、じっくり話し合いたいと思っている。長くなるし、見せたいものもある。しかし今……わたしにはその忍耐力がない。おそらく君も疲れているだろう。出血もあった後だ」

「ええ……でも」

「今はもう休んで、明日、落ち着いてゆっくり君に説明してあげるのはどうだろう？」

　そう提案するキャメロンはリラックスした雰囲気で、情事後の乱れた髪も相まって、さらに色気が増しているような気さえした。

　今すぐキャメロンの告白を聞きたいと思う自分と、彼の言う通り、今はもうとにかく休みたいと思う自分とがいる。

　しかし、睡眠欲は人間の三大欲求のひとつだという。

　ジュリエットはうなずいた。

「確かに……今日は疲れました。わたしの人生で一番忙しかった日だと思います」

「そうだろう。わたしにとってもとても思い出深い日になった。明日、すべて君に説明すると約束するよ。今夜はもう寝よう」

「わたしはこの寝台であなたと一緒に夜を明かしていいのですか？」

　たとえ夫婦でも密事が終わると寝台を別にする王族貴族は多い。

　キャメロンはすでにここがジュリエットと彼、ふたりの寝室だと宣言してくれていたが、念のための確認だった。

　しかしキャメロンはキッと眉を吊つり上げた。

「当然だ。君の荷物はすでに扉の前に運ばせている。他の場所で眠りたいと言っても、わたしは君を離さない。なにか異存でも？」

　キャメロンの顔があまりにも真剣で、まるで本当に新妻が逃げてしまうのではと懸念しているみたいだ。

　ジュリエットは思わずクスクスと笑ってしまう。

「いいえ、異存はありません。いびきをかいてあなたに嫌われたくないとは思いますが……」

「くだらない。もしわたしがいびきをかいたら、君はわたしを嫌いになるのかい？」

「まさか。ずっとサマンサが隣の部屋で寝ていましたが、彼女のいびきはすごいんですよ。あの音がなくなると、かえって眠りづらいかもしれません」

「じゃあ問題はなにもない。さあ、明日も早い。一緒に寝よう」

　キャメロンは立ち上がって寝台から下り、ジュリエットの血を清めた布を陶器のボウルに戻し、ひとつを残して他のすべての蠟燭を消して回った。

　そして暗くなった寝室で、ふたりはぴたりと裸体を寄せ合って眠りに落ちた。
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　すぐに来ると思った眠りはなかなかキャメロンの元に訪れなかった。

　はじめてジュリエットを抱いた興奮に、いまだ身体中の血が沸騰しているような状態が続いている。

　どれだけ控えめに言っても……至高の体験だった。

　おまけに、柔らかな白い肌を晒さらしたジュリエットが腕の中にいるとなればなおさら……キャメロンの屹きつ立りつはまた彼女の中に潜り込みたいと、石のような固さで欲望の解放を訴えている。

（そういうわけにはいかないな。あどけない寝顔だ）

　このままずっと、ジュリエットを腕に抱いたまま朝を迎えたいと思うものの……我慢を続けるのは難しかった。

　キャメロンはそっとジュリエットの額に口づけて、彼女を起こさないよう静かに寝台から下りた。

　下半身だけ下着を身につけ、寝室の扉に向かう。

　音を立てないようゆっくりと扉を開けると、廊下にいた護衛の騎士が慌てて背筋を伸ばした。

「もうお休みかと思いました、キャメロン陛下」

「夜だからといって警備を怠るな。もし疲れているなら交代を頼め」

　そしてキャメロンは、運んでおけと指示しておいたジュリエットの荷物の木箱が扉の前に置かれているのを確認して、満足げにうなずく。

「数刻前に届いたのですが、お取り込み中だったようですので、ここに置いたままで……」

「それで構わない。ご苦労だった」

「運びましょうか」

「いや、わたしが運ぶ」

　訓練された忠実な騎士とはいえ、裸体のジュリエットのいる寝室に他の男を入れる気はなかった。キャメロンは古い木箱をひょいと持ち上げて寝室内に運び込んだ。

　軽かった。

　一国の姫が嫁入りに持ってくる荷物がこの軽さとは、一体何事か。ジュリエットが母国で受けていた待遇を思うと胸が痛む。

　しかし同時に、これから先の未来は、キャメロンが彼女を幸せにしてやれるのだと……満足とも欲望ともつかない熱い希望が胸を満たした。

　木箱を暖炉の前まで運び、床に下ろす。

　静かに置いたはずなのに、古くなった木箱はその動作にギシリと軋み、錆さびのついた蝶番ちょうつがいがおかしな方向にひしゃげた。

「くそ」

　キャメロンはそう短く悪態をつくと、軽いだけでなく粗末で古い嫁入り道具の無事を確認した。

　ジュリエットのための衣服はこれからいくらでも与えてやりたいと思っている。ただ正確な寸法がわからなかったため、彼女のための着替えはまだない。

　明朝の着替えだけでもベッドサイドに用意しておいてやろうと考え、キャメロンは木箱を開けた。

　中に入っているのは、彼女がここに到着していた時に着ていた服と、もう一着、そして寝間着のみ。他にいくつか身嗜みだしなみのためのごくごく基本的なもの……例えば櫛くしとか、リボンとか、洗顔道具が散見されるくらいだった。

（冷遇された身であることは知っていたが……これほどまでとは）

　それでも、控え目ではあるが卑屈にはならないジュリエットがいじらしく、愛しかった。

　とりあえず明日のためだけに服を一着出しておいて、他はすべて木箱に戻した。

　その時……キャメロンの手元から一枚の紙切れがはらりと落ちた。

　なにかと思い、床に落ちたそれを拾う。

　これはジュリエットのプライベートな荷物だとはわかっていたが、理性より先に手が勝手に動いて、不自然なほどくしゃくしゃに丸められた紙を広げていく。

　そこに記されていた文字に、キャメロンは動きを止めた。




『クリストファーへ

　さようなら』




「なんだ……と……？」

　クリストファー？

　クリストファー……？

　キャメロンは自分の目が信じられなかった。『さようなら』と決別を告げるこの文字がジュリエットの筆であることを、キャメロンはひと目で判別することができた。

　柔らかくて丸みのあるこの筆跡を、見間違えるはずもない。

　この短い二節の手紙が、一体なにを意味するのか……わからないほどキャメロンは愚鈍ではない。しかもジュリエットはこの手紙を感情的に握りつぶし、隠すように嫁入り道具の中に隠した。

　それはつまり……。

　わたしはなんと愚かだったんだと、キャメロンは何度も何度も頭の中で繰り返しながら、ジュリエットの筆による短い手紙をじっと見つめた。

　背後には、娶ったばかりの新妻が裸体を横たえて眠っている。

　初夜を遂げた寝台の上で。

　一糸纏まとわず。

　魂さえ吹き飛ばすような、素晴らしい交わりの余韻を残したまま……ふたりの生液の匂いさえ漂う寝室の中で……。

　──クリストファーだと？

　キャメロンは自分の目が信じられなかった。ずっと恋焦がれていた女性を妻に迎えた喜びに、まともな判断力を失っていたのかもしれない。

　ジュリエットに想いびとがいたとは……考えてもみなかった。

　もしかしたら考えたくなかっただけなのかもしれない。ジュリエットはすでに二十一歳、恋のひとつやふたつ経験していても不思議ではない歳だ。

　しかし……信じたくなかった。

　キャメロンにとってジュリエットが唯一無二であったのと同じように、彼女が心を通わせたのもキャメロンだけだと、思っていたかった。

　だからその可能性を頭から否定して、なかば強引にジュリエットを妻にと望んだ。

　事情を説明し、正体を明かせば、喜んでもらえるだろうとさえ思っていた。

　ジュリエットに恋人の影はなかった。それについてはすでに調べさせていたし、彼女自身も言及したことはない。しかしどんな優秀な間諜かんちょうも、ひとの心までは探ることができないと……そういうことなのだろうか……。

　キャメロンは未いまだに怒りに震える指でなんとか紙を折りたたむと、ジュリエットの木箱の奥にそれを戻した。

　そして暗あん澹たんたる思いでジュリエットの眠る寝台の端に体を横たえた。




「ん……」

　深夜を過ぎて、ジュリエットはかすかな寝言をささやいた。

　ずっと眠れずにみじろぎしていたキャメロンは、この数時間、したくてもできなかったことをした。

　肩越しに、ジュリエットを振り返ったのだ。

　新妻はこちらを向いて眠っていた。キャメロンは彼女に背を向けていたのに、彼女はこちらを向いている。取るに足りないはずのそんな事実が、ほんの少しだけキャメロンの心を慰める。

「どうした……？」

　静かに問うてみても、答えはない。

　本当に眠っているようだった。当然といえば当然だろう。数ヶ月前まで敵だった隣国からたったひとりで重い使命を背負って輿入れし、キャメロンのような大男に無垢だった体をこじ開けられ、純潔を散らしたばかりの女性が、疲れていないはずがない。

　ましてや……その心に他の男を残したまま、元敵国の皇帝に抱かれたのだとしたら……どんな気持ちだっただろう。

　想像するだけで心が痛んだ。

　しかし同時に、自分がジュリエットのはじめてであったことに、卑怯ひきょうな満足を覚えた。少なくともクリストファーなるその男は、ジュリエットの処女を奪いはしなかったのだ。

（ジュリエット……）

　白いシーツに包まれた彼女の肌は抜けるように白く、暗闇でさえその柔らかさを感じることができた。この肌に触れる喜びを、キャメロンはすでに学んでしまった。

　彼女から離れることはできない。

　たとえ彼女の心に他の男がいたとしても……別れることなどできなかった。デラルトンの法律がそれを許さないだけではない。キャメロンの心が、魂が、ジュリエットを手放すことを固く拒んだ。

　この身を地獄の業火に焼き尽くされそうとも。

　世界のすべてを敵に回そうとも。

　やっと手に入れた彼だけの希望の花を、手折ることはできなかった。

　それだけは。どうしても。
















　　　第五章







『親愛なるＪへ

　この手紙が短くなることを許してほしい。

　戦況は緊迫している。わたしの国も、君の国も、すでになにをもって勝利とするのか忘れているような泥沼だ。

　ひとりでも多く敵を殺した方が勝つのか？

　一ミリでも多くの土地を奪った国が勝利を手にするのか？

　そんなことはない。本来の勝利は平和に他ならない。違うだろうか？　わたしはそれを求めて戦っている。わたしはすでに十九年近く、剣と共に生きてきたが、殺さつ戮りくを求めたことなど一度もない。

　前回の手紙で、荒ぶったわたしの心境を綴りすぎてしまってすまなかった。しかし君は、そんなわたしの心を癒いやすような優しい返事をくれた。

　感謝している。

　今のわたしに、平和より強く願うものがあるとすれば、それは君の幸せだけだ。どうか無事で。

　──Ｃより』




　　　　　＊　＊　＊




　デラルトン帝国皇帝の皇妃となってまだ三日と日は浅いが、ジュリエットはすでにいくつかのことを学ぶに至っていた。

　この国は、多くのサリヴァン人が思っているような野蛮な未開の地ではない。

　人々は直実で働き者ばかりだった。気取ったところがあまりなく、率直に意見を口にする者が多い。たしかにそこを荒っぽいと感じる向きはあるだろう。でも、裏を返せば、彼らは実に素朴であるということだ。

　季節は春だが、サリヴァン王国よりずっと北に位置するためか、まだ肌寒さの残る日が続く。

　山脈の多い地形であるせいだろうか、水の美味おいしいことといったら……！

　まだ城の外には一歩も出ていないが、ここに来るまでの旅路も美しかったから、きっとジュリエットの知らない絶景がいくつも広がっているはずだ。

　そして……

「おはようございます、ジュリエット様。今朝のお加減はいかがですか？」

　お揃いの白と黒の侍女の制服に身を包んだサマンサとリサが、一緒になって寝室に入ってくる。

　すでに三日、毎朝同じ時間に、同じ台詞せりふを言いながら、彼女たちはデラルトン皇帝夫妻の寝室を整えにやってくる。

　なぜなら……

「キャメロン様はもう執務に向かってしまっているんですか？　もうすでに三日ですよ。忙しいのはわかりますけど、朝くらいもう少し新妻といちゃついてもよさそうなものですけどねぇ」

「サマンサ、もう少し口を謹んで……」

「デラルトンの男というのはみんなこうなんですかね？　意外と淡白というか……もっと見境がないのかと思っていましたが」

　外国にやってきたからといって、眼鏡の侍女の毒舌が止やむことはなく。

　サマンサはこの毒舌が祟ってジュリエット付きに左遷されたくらいだから、特異である。しかし、おそらくデラルトン城の人間は、サリヴァンの使用人はみんなこんな調子なのかと呆れているはずだ。

　ちょうどサマンサが、キャメロンの行動を指して『デラルトンの男は』と主語を大きくするのと同じように。

　ジュリエットは寝巻き姿のまま寝台から下りて、侍女たちが洗顔のために用意してくれる水の張った陶器のボウルに向かう。

「でも、まぁ……まったく淡白ってわけでもないんですかね」

　背後から、シーツを整えはじめるサマンサの声が聞こえる。これもすでに三日続いたことだ。なんだかんだと言って優秀な侍女であるサマンサに隠せることは少ない。

　ジュリエットの洗顔と着替えを手伝おうと背後に控えているリサも、サマンサの指摘に、こっそりと笑んでいるのがわかる。

　そう……キャメロンは決して淡白ではない。

　少なくとも寝台の上では。

「そうですね。本日は……首元の隠れる服装にした方がよろしいかもしれませんね。本日も、と申すべきかもしれませんが」

　リサはサマンサと対照的に物静かだったが、言うべきことはさらりと言うサッパリとした性格だった。

「ほ、本当に……？」

　ジュリエットは思わず首筋に手を当てる。鏡を覗き込むと、確かにいくつもの赤い花が肌に浮かんでいた。

　──ああ、昨夜はこの辺りにはそれほど印をつけられなかったと思っていたのに……いつの間に？

　まさか眠っている間に……？

　恐ろしい可能性が浮かび上がってきて、ジュリエットは戸惑いに頬ほおを染めた。

「そのうち頭まですっぽり隠す衣装を作らなくてはならなくなるかもしれませんね、ジュリエット様！」

　冗談なのか本気なのか、サマンサがそんな声を上げながら染みのついたシーツをテキパキと交換していく。

　染み。そう、キャメロンとジュリエットの、夜の営みの動かぬ証拠。

「もうすでに三晩、ジュリエット様の肌に数えきれないくらいの所有印を残して、一緒に起きられないくらいに疲れさせておくのに……それでいて朝になるとジュリエット様を避けるみたいにいなくなるのですから……よくわからないひとですよ」

　その通りだった。口の悪さは別にしても、サマンサの言葉はジュリエットの心を代弁している。




　結婚の儀式から三日──

　初夜は完璧だったと思っていたのに、蓋を開けてみると、キャメロンは次の朝からジュリエットを避けだした。

　次の朝にジュリエットが目を覚ますと、キャメロンの姿はすでに寝室になかった。やがて朝の支度の手伝いにきたリサとサマンサに、キャメロンはすでに朝食を済ませて執務室にいると報告を受ける始末だ。それでも最初は、ジュリエットの疲れを考慮して、そっとしておいてくれているだけかと思っていた。

　しかしその日、ジュリエットは、深夜近くになるまで一度もキャメロンと顔を合わせることがなかった。食事の時でさえ、キャメロンは姿を現さない。

「普段はこの時間に城の者と一緒に大食堂で食事をなさるんですけど……どうしていらっしゃらないのかしら」

　と、リサは首を傾げた。

　ひとりぽつんと皇帝が座るべき椅子の隣に案内されたジュリエットは、寂しく食事を終えた。

　朝も昼も夜もそうだった。

　確かにキャメロンは多忙の身だ。それでもこの状態が三日続くと、避けられているのは火を見るより明らかになってくる。キャメロンはジュリエットに近づかないようにしているのだ。

　でも……

（夜のキャメロン様は……信じられないくらい情熱的なのに……）

　あれから三つを数える夜の間、キャメロンは激しくジュリエットを抱いた。

　日中は一切その姿を見せないくせに、深夜になるとふらりと寝室に帰ってくる。

　真夜中の寝室は薄暗かったが、キャメロンの瞳はいつも燃えるようにギラついていた。

　その熱量は、時にジュリエットを慄おののかせるくらいだった。

　キャメロンはジュリエットの肌を喰くらい、息を奪い、意識を遠のかせるくらいまで彼女を奪い尽くした。

　まるで屠ほふられるような激烈な抽送にうがたれ、ジュリエットの体は儚く揺れる。

　同時にキャメロンは、夢のような愛撫をたっぷりとジュリエットに施した。彼の大きな手に体中のありとあらゆる部分を刺激されて、ジュリエットは官能を教え込まれていく。

　なにも知らなかった体が、淫蕩の海に沈められていく。

　いつしかジュリエットは、夜が近づくと下腹部が切なくうずきはじめるくらいに、キャメロンと体を重ねることに溺れてきている。

　それがいいことなのか、悪いことなのかはわからない。

　ただ、キャメロンがしつこいくらいにジュリエットを求めるのは、夜だけだった。

　求める、求めないどころではない。顔を合わせるのさえ、ジュリエットが寝台に入り、まどろみはじめた頃だけなのだ。

　慣れない異国での生活にぐったり疲れて眠くなったころ、キャメロンは静かに寝室に戻ってくる。

　ジュリエットは新しい皇妃として、できるだけのことをしたいと思っている。サリヴァン王国とデラルトン帝国の和平を固める要となるべく、文化を学びたかった。時が来たら、なんらかの慈善活動をはじめたいとも模索している。

　昨晩、体を重ねる前にジュリエットがそれを伝えると、キャメロンは一応賛同の言葉をささやいてくれたものの、反応は薄かった。彼は結局、ジュリエットが気を失うまでそのまま彼女を抱きつくした。

　そして今朝も、ジュリエットが目を覚ます前に姿を消してしまっていた。

　きっと一日中、顔を合わせることもない。そしてまた夜になるとキャメロンは静かに……まるで憑かれたような陰った目をして寝室に入り、ジュリエットを抱くのだろう。

　この三日間、その繰り返しだった。

（これは政略結婚なのだから……当然といえば、当然かもしれないけれど……）

　求められているのが体だけなのかと思うと、ジュリエットの心は痛んだ。

　──そんな資格はないのに。

（だって、ただのお飾りになってもおかしくない立場なんだから……。でも初夜は素敵で……わたしたち、きっと上手くやっていけると思ったのに……思い上がりだったの？）

　ただ、キャメロンがジュリエットを抱く時、なにかの説明を求めるような切なげな視線を彼女に注ぐことが時々あって、その理由がわからなかった。







「……ですよ、ジュリエット様。聞いていますか？　今日は『祈りの日』なんです」

「え？」

　首元がレースで隠れる清せい楚そなデイドレスに着替え終わったジュリエットは、サマンサの呼びかけにハッと我に返った。

　ドレスの色は薄いクリーム色で、太陽の下に出ると純白に見えるかもしれないくらいに煌めいている。

　サマンサとリサがじっとジュリエットの反応を観察していた。

「お祈り？　今日は礼拝があるのかしら？　知らなかったわ。いつ頃に大聖堂に向かえばいいの？」

　侍女ふたり組が同時に顔を見合わせる。

　もしかしたら彼女たちは意外と気が合っているのかもしれない。

「違いますよ、ジュリエット様。確かに月に一度礼拝の日はありますが、それは今日ではありません」

　と、リサ。

「占いですよ、わたしのカードが告げたんです」

　とは、サマンサ。

　自信たっぷりに背筋を伸ばし、厚い眼鏡の奥の目を鋭く輝かせながら続けた。

「ジュリエット様は今日、祈りを捧げるべきなんです。じつは、おふたりが初夜からちょっとギクシャクなさっている気がするので、どうするべきかとカードに聞いたんです。答えは『祈り』でした」

　サマンサがあんまり真剣に語るので、ジュリエットは思わずクスクスと笑ってしまった。

「心配してくれるのは嬉しいわ。でも、祈ったくらいでどうにかなるなら、苦労はしないのよ」

「わたしの占いが外れたことはないでしょう」

「そうだけど。ねえ、確かにこの三日、わたしと陛下は夜以外顔を合わせないわ。でもキャメロン様はお忙しい方だし、これは政略結婚なのよ。そもそも陛下はわたしと仲良くしたいとさえ思っていらっしゃらないのかも──」

「まさか！」

　声を上げたのは意外にもリサだった。

　思ったよりも声が大きくなってしまったことを恥じるように口元に手を当ててから、バツが悪そうに視線を泳がせる。まるで周囲にジュリエットとサマンサ以外がいないかどうか確認しているような、怪しい仕草だった。

　異国から輿入れしてきた皇妃とその侍女に見つめられて、リサはゴホンと咳払いひとつする。

「キャメロン様は婚前から、ジュリエット様がデラルトンにいらっしゃるのを、それはそれは心待ちにしておいででした。この寝室を改装させたのはもちろん……」

　と言って、寝室のあちこちにある女性用の調度に目を走らせた。

　一本足の執筆台。大きな鏡のある化粧机。ドレスのための衣装箪笥いしょうだんす……。

　そういった、おそらく普通なら隣接する妻の部屋に置かれるべきものが、自然な配置でこの寝室に並んでいる。確かにこれが、お飾りのためだけの妻への待遇とは考え難かった。

　でもそれは、ジュリエットに会う前の話だ。

　実際にジュリエットがやってきて、期待いっぱいで抱いてみたものの、思ったよりもいい女ではなく……絶望したのかも。

　ジュリエットの声なき懸念を感じ取ったのか、リサは首を左右に振ってみせる。

「ジュリエット様。確かにデラルトンは一夫一妻ですが、皇帝ともなると妾めかけを持つこともございます」

　そんなことをさらりと言う。

　その意味するところの重みに、ジュリエットは下唇をきゅっと噛んだ。

「でもキャメロン様は、そういった誘いを片っ端から断っただけでなく、二度とそのような誘いをしないよう、物もの凄すごい形相で臣下にお怒りになったのだそうですよ。兄が陛下の近衛このえ兵へいのひとりとして仕えているので、色々耳にしますの。昨日のことですわ」

「そうなの？　でも……」

「それなのに、キャメロン様は新婚にもかかわらずもう三日も夜以外ジュリエット様に近づこうとしませんから……どうなっているのかしらね、とサマンサと話していたのです」

「そうなんですよ。それで久しぶりに占ってみたんです。その結果が『祈り』でした」

　息の合った侍女ふたりの掛け合いに、ジュリエットは喜びと、一抹の寂しさを感じた。

　ジュリエットに仕えるという共同の仕事を通して、元々敵対関係にあった国の者同士が、すでに心を通わせている。

　それなのにキャメロンとジュリエットはまだぎこちないままだ。

（祈り……か）

　ジュリエットは考えた。

　祈ることそのものに、現実を変える力があるかどうかはわからない。でも自分の願いを明確にすることで、これからどうするべきか指針を得ることができるかもしれない。きっと気分も落ち着くだろう。

　しかも今日のジュリエットのデイドレスは清楚で、白に近い色合いで、礼拝におあつらえむきだった。

「リサ、大聖堂は自由に出入りしてもいいのかしら？」

「ええ。特別な儀式や来賓などがない限りは、誰でも祈りを捧げに入ることが許されています」

「わたしも？」

「もちろんですわ。ジュリエット様がお使いになりたいなら、しばらく人払いすることも可能だと思います」

「そこまでしなくていいのよ。仕事があるわけでもないし、空いている時間を選ぶわ」

「でしたら、今がちょうどよいかもしれませんね。午後になるとかえって混みますの。騎士や使用人なども役目を終えて祈りにきたりしますから」

「そう……」

　そんなやりとりがあって、ジュリエットは午前中を大聖堂で過ごすことに決めた。

　ジュリエットは特に信心深くはなかったが、教会や聖堂の清らかな雰囲気はとても好きだった。国境の森では、最寄りの教会が催す行事や慈善活動には積極的に参加していたし、もしかしたらここでもなにか続けられるかもしれない。

　そのためには大聖堂に仕える司祭などと話し合う必要がある。

　やりがいのある仕事ができれば、心も落ち着くだろう。そうすれば長じて、キャメロンとの関係も改善するかもしれない。

　もしかしたらサマンサの占いが示すのはそういうことかもしれないと、ジュリエットは思うことにした。







　ジュリエットは厳粛な佇まいの建物を見上げた。デラルトン城の大聖堂に足を踏み入れるのはこれで二度目になる。

　一度目はもちろん、キャメロンとの婚姻の儀式のためだった。

　二度目の今日は、まだ三日しか経っていないというのに、その夫との関係の改善について祈りを捧げに来たのだから、滑稽かもしれない……。

　大聖堂は、城の居住区画とは少し離れた場所に、密やかに、しかし確かな威厳を持って建っていた。周囲には木々が茂り、垣根と花壇を有した庭園が広がっている。

　人々はここに安息を求めてやって来るのだろう……。

　ひと気は少なかった。庭師がひとり、剪定せんていバサミを手に垣根の背を揃えている以外は誰も見当たらない。

「少しひとりでゆっくりしたいから、付き添わなくても大丈夫よ。昼食の前に迎えに来てくれればいいわ」

　やんわりとそう告げて案内してくれたリサとサマンサと離れると、ひとりで大聖堂の大きな扉をくぐる。

　中はひんやりとしていた。

　ブルッと身を震わせ、自分の二の腕をさする。外と同じく中も無人で、ジュリエットは大聖堂の内装をゆっくりと眺めることができた。

　背の高い建物で、天井が円形になっているためとても広い空間のように感じる。でも面積自体はそれほどでもないかもしれない。あまり飾り立てない、控えめながらも優雅な装飾は魅力的だった。

　清らかな白亜の天使像が数体、円柱に乗って壁際に置かれ、こちらを見つめている。

　そして最奥、壁一面を飾るステンドグラスから降り注ぐ日の光……。

　美しかった。

　婚姻の儀式で祭司が祈祷書や聖杯などを置いていた祭壇はからっぽで、なにもない。

　ジュリエットは祭壇に近づき、そこでひざまずいた。

　──どうか。

　どうか、このデラルトン帝国にも、母国にも、平和が続きますように。

　どうか、キャメロンとの結婚生活が幸せなものになるよう……少なくとも不幸なものにならないよう、祈らせてください。

「主よ、お助けください。わたしは……どうしたらいいのでしょうか」

　祭壇に向かってささやいた問いかけが、誰もいない大聖堂に響く。

　答えを期待したわけではなかったのに、ジュリエットの背後から、突然、男性的な低い声が響いた。

「神に問う前に、夫に相談してみたらどうだろうか、ジュリエット」

　祈りのためにきつく閉じていた目をパッと開いたジュリエットは、慌てて声のした背後を振り返る。

「だ、誰……」

　……などと、問うまでもない。

　そこにはキャメロンがいた。

　日の光を背に、大聖堂の中央通路をゆっくりと進むキャメロンの姿は、まさに皇帝と呼ぶにふさわしい威厳に満ち溢れていた。

　加えて若さからくる生命力、怖いほどに整った彫りの深い顔立ち、見上げるほどの長身とたくましい体つき……そういったものが色香を纏い、見るものの息を止めてしまうほどの迫力を放っていた。

　そんな彼が、ジュリエットに近づいてくる。

　ジュリエットになにができただろう。逃げる？　立ち上がって彼に抱きつく？

　どちらもできなくて、ジュリエットはひざまずいた体勢のままその場に固まっていた。

「キャメロン様……」

「質問の続きだ。君のその願いは……わたしでは叶えてあげられないものなのだろうか？」

　ゆっくり歩いているとはいえ、彼の長い足は歩幅が広い。ジュリエットと距離を詰めるのにそう長い時間はかからなかった。

「いいえ、キャメロン様……。でも、わたしの願いなどで……あなたのお心をわずらわせてしまうわけには……」

　控えめな態度をとったつもりだったのに、キャメロンはまるでジュリエットが彼の横っ面をひっ叩ぱたいたような、引きつった顔をした。

「つまり……わたしはそれほど頼りにならない伴侶だろうか？」

「まさか！　違います……！　ただ……あなたの重荷になりたくないという意味で」

「それとも君が頼りたいのは別の男かな……。クリストファーといったか……」

「え……？」

　ジュリエットはその時はじめて、キャメロンの目元が暗く窪んでいて、目の下にうっすらとくまがあるのに気づいた。

　まるで何日も眠っていないような。

　まるで、なにか邪悪なものに取とり憑つかれているみたいな。

　そんな危険な雰囲気の青い瞳が、じっとジュリエットを見据えている。キャメロンはすでにジュリエットに手の届く距離に来ていた。

「どうしてその名前を……」

　一瞬、なんのことを言われているのかさっぱりわからなかった。

　クリストファーというのが『Ｃ』につけた仮の名前だと思い出すのにさえ、数秒を要した。

　気がついた時にはすでに、全身から熱気をほとばしらせたキャメロンが目の前にいて、ジュリエットは息を呑む。

　ジュリエットが立ち上がろうとする前に、キャメロンは彼女の前に片膝を折ってひざまずいた。皇帝というより、騎士がそうするような俊敏な動きだった。

　ふたりとも大聖堂の床に膝をついた姿勢になった。

　目の前にキャメロンの顔が迫る。

　切ない……ともすれば怖いほど真摯な瞳に見つめられて、ジュリエットは息の仕方がわからなくなっていった。

「ジュリエット、わたしは……君の願いならなんでも叶えてあげたいと思っている」

　キャメロンは、彼独特のかすれた低い声で言った。

　その声の響きだけで背筋に甘い痺れが走る。

「しかしその『なんでも』の中に、過去の男との情事を許すことは含まれていない……それは理解してもらえるだろうか？」

「もちろんです……。どうしてそんなことを言うのですか？　どうしてクリストファーの名前を知っているの……？」

「すまないが、君の荷物を見てしまったよ。別に探ろうと思ったわけじゃない。服を用意してやりたかっただけだ。しかし箱の奥に……君が隠した手紙を見つけた。デラルトン製の紙だった。つまり君はこの城に着いた後で……わたしに抱かれる前に、想い人に別れを告げる手紙を書いたわけだ」

「ち、違います……！　あれは……」

　と説明しかけたところで、ジュリエットの声は消えた。

　なぜならキャメロンは皇帝であり、クリストファーこと『Ｃ』は、彼に仕えている騎士のはずだからだ。

　もしジュリエットが事情を語れば、『Ｃ』が敵国の王女と秘密裏に通じていたことを公にしなければならない。

　手紙には前皇帝をなじるような文もあった。さらに始末の悪いことに、ジュリエットは彼からの手紙をすべて森の奥の塔に残してきてしまっている。破棄することはできない。もし捜索されて現物が見つかったら……どうなるだろう？

　騎士が秘密裏に敵国の人間と通じるなど、極刑に処されるべき種類の罪だ。

　いくら憧れの気持ちは終わったとはいえ、何年もジュリエットの心を支えてくれたひとを、そんな目に合わせるわけにはいかなかった。

　ジュリエットはなにも言えず、どうしていいかわからなくなって下を向いた。

　しかし、キャメロンは大きな手で、妻の顔と頭をすっぽりと包んで上を向かせ、ぐっとジュリエットを引き寄せる。均衡と軸を失ったジュリエットの体はキャメロンの胸元に倒れ込んだ。

「あ……、ふ……」

　そしてキャメロンがはじめた口づけは、ひどく塩っぽい味がした。

「聞きたくない。なにも、言わないでくれ」

　接吻の角度を変え、右に、左に、首を曲げながら、それでも等しくジュリエットの呼吸と声を塞ぐ。いつしかキャメロンの舌がジュリエットの口内を蹂躙じゅうりんしはじめ、湿った生温かい舌に歯茎をなぞられると、言葉では言い表せない種類の熱が下腹部に灯った。

　この熱の正体を、ジュリエットの体はもう知っている。

　情念。欲望。

　その向こうにある快感……。

　ひとしきり唇を奪い尽くすと、キャメロンの手はゆっくりとドレスに包まれたジュリエットの体をまさぐりはじめた。

「あ……だめ、です……。こんな場所で……」

　ふたりに降り注ぐ陽光は、天使や聖母を描いたステンドグラスの色彩を受けて鮮やかにきらめいている。ここは祭壇で、ふたりは三日前にここで生涯の伴侶となることを誓い合ったばかりだった。

　そして、今は無人とはいえ、いつ誰が入ってくるかわからない公共の場所だ。

「心配しなくても、人払いはさせた。侍女たちが……君はここだと報告しに来たからな……」

　リサ。サマンサ。ああ、もう！

　ジュリエットの祈りは夫婦の仲を取り持つどころか、さらに深い誤解へと陥れようとしている。もちろん今さらお節介焼きの侍女たちを恨んでもなんにもならない。が、嘆かずにはいられなかった。

「でもここは……神聖な場所です。こんなことをしてはいけません」

「ほう？」

　キャメロンの手が布越しにジュリエットの胸をすっぽりと包み込んだ。

　これからされることをしっかり理解している体が、不安と期待に打ち震えはじめる。指での責めを受ける前に、胸の頂の蕾はすでに固くなりはじめていた。

「神はわたしの欲望をお許しになるだろう……。君のような女性を妻に与えて、場所が聖堂であるというだけで禁欲を迫るほど……神は残酷ではないはずだ」

　固くしこった桃色の蕾をずぶりと押しつぶされて、ジュリエットは啼く。

「ん……あぁ──ぁ！」

　まるでパイプオルガンの一番高い音色のように、ジュリエットの嬌声が大聖堂に響き渡った。ブワッと一気に脂汗が湧いてくる。
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「く……だ、だめ……ぁ……こんな……」

　この三日間で、キャメロンは妻の体の機微を隅々まで知り尽くしていた。ジュリエット本人でさえ知らなかった敏感な場所を次々に探り当てられ、時には激しく、時にはもどかしいほど優しい愛撫でもって、何度も絶頂に押し上げられた。

「ひとは来ない。扉はすでに閉めてある。あとは君が、わたしにその身を預けるだけでいい」

「あ……」

　喉がカラカラに渇いて、気道が痛いくらいだった。

　キャメロンとの交わりは、水流の激しい川での水浴に似ていると思ったことがある。最初はとても気持ちいい……でも油断をしていると溺れてしまう。時々足を踏み外すような危険な岩や濁流があって、一度流れに飲み込まれると、あとはキャメロンという名の水の許しがあるまで、息をすることさえできない。

　キャメロンはジュリエットの胸の頂を刺激し続けた。

「んく……っ、ひ、ひぅ……」

　ひく、ひく。

　胸を弄ぶキャメロンのいたずらがどんどん深まるにつれ、ジュリエットの肢体はビクビクと震え出す。

　ジュリエットは特に乳首が敏感だった。いつか刺激に慣れるのかと思ったのに、それは逆で、抱かれれば抱かれるほど、この性感帯は過敏になっていく。

　まだ布越しだというのにこれでは、壊れてしまう。壊されてしまう。

「キャメロン……さま……」

　きっと乱れた、情けない顔をしているはずだ。そんなことは自分でもわかっていたけれど、懇願せずにはいられなかった。

　──優しくして。壊さないで。

　これからあなたという海に溺れていくわたしを、受け止めてください、と。

　その声なき願いを感じ取ったのだろうか、キャメロンは一度だけ小さくうなずくと、胸を放して再び接吻でジュリエットの息を奪った。

　その温かくて生々しい感触にジュリエットは酔いしれる。すると、急にふわりと体が浮いた。キャメロンのたくましい腕が軽々とジュリエットを持ち上げる。

　彼は颯爽さっそうと立ち上がると、腕に抱いたジュリエットを祭壇の上にすとんと座らせた。

「い……いけません。祭壇に腰を下ろすなど……罰が……当たってしまいます」

　祭壇は冷たい白い石でできていた。

　表面は磨かれていて滑らかで、小さなひとり用の寝台と同じくらいの表面の広さがある。

　高さはちょうどキャメロンの腰のあたり……表面に座らされているジュリエットと、立ったままのキャメロンの視線がちょうど同じ高さになった。

「罰が当たる？　なぜ？」

　喋るために唇を動かすという、そんな単純な動作も、デラルトン帝国皇帝キャメロンがするとひどく艶っぽいものに見えてしまう。

　喉仏の動きや、肉感的な唇が形を変えるさまは官能的だった。

　欲望にけぶった瞳にじっと見つめられて、ジュリエットの鼓動はどんどん加速する。

「なぜって……。ここは聖なる場所です。敬意を払わないと……」

　なんとかそれだけ、蚊の鳴くような声でささやく。

「その通りだ……。祭壇とは神を敬い、誠意を捧げる場所だ。わたしはこの世で最も価値のあるものを、ここに捧げている」

　その意味を。

　理解するのに、数秒を要した。キャメロンはジュリエットが彼にとってこの世界で最も価値のあるものだと言っているのだ。

「キャメロン様……お、お戯れを……」

「もしかしたら君は、わたしがこの祭壇に捧げる生いけ贄にえかもしれない……。神はお喜びになりさえすれ、罰を与えることなどないだろう。少なくとも、君には」

　ツーッと、キャメロンの指がジュリエットのドレスの前部分を上から下になぞる。そこには今朝リサに結んでもらった白いサテンのリボンがあった。

「わたしは地獄に落ちるかもしれないが」

「あっ」

　するりと目にも留まらない速さでリボンが解かれる。柔らかいドレスの生地がはらりと開き、胸の谷間がはだける。

　そこにはキャメロンの欲望の花が白い肌にいくつも咲いていた。

「君はさながら……祭壇に捧げられた花といったところかもしれない」

「キャメロン様、お願いです。本当に──」

「わたしはここで君の夫になることを誓った。そして君は、ここでわたしの妻になることを受け入れた……」

　キャメロンは、喰むようにジュリエットの首筋に歯を当てた。口づけと呼ぶには残酷すぎる強さで肌を吸われる。またもうひとつの花が──ジュリエットが彼に所有されている証が──肌に浮かんだ。

「他の男に渡すことはできない」

「んんっ！」

　ぐっと引き寄せられたと思うと、濃厚な接吻で唇を塞がれる。すぐに舌が入ってきて、ジュリエットの口内を犯した。

　その動きに応えようと、ジュリエットも舌を動かす。しかし上手く彼の舌に絡めることができなくて、溢れた唾液が細く顎を伝った。

「そうだ」

　キャメロンはつぶやいた。

　なにを肯定されているのかはわからなかったが、とにかくジュリエットが彼の舌に応えようとしたことを嫌がられていないのは、朗報だった。

（どうしよう……。どうすればいいの……なんと伝えれば）

　おそらく、ふたりは真面目すぎるのだ。

　ジュリエットは、クリストファーについて、嘘や言い訳ができない。

　キャメロンはといえば無理にジュリエットを問いただすことはしない。そういうひとではないのだ。

　だからふたりはすれ違って、体を重ねることでしか心を通わせることができないでいる。

　ここ三日間キャメロンがよそよそしく、夜以外ジュリエットを避けていたのは、この誤解のせいだったのだ。

「わたしは……あなたのものです」

　ジュリエットには、それだけささやくのが精一杯だった。

　気がつくとキャメロンはジュリエットの背を倒し、祭壇の上に彼女の背を横たえていた。

　胸元がはだけて、胸の頂が見えそうなくらいの儚い格好になった。

　その中途半端で、それでいてひどく扇情的な姿を、キャメロンは気に入ったのかもしれない。あられもないジュリエットの肢体をしばらくじっと見下ろしていた。

　ここでやめてと本気で乞えば、おそらくキャメロンは無理強いをしない。

　ここは大聖堂で、ジュリエットは祭壇の上だ。

　いくら人払いをしたとはいえ、絶対に誰も入ってこない保証はない。

（でも……）

　そんな、背徳を絵に描いたような状況だというのに……ジュリエットは彼を受け入れたいと思った。彼の情熱を。言葉にできない思いを。欲望を。

　すべてを。

　だから、キャメロンがゆっくりと祭壇の上のジュリエットのドレスを脱がせはじめても、震えはしたが抵抗はしなかった。

「綺麗だ」

　と、キャメロンがつぶやく。

　祭壇に仰あお向むけに横たわったジュリエットの目に、ステンドグラスから射さし入いる色とりどりの光が眩しい。壁際の天使像がこちらを見ているような気がして、肌が火照った。

　脱衣はまるで儀式のように行われていく。

　ジュリエットの体は祭壇の冷たい石の上に横たえられ、身を包んでいた衣服を順々に取り払われた。

　現れた白い裸体には、キャメロンが刻んだ情念の証があちこちに浮かんでいる。

　そのひとつひとつに、キャメロンは触れるだけのもどかしい口づけをした。

「あ……ぁ……ん」

　手足が切なく打ち震えた。こんな場所で……許されるはずがない行為をしているのに、すでに官能を知っている体は素直にキャメロンを求めた。

　とろんとした瞳でキャメロンの動きを見つめる。彼の金髪は濃い色目だが、太陽の光に透けると明るく輝いて神秘的だった。

　彼はさながら天から遣わされた大天使で、ジュリエットは彼のために捧げられた生贄のようだと……艶美な妄想をしてしまう。

　ジュリエットの肌を飾る印の数は多かったから、キャメロンの儀式めいた口づけは時間がかかった。忙しいひとなのに、時刻を気にしている様子はない。

　まるでジュリエットの体が本当に神聖なものであるかのように、慎重に、そして大切に、時間をかけて優しく触れていく。

（でも、これは……）

　この穏やかな愛撫は、今だけだ。

　ジュリエットはすでに知っている。キャメロンは信仰じみた丁寧さと入念さで、体を重ねる前に妻の体をいとしんだが、ある一点を超えると堰せきが切れたように激しくなっていく。

「ん……っ、あ……はぁっ」

　キャメロンは祭壇に横たわる妻の裸体を、手で犯しはじめた。

　いつのまにか固くしこっていた胸の頂の蕾を弾かれるのと同時に、太ももの間に指が侵入してくる。花弁はすぐに暴かれ、陰核は彼の指にされるがままになった。

「あぅ……ぁ……」

　すでに濡れていたそこは、グチュグチュと卑猥な音を立てる。

　ジュリエットは必死で声を抑えようとしたが、キャメロンの愛撫は正確すぎて、とてもではないがすべて我慢することはできなかった。ことジュリエットの体に関する限り、彼は勉強熱心で、実験好きな学者のようだった。

　ジュリエットの感じやすい場所……ジュリエットの濡れやすい力加減……タイミング……。

　そういったものを見つけ出しては繰り返し、さらに快い方法はないかと、常に目を光らせている……夜の彼はそんな恋人だった。

　でも、今はまだ太陽がある。

　いつもは薄闇の中で曖昧にしかわからなかった、彼の顔色をうかがうことができた。ジュリエットに性戯を施す彼の頬は興奮に赤みがさしていた。

　蠟燭の明かりだけでは見えなかった、苦悶を思わせる深い眉間の皺が刻まれているのも、わかった。

　ジュリエットの肢体は祭壇の上で儚はかなく痙攣し続ける。

「ん……っ、だ……だめ……ぁぅ……」

「耐える必要はない。達してしまうんだ。そうしたほうが、楽になるよ」

「で、でも……ここ、は……大聖堂……で……アッ！」

　キャメロンが大きく口を開けてジュリエットの乳房をひとつ口に含んだ。

　丸みをもった柔らかい肌は、彼の唇の動きに呼応して素直に形を変える。口で吸われて、舌で転がされて、手で揉み込まれて、ジュリエットはもどかしい官能に苛さいなまれて身をよじる。

　ステンドグラスの聖母に見下ろされながら、ジュリエットは乱れた。喘ぎ声を漏らし、妖しく腰を浮かせながら、抵抗らしい抵抗もできないで溺れている。

　こんなことが許されるはずがない。

　許されるはずがないのに、なぜか、ふたりのしていることは神聖な儀式であるような気がしてしまう。

　キャメロンはジュリエットの胸を口で犯しながら、指を一本、蜜壺の中に忍ばせた。

「────！」

　普段は慣らすようにゆっくりした抽送からはじめてくれるのに、今のキャメロンは違った。

　いきなりジュリエットの最も感じやすい、お腹側にある無防備な箇所を指の先で強く刺激する。引っかかれるような感触に、ジュリエットは背をのけ反らせて打ち震えた。

「だ……だめ……」

　振動のような動きで、弱点を突かれ続ける。

　耐えられるはずがなかった。

　長くはもたなかった。

　尿意に似た甘すぎる快感がぞわぞわと体の奥を満たし、どうしようもなく高みに持ち上げられる。絶頂がきたのはそれからすぐで、そのあまりの激しさにジュリエットは悲鳴を上げた。

　我慢なんて、できなかった。

「……ぅ……あ……はぁ……っ」

　ジュリエットはあられもなく痙攣して、女の入り口をだらしなく愛蜜で濡らしながら、絶頂の余韻に揺蕩たゆたった。

　キャメロンの指がそっとジュリエットの唇の下を伝い、自分が唾液を呑み込みきれずによだれを垂らしてしまっていたのだと感づく。

　でも、今のジュリエットには、羞恥を感じる余裕さえなかった。

　キャメロンはゆっくりと屈かがみ込こみ、ジュリエットの唇に柔らかい接吻を落とした。

「なんて素晴らしいんだ、君は」

　唇を離して姿勢を元に戻すと、キャメロンは長方形の祭壇の周りをゆっくりと歩きはじめた。

　彼の視線はずっと、祭壇の上のジュリエットの裸体に向けられている。

　熱い視線──その熱量は肌に痛いくらいだった。

　キャメロンの靴音が大聖堂の高い天井に響く。比較的軽装とはいえ、キャメロンはしっかり服を着たままで、ジュリエットは祭壇の上に裸体で横たわっている。

　こんな……不公平で、危険な構図であるのに……ジュリエットは恐怖を感じなかった。

　恥ずかしい。もどかしい。どこかに隠れてしまいたい……。

　でも、怖いとは思わない。

　ジュリエットは本能的にキャメロンを信頼しているのだと、その時に気がつく。彼はジュリエットを傷つけない。元敵国の王女であるジュリエットを。他の男の名を記した手紙を嫁入り道具の中に残してしまった愚かなジュリエットを。

　彼は罰しない。

　それどころか、彼の苦しげな表情は、まるで彼自身を罰しているようでさえあった。

（わたしは、このひとが……好き……）

　その自覚は突然で……それでいてすんなりと腑に落ちるものだった。

　彼の優れた容姿だけではない、その裏にある厳格で、真面目で、すぎるくらいに誠実な人柄に惹かれる。はじめて顔を合わせた瞬間から、ふたりの間にはすでに言葉では表せない不思議な繋がりがあった。

　愛を語るには、ふたりはまだ日の浅い関係かもしれない。

　それでも、この愛の種がこっそりと芽吹いて、小さくて頼りない……でも新しくて生命力に満ち溢れた花が、これから咲こうとしている……。そんな予感に胸が熱くなっていく。

　ジュリエットはひと粒、涙をこぼした。

「どうした……？」

　心配げなキャメロンのかすれた声。

　大丈夫だと答えようとしたが、喉が詰まって声が出せない。キャメロンは足を止めて眉間に皺を寄せた。

「痛かったのかい？　それとも……泣くほど嫌だったのか？」

　──いいえ。いいえ。あなたを好きだと気づいてしまったから。誤解を解きたいのに、『Ｃ』の安全を思うと、どう伝えていいかわからないから……。

　言葉にならず、ジュリエットはただ小さく首を左右に振った。

「『クリストファー』だな」

　キャメロンの断言がひんやりとした空気に響く。彼の声には怒りと悲しみがこもっていた。

「ち、ちが……」

「ジュリエット……その男のどこがそれほどよかったんだ？　君が他の男に娶られても、助けにさえ来ない。わたしなら、君を他の男に取られて黙ってなどいられない。相手が神であろうと悪魔であろうと……皇帝であろうと、必ず奪い返しに行く」

　キャメロンなら本当にそうするだろうと信じてしまうような、強い断定の口調だった。

　ジュリエットはなんとか上半身を起こして、キャメロンと向き合った。

　自分は裸で、キャメロンは服を着ている。

　ここは大聖堂で、小さな吐息でさえ、パイプオルガンを通しているかのように高らかに響く。

　祈り、とサマンサは言った。

　今日は祈りを捧げるべき日だと。

「わたしは、あなたが……好きです。あなたに生涯を捧げます。信じて」

　ジュリエットが片手をそっとキャメロンの頬に当てても、彼は微動だにしなかった。ただ苦しげな瞳でジュリエットを見つめている。

「君は人質でも……ましてや生贄でもない。少なくともわたしにとっては。だから嘘をつく必要はないんだ」

　こんなふうに気弱な声でキャメロンが喋るのを、はじめて聞いた気がした。

「その通りです……。わたしは嘘をつく必要なんてありません。だから本当のことを言っただけです」

「しかし、その男のことは教えてくれないんだな」

「それは……」

　一糸纏わぬ肌が、寒気にふるりと震える。キャメロンが嫉妬してくれているという事実に、喜んでいる自分がいる。

　ずるいことだ。でも、それが本心だった。

　しかし、キャメロンが好きだからといってクリストファーの身を危険に晒すことができるほど、ジュリエットは実利的な人間ではない。

「今は……あなただけです。どうかそれだけは信じて」

　それが今のジュリエットに言える精一杯だった。

　キャメロンは静かに顔を近づけてきた。口づけをされるかと思ったのに、彼がしたのは額ひたいをジュリエットの額にコツンと当てることだった。

　睫毛の動きさえ感じられるような距離で、ふたりはしばらく時が止まったように静止していた。

　いつか、もっと上手に説明できたらと思う。すべてをさらけ出してなんのしがらみもなく、ただ無邪気に愛しあえたらと。

「……君は隠し事が上手だ」

　キャメロンの口調が少しおどけていたので、ジュリエットはこんな時にこんな格好でいるにもかかわらず、くすりと笑ってしまった。

「そうかもしれませんね。でも、あなたも教えてくれないことがあります。初夜のあとに教えてくれると言ったのに、もう三日も」

　ジュリエットが指摘すると、意外にもキャメロンはまったく否定しなかった。

「そうだったな」

　とだけつぶやいて、大きな両手でジュリエットの頬を包み込む。

　そこから続いた口づけは自然で、互いを求め合うものだった。どちらかがどちらかを奪うのではなく、どちらも一緒に相手を望み、唇をついばみながら呼吸を分け合う。そんな接吻。

　そこにあるのは信頼と愛情と……そして恍こう惚こつだった。

　誰かと心と体を与え合うことがこれほどの幸福を伴うなんて、知らなかった。

　きっとこの祭壇の前で、数え切れないくらいの男女が結婚の誓いを立てたはずだ。多くは愛と希望を持って。でも、その夫婦すべてが幸せになったわけではない。不幸な結果に終わった夫婦も少なくないはずだ。ジュリエットの母のように。

　でも……それでも──ひとは繰り返す。

　これほどの幸福が得られるなら、たとえ傷つくかもしれない危険があっても、求めてしまう。それが結婚……そして愛し合うということなのかもしれない。

「ここで君を抱きたい」

　キャメロンの懇願はシンプルだった。

「わたしも、あなたが欲しい……です」

　頭で考えるより先に、ジュリエットは答えていた。

　キャメロンに抱かれるのを嫌だと思ったことはない。でも、今ほど彼を欲したこともまた、なかった。

　禁断の場所なのに。キャメロンの言う『人払い』がいつまで続くかもわからないのに。

　禁忌はいくつもあったが、ふたりの間に燃える熱情はそれらを焼き払ってしまうほど熱かった。

「神に見せてやろう……。わたしがどれだけ君を求めているか」

　キャメロンは服を着たまま、性急にズボンの前を開けて雄々しく反り立った肉棒を取り出した。大柄な彼の体に見合ったその男性器は、他に比較するものを知らないジュリエットにも、かなりの大きさを誇っているのだろうとわかる。

　これにナカを支配される喜びを、ジュリエットはもう知っている。

「神様よりも先に……わたしに、教えてください」

　彼に求められている証拠を前に、ジュリエットは少し大胆になった。そそり立った力強いものにそっと触れ、その先端に光る、ぬめった液を指先でくすぐるようにいじる。

　キャメロンは歯を食いしばって、野獣のうなり声に似た音を漏らした。

　すでに言葉のやり取りは重要ではなく、ふたりは互いを求める獣になっていた。キャメロンは軽々とジュリエットの体を持ち上げ、ふたたび妻を祭壇に寝かせた。

　祭壇は白い石でできている。だから成人ふたりの体重を受けても微動だにしないし、大きさも十分あった。しかし、キャメロンが祭壇に乗ってジュリエットに覆いかぶさったときは、落ちてしまいそうで体を固くした。

「わたしに掴まっていてくれ」

　そう導かれて、ジュリエットは言われた通りに彼の背中に両腕を回してしがみついた。

　そのせいでさらに体がぴたりと密着する。

　キャメロンは服を着ているが……ジュリエットは裸体だ。胸の先が布にこすれる感覚に、すでに一度達しているジュリエットの体は切なく震えた。

「あまり長くは持ちそうもない」

　とキャメロンはささやいたが、それはジュリエットに向けているというより、独り言に近い気がした。

「わたしも……です」

　ジュリエットがささやき返すと、キャメロンは微笑んだ。── 微笑んだのだ。初夜以来はじめてだった。

　端正で男性的な彼の顔に浮かぶ笑みは、甘やかだった。ときめきに心が溶けてしまうのではないかと思った。

　しかし、次にキャメロンのした行為は、甘やかとは程遠かった。素早くズボンを下ろしたと思うと、こじ開けるように激しく挿入したのだ。

「あぁ……っ！」

　どちらの性器も濡れていたから、キャメロンの力強い腰の動きと、密着した体勢によって、一気に最奥まで貫かれる。あまりの衝撃にジュリエットはビクビクと痙攣した。

「ぐ……ぁ…………くそ……」

　いつもはあまり声を出さないキャメロンが、食いしばった歯の間から低くうなる。

　キャメロンはズブズブと妻を穿ちはじめた。

　ジュリエットは夫の背に両手でしがみつき、キャメロンは妻を頭からすっぽりと抱きかかえる。寝室の寝台と違い、石の祭壇は夫婦の動きに合わせてたわんだりはしない。ジュリエットはキャメロンの欲望の発露をすべてその身に受け入れなくてはいけなかった。

　想像以上の快感だった。

　もう、これを快感と呼んでいいのかさえわからないほど、激しすぎて、狂おしくて、切ない官能を刻みつけられる。まだ男を覚えて日の浅いジュリエットの体はすぐに限界に達した。

「いっちゃ……う……。もう……ぁ……だ、め……っ」

「もう少し」

「ひ……ぅ……」

「一緒に、いこう……わたしも、もう……」

　抽送が速度を増す。

　ジュリエットの視界はすでに白んでいた。ステンドグラスから差し込む光がプリズムを作って、宙を舞うようにきらめく。キャメロンの汗の匂いと、常に大聖堂に灯されている蠟燭ろうそくの香りが鼻腔にからまる。

　密着したまま穿たれることで、ジュリエットの乳房は押し潰されてあられもなく形を変えた。痛いくらいの刺激にさいなまれる。激しすぎる情念。禁断の場所……。

　嬌声を我慢しているせいで口内にどんどん唾液が溜まり、ジュリエットはすでにだらしなく顎を濡らしている。

　神はこんな姿のジュリエットを許してくれるだろうか。

　もし許されなくても、キャメロンが愛してくれるなら……それでいいと思えた。

　どれだけ耐えようとしても、これ以上は無理という瞬間がきて、ジュリエットは抑えた悲鳴を漏らしながら絶頂を迎えた。蜜壺の柔肉が、きつく貪欲にキャメロンの肉棒を咥くわえ込む。

　彼のものも、最後の瞬間を前にしてぐっと質量を増して、ジュリエットの膣壁を押し返す。

　吐精の飛沫がジュリエットの中に大量に注ぎ込まれた。

「あ……ぅ…………」

「ジュリエット……。くそ……」

　力を失ったキャメロンの体重に押し潰されて、ジュリエットは息も絶え絶えになった。二回続いた激しい絶頂の後で、彼の大きな体を押し返すだけの腕力は出ない。

　もういっそ、このままぺしゃんこにされて息絶えても後悔はしない……。場所だって都合がいいかもしれない。すぐに葬儀ができる。

　ふふ、とジュリエットが力なく笑うと、キャメロンは荒く肩で息をしながらのっそりと上半身を少しだけ浮かせた。

「どうして……笑うんだい？」

「だって……もし、ここであなたに押し潰されて窒息してしまっても、すぐに葬儀ができるなと思って。なんといっても、大聖堂ですから……」

　冗談のつもりで言った自分の台詞が、実は相当に趣味の悪いものだったと気がついたのは、キャメロンがひどく苦しげで傷ついた顔をしてジュリエットを見下ろしたからだった。

「ご、ごめんなさい……」

「ジュリエット……。冗談でも言っていいことと悪いことがある」

　まったくその通りだった。このひとは基本的に正論しか言わない。そこが彼に惹かれる理由のひとつでもあるのだが……。

　特に、自分が裸で……大聖堂の祭壇に、あられもなく組み敷かれている今などは。

「わたしは君を傷つけない。ましてや君を……くそ、やめてくれ。聞きたくない」

　想像するだけでも寒気がすると言いたげに、キャメロンは左右に首を振った。

　ふたりの体はまだ繋がっている。お腹とお腹。脚と脚。肉棒と蜜壺。どれだけ心や精神の重要さを説いても、肉体を持つ生き物にすぎない自分たちにとって、やはり肌の触れ合いは大切なのかもしれない。

　肌を重ねることでしか、感じられない想いがある。

　キャメロンの言葉のひとつひとつが間違いなく真実であると、接触する肌からじんわりと伝わってきた。

「ごめんなさい、キャメロン様」

　もう一度、ジュリエットは素直に謝った。

　キャメロンは皮肉っぽい自嘲の笑みを浮かべた。

「いつか言おうと思っていたのだが……『様』をつける必要はないよ」

「そういうわけには……」

「君のことを、和平のための人質だと思っている連中は確かにいる。対外的には、そういう意味があることは否定しない。しかしわたしが君を──君だけを求めたのは、そんな理由からじゃない。君は、母国のためにわたしの機嫌を取る必要はないんだ」

　それはそうかもしれない。

　ただ利害だけを考えたなら、キャメロンはジュリエットの姉のどちらかを娶るべきだった。しかしキャメロンは、あえて政治的に重要度の低いジュリエットを選んだ。

　キャメロンは上半身を起こし、使命を終えた肉棒をジュリエットの中からゆっくりと引き抜いた。

「あん……」

　喪失感にふるりと震える。

　ジュリエットはこの瞬間の切なさが苦手だった。いつも寂しさに身震いしてしまう。キャメロンはこのことをすでに知っていて、引き抜くときは慎重に、ゆっくりと動いてくれる。

　そんな事実も愛しかった。

　芽生えたばかりのこの愛を、守りたいと思った。

「さあ、妻よ。もし二度目の……わたしのモノによる洗礼を望むのでなければ……服を着てもらわないと」

　優しく手を差し出され、彼の力強い腕の助けを借りて、ジュリエットは祭壇から下りた。

　キャメロンは真面目だが、時々茶目っ気のあるユーモアを見せる。決して品は失わないのだが、少し皮肉っぽい批評や例えを口にすることがあった。

　──クリストファーもそうだったから、もしかしたらこれはデラルトン男性特有のものかと思いもしたが、彼ら以外にそういった性質を持つひとは見当たらない。

（どうして……こんなに……）

　彼は皇帝になるべく生まれついた貴人だというのに、床に落ちたジュリエットのドレスを屈んで拾うことも、まるで甲か斐い甲が斐いしい侍女のようにそれをジュリエットに着せるのを手伝うのも、まったくいとわなかった。

　髪は乱れてしまったが、夫の助けもあってジュリエットはきちんとデイドレスを着付け直すことができた。

　ジュリエットは自分でできると言ったのに、キャメロンは彼女の靴も拾って履かせてくれた。

「あなたは、こんなこともできるんですね。わたしの父はおそらく自分の靴くつ紐ひもを自分で結ぶこともできないと思いますよ。すべて従者にやらせるもの」

　屈み込んで靴紐を結んでくれているキャメロンをそうからかうと、彼はジュリエットを見上げた。

「わたしは皇太子であった時間より、軍人であった時間の方が長いんだよ」

「そうなのですか？」

「父との折り合いが悪かったからな……。十三の歳にはすでに隠れて騎士の真ま似ね事ごとをしていた。当時の将軍がわたしの才を買ってくれていたんだ。父への反発もあって、十六になってすぐに軍部に入った。そして数ヶ月前に父がみまかるまで軍を離れたことはなかった……。ちなみにわたしは三十五歳になる」

　ジュリエットは昔から文学が好きで、数字にはあまり強くない。それでもこのくらいの計算はすぐにできた。十六歳から三十五歳。つまり十九年。

　その認識に、ジュリエットは雷に打たれたような衝撃を受けた。

（待って……。最後の手紙で、クリストファーはなんて言っていたの……？）

　十九年。

　彼は、十九年近く剣と共に生きてきた、と。

（そんなはずがないわ……。だって……）

　だって、なんだろう？　彼をクリストファーと名づけたのは自分だ。彼は最後まで『Ｃ』としか名乗らなかったから、イメージに合う名前を選んだだけで。

　でもキャメロンだって『Ｃ』ではじまる。

（まさか……まさか……まさか……！）

　クリストファーはよく前皇帝やその周辺の政治家について苦言を呈していた。人前で弱音を吐くことのできない立場だと言い、高級品である白い紙を定期的に用意できるだけの財力があって……。

「キャメロン様……いいえ、キャメロン……」

　とんでもない仮定に、ジュリエットの声は震えた。

　──キャメロンが『Ｃ』かもしれないなんて。ありえるだろうか？

　確かに可能性は無ではない。イニシャル、軍歴、そしてなによりもふたりの性格の共通点……。

　ジュリエットの様子がおかしくなったことに気づいたのだろう、キャメロンは眉間に皺を寄せて妻を覗き込んだ。

「どうした？　ジュリエット、どこか痛むのか？」

　普段より少し荒っぽいキャメロンの口調は、確かに皇帝というより軍人を思わせる。ジュリエットは彼の水色の瞳をじっと見つめ、キャメロンもまた、ジュリエットを真っ直ぐに見つめ返した。

　── もし仮に、キャメロンが『Ｃ』だったとして。

　キャメロンはジュリエットが『Ｊ』だったことを知っているのだろうか？

　だからこそ彼はジュリエットを求めたのだろうか？

　だったらどうしてすぐに教えてくれなかったの？

　心臓がドキドキと痛いくらいに強く脈打っている。頭が混乱して、息が苦しくなった。

　── もし本当にキャメロンがクリストファーなら……。

　ふたりの間の誤解は消える。ジュリエットは念願だったクリストファーとの出会いを果たすことができただけでなく……彼と結婚していたのだ！

　いつのまにか、キャメロンはジュリエットの肩を掴んでいた。ジュリエットはその腕にそっと手で触れる。

　クリストファー……『Ｃ』と交わした言葉の数々が脳裏に浮かぶ。

　その文体、哲学、ユーモア、そしてジュリエットを気遣ってくれる優しさ……。ああ、どうして気づかなかったんだろう。

　ジュリエットの瞳にうっすらと涙が浮かんだ。

　伝えなくちゃいけない。ふたりの間に横たわる誤解を解かなくてはいけない……。

「キャメロン……。聞いてください。お話ししなくちゃいけないことがあるんです。クリストファーについて──」

　と、言いかけたところで、突然、大聖堂の扉がドンドンと強く叩かれた。ふたりは驚いて振り返り、扉に目を向ける。

　扉を叩く音に野太い男性の声が重なった。

「キャメロン陛下、緊急事態です！　扉をあけてください！」

　キャメロンはごくりと喉を鳴らし、それからジュリエットに視線を戻してささやいた。

「ジュリエット、その話なら──」

「お聞きになっていますか、キャメロン陛下！　扉を破りますよ！　出てきてください……！」

　扉の外の声がどんどん悲痛な叫びになっていく。キャメロンはジュリエットと扉を交互に見ながら、小さな舌打ちをした。

「行ってください。なんだか大変そうだわ。彼らはあなたを必要としています」

「君にだってわたしが必要だろう」

「もちろんです。でも……わたしの話はもう少し待てます。今夜、寝室であなたを待っています。だから今は行って」

　それでもキャメロンはしばらく微動だにせず、ジュリエットを見下ろしたままでいた。いよいよ扉の外の騒ぎが大きくなってくると、キャメロンの表情はデラルトン帝国皇帝のそれへと変わっていった。

「わかった。今夜」

　そう言い残し、名残惜しそうにジュリエットをじっと見つめてから、しつこく叩かれ続けている扉へ向かう。キャメロンは内側から掛けてあった閂かんぬきを抜き、扉を開いた。

　外には十人を超える騎士が集まっていて、すぐにキャメロンを囲んだ。

　次々に告げられる報告によると、正体不明の盗賊が城下町を襲い、略奪をはじめているとのことだった。城の騎士たちはその盗賊伐倒のためにキャメロンを必要としていた。

　キャメロンはちらりと離愁の漂う視線をジュリエットに向ける。

　彼を安心させたくて、ジュリエットは「大丈夫、行って」と唇を動かした。声は聞こえないだろうが、唇の動きは読めたはずだ。

　キャメロンはうなずき、そして騎士たちと共に大聖堂を離れた。

　騒ぎを聞きつけ、大聖堂の前で待っていたらしいサマンサとリサがジュリエットを迎えに入ってくる。

　ふたりの侍女に付き添われて、ジュリエットは城の中に戻った。

「で……お祈りはどうでしたか、ジュリエット様？」

　道すがら、わざとらしく眼鏡の位置を直しながらサマンサが聞いてくる。その仕草の意味するところに気づいて、ジュリエットは目を細めた。

「あなたたちね。わたしが大聖堂にいるとキャメロン様に告げ口したのは」

「別に告げ口ではありませんよ。ジュリエット様の行動は逐一報告しろと言われているので、それに従ったまでですよ」

「そうです。わたしたちは命令に忠実な侍女なので」

　サマンサとリサは、悪びれる様子もなく、そうしれっと告白した。ジュリエットは盛大なため息を吐きはしたが、怒る気にはなれずにそのまま寝室に戻った。
















　　　第六章







　ジュリエットの知る限り、盗賊の来襲とは金目のものを狙ったもので、正規の騎士団や軍隊の介入を察するとすぐに蜘く蛛もの子を散らすように退散してしまうのが常だった。

　それがどういうわけか、その日の盗賊はかなり手の込んだ戦術を使い、騎士団を陥れようとしたという。

　それだけでなく、かなりの抵抗を見せ、小さな戦闘が勃発したとのことだった。

　キャメロンたちが帰城したのは夕方を過ぎ、日の沈む直前になってからだった。




「ふう……」

　その晩、侍女ふたり組に選んでもらった、いつもより少し大胆な寝間着の裾を指先でいじりながら、ジュリエットは長いため息をついた。

　マントルピースの上には金きん鍍金メッキの燭台が数本置かれ、一晩中でも灯し続けることのできる太い蠟燭に火が踊っている。キャメロンはすでに帰城しているはずだが、まだ寝室には戻ってきていない。

　ジュリエットは寝台の端に腰を下ろして、今夜は長い夜になるかもしれないと思いながら、蠟燭の炎をぼんやりと眺めた。

（本当にキャメロンがクリストファーだったなら、いいわ。でも、もし違ったら……？）

　ジュリエットは慎重に話を進める必要があった。

　まず、相当に疲れているであろうキャメロンを労ねぎらいたい。

　いくら元軍人とはいえ、すでに皇帝である彼がどこまで戦闘に関わったのかは謎だが、責任のある立場としてひどくストレスを感じたはずだ。

　それから、まず前置きとして、ジュリエットにも『Ｃ』にも謀反や反抗の意思はなかったことを説明して……。

　まったくのプラトニックな関係だったことも伝えて、それから『Ｃ』が罰されることのないよう、文通がはじまった罪はジュリエットにあるとはっきりさせなくては……。




　ジュリエットは悶もん々もんと考えを巡らせていたが、しばらくして寝室の扉が音もなく開いた時、それらの思考はすべて霧散していった。




　キャメロンはこの三日間、入室前に軽く扉を叩いていたのに、この晩はそれがなかった。

　考え事に夢中だったせいかもしれない。物音に気がついてジュリエットが顔を上げた時には、キャメロンはすでに寝室内に入っていた。

「キャメロン……？」

　今まで一日の終わりでもしっかりと身だしなみを整えていたキャメロンが、その晩は白いシャツ一枚……それも前のボタンがいくつも外れて、すっかり乱れた姿だった。

　シャツだけではない。彼の高貴な金髪は普段、上品に後ろに撫でつけられている。それが今晩は獅子のたてがみのようにあちこちに散っていた。

　ジュリエットは緊張の面持ちで立ち上がった。

　キャメロンはゆっくり、獲物を狙う獣のような慎重な足取りで寝台に向かってくる。

　ジュリエットもまた、絶対に敵かなわないとわかっている野獣に狙いをつけられた小動物のような気分になった。でも逃げ場なんてない。

「お……おかえりなさいませ。お疲れでしょう……」

　正しい妻であろうとして、いたわりの言葉を口にしただけのつもりだったのに、キャメロンは苦々しげに顔を歪ませた。

「君はまだ、わたしに他人行儀だな」

　まるでそれが重罪であるかのような、暗いキャメロンの口調。

「そんなことは……」

　ジュリエットもまた、なぜか罪悪感を感じて、まごつきながら答えた。

　これからふたりが交わすであろう会話を予想して、ジュリエットの胸は痛いくらいに高鳴った。緊張と、期待と、希望と。

　危惧と。

　どんどん距離が縮まって彼の体臭を感じられるほどの近さになると、ジュリエットは鼻腔に異変を感じた。ツンと尖った独特の香り……が、キャメロンから漂ってくる。

「キャメロン……お酒を飲んでいるのですか？」

　単純な質問のつもりだったが、もしかしたら批判がましく聞こえてしまったかもしれない。

　キャメロンは皮肉っぽい笑みを唇に浮かべた。

「そうだ。君の夫はだらしなく酒を飲んでふらふらと寝室に戻ってきた……。離縁したいかい？　残念だったな。デラルトンの法律ではそういうわけにはいかないんだ」

　なにがおかしいのか、キャメロンはここで悪魔じみた笑い声を上げた。しかし目は笑っていない。

「少なくともデラルトンの法律はわたしの味方なわけだ」

「わ……わたしだってあなたの味方です。今日は盗賊騒ぎがあったうえに、なかなか戻ってきてくれないから心配して……」

「心配？　そうか、その手があったな。君が未亡人になればクリストファーにも二度目のチャンスがあったかもしれないのに」

　これには、さすがのジュリエットもカッとなった。このひとはジュリエットを疑っている。もちろんその原因はジュリエットにあるとしても ──こんなふうに嫌味を言われるのは胸が痛んだ。

「残念だったな。悪いがわたしはピンピンしているよ」

「皮肉はやめてください。今夜はあなたと話がしたかったのに……これでは無理です……」

　キャメロンはもうジュリエットの目の前に来ていた。

　夫に肩を掴まれる覚悟でいたのに……いや、むしろ、それをなかば期待していたのに……キャメロンはあっさりとジュリエットをすり抜ける。

　そしてどさりと寝台の縁に腰を下ろした。

　彼の体重を受けて寝台がたわみ、シーツが深い波を刻む。ジュリエットは振り向いて、酒気を帯びた夫を見つめた。

　こんなキャメロンははじめてだった。

　いつだって完璧で、威厳に満ちていて、誇り高いのが彼だったのに。婚礼の儀式の後に一杯か二杯の葡萄酒を口にしたのは見たが、それ以降、彼が酒の匂いをさせてきたことはなかった。それが今夜のキャメロンは強い蒸留酒の匂いを漂わせて、乱れた髪と服装で寝台に座っている。

　その瞳はどこか濁っていて、憑かれたようにジュリエットを見据えていた。

「キャメロン──」

「その『話』とやらをする前に」

　キャメロンは片手を上げて、ジュリエットの言葉を遮った。

「……わたしの話を聞いてくれ。わたしを捨てる前に、君に知っていてほしいことがある」

　──捨てる？

　ジュリエットがキャメロンを？

「あなたは酔っているんです……。どうしてそんな……」

「ああ、ジュリエット。あまりわたしを買いかぶらないでくれ。妻が故郷に残してきた想い人の話をするのを、シラフで聞いていられるほど聖人ではないんだ。だから今晩は飲んだ。浴びるほど。しかしまだ足りない……」

　そう言いながら、キャメロンは立ち上がろうとした。

　しかし足元がふらつき、慌てて駆けつけたジュリエットにその長身を支えられる形になって、キャメロンは乾いた笑い声を漏らす。

「君はあまり図体ずうたいのでかい男は好きではなかったかな、ジュリエット。君は痩身で背の高過ぎない、穏やかな男が落ち着くと言っていたな……」

　ああ……。

　ジュリエットは確信した。

『Ｃ』は、やはりキャメロンだったのだ……。

　まだ文通をはじめたばかりのころ、お互いにどんな異性が理想か……という話をした。当時は終戦間際ほど戦局が緊迫しておらず、そういった他た愛あいのないやりとりをすることも多々あったのだ。

　ジュリエットは確かに、穏やかで知的で背の高過ぎない男性が一緒にいて落ち着くから好きだ、と答えた。

　クリストファー……いや、キャメロンは、なんと言っていただろう……。

　すぐに思い出して、ジュリエットは呆然とささやいた。

「『君のように、穏やかで優しい女性が……』……」

　好きだ、と。

「そうだ。やっと気づいてくれたようだな、ジュリエット。いや、『Ｊ』……」

「わたし……」

「驚かないんだな。わたしとのやりとりなど、君にとっては取るに足りないことだったか」

　キャメロンは確かに酔っていたが、その口調は明瞭だった。ただジュリエットに寄り掛かってくる体重はいつもより重くて、まるで甘えるように……もしくはすがるように、体をすり寄せてくる。普段のキャメロンならしない行動だった。

「そんなことありません。聞いて、キャメロン、今夜わたしが話したかったのは──」

「しっ」

　キャメロンは人差し指を立ててジュリエットの唇に当てた。

「まだ聞きたくない。言っただろう、君に知っていてほしいことがあると。わたしでない男を選ぶ前に、わたしの心も見てくれ」

　彼の顔が近づいてくる。

　ジュリエットは酒の匂いが苦手だったのに、キャメロンの息と混じったその芳香は、鼻腔を痺れさせるような甘美なものだった。このままこのひとの吐息に溺れていたい……でもキャメロンは誤解している。

　しなだれかかってくる夫の大きな体を支えながら、彼の背中に腕を回してぎゅっと抱きしめた。言葉で伝えられないなら、せめて行動で示したかった。文通をしていたときは紙の上に記された言葉だけが頼りだったけれど、今はお互いの肉体がある。

　キャメロンはまた低い声で短い笑い声を漏らした。

　もしかしたらジュリエットの夫は、酒を帯びると笑い上戸になるのかもしれない。そんな小さな事実をひとつ知ることができて、ジュリエットの胸は切なくうずいた。

　これからもっと、このひとを知りたい。

　生身の彼を。

　クリストファーでも『Ｃ』でもない、キャメロンを。

　このひとにどんな過去があり、どんな夢を抱え、どうやって未来を生きていくのか……知りたい。

　そしてなによりも彼の隣で、そのすべてを共にできる伴侶になれたらと、心の底から願う。

「じゃあ、見せてください。あなたの心を。キャメロン……」

　ジュリエットが乞うと、キャメロンは彼女をきつく抱き返した。

「今日、大聖堂で君を抱いたとき、すべてが完璧だった。君はその柔らかい体でわたしの欲望に応えてくれた。その甘い声でわたしの名前をささやいてくれた。その可愛らしい瞳にわたしの姿を映してくれた。わたしは──」

　キャメロンの声がわずかに震えた気がした。

　まるで音がふたつに割れたように、低音と高音が混じる。涙を堪えているとき、こんな声になることがある。

　キャメロンの焦燥が血潮にまで流れ込んでくるようで、ジュリエットの心臓はそれこそふたつに切り裂かれたように痛んだ。

「君の過去の男に嫉妬して、今のわたしたちの関係を汚す必要はないと……思うことができた。少なくともわたしには君の未来がある。あの大聖堂で得た婚姻の誓いがある。きっかけはなんでも、君はわたしの妻なのだから」

「キャメロン……わたしは、」

「それがどうだ。君はなんと言っただろうか？　『お話ししなくちゃいけないことがある』だったか？　生あい憎にく、奴やつについての『お話』とやらを正気で聞けるだけの忍耐を、わたしは持ち合わせていないんだ。いないんだよ……」

　ここでまたキャメロンは乾いた笑い声を漏らす。

　しかし皮肉めいたものではなく、疲れ切ってやつれたような声……。

　クリストファー云うん々ぬん以前に、キャメロンは今日一日を盗賊伐倒のために費やしている。こんなすれ違いは一刻も早く終わらせて、彼の疲れを労ってあげたいのに、ジュリエットが口を開こうとするとキャメロンはすぐそれを阻止しようとする。

　頑固だ。思った以上に、頑固なひとだ。

　──でもそれを愛しいと思った。

「君に見せたいものがある」

　キャメロンはそう言って、わずかにふらつく足取りで寝室の壁に備えつけられている執務机に向かった。

　真鍮しんちゅうの取っ手のついた引き出しが数段あり、キャメロンは屈んで、最も低い段を開く。

　いくつかインク壺などが几帳面に整頓されている以外は何の変哲もない引き出しだったが、キャメロンが慣れた手つきで底板をいじると、そこには隠し箱があった。

　キャメロンはそっと紙の束を取り出した。

「それは……わたしの……」

　キャメロンは肩越しにジュリエットを振り返って、切なげな微笑を浮かべた。

「いいや、わたしのものだ。君には返さないよ。せめてこれだけは……誰にも渡さない」

　数年に渡り、ジュリエットがクリストファー……いや、キャメロンにしたためた手紙が、彼らしい丁寧さで綺麗に重ねられて、赤い紐で束ねられている。

　一番上にある最初の一枚には見覚えがあった。

　ジュリエットが最初に書いた手紙……。本の遊び紙を切り取った、あの書簡だ。

　キャメロンはその手紙の束を大切そうに持ち、寝台に戻った。縁に腰掛けると、ジュリエットを手招きして隣に座るよう促す。

　ジュリエットは素直に夫に従った。

　すとんとシーツの上に座り、隣にいるデラルトン皇帝の青い瞳を覗き込むと、彼は静かにジュリエットを見つめていた。

「まず最初に──わたしはおいそれと自分の心情を他人に語る種類の人間ではない。それを知ってほしい。わたしたちの文通は、君にとってはなにげないやり取りに過ぎなかったのかもしれないが……わたしには自分の胸を切り裂いて心臓を取り出すくらいの勇気と……信頼のいるものだった」

「勇気？　あなたが？」

「わたしは英雄でもなんでもないんだよ、ジュリエット。たまたま父の息子に生まれついてしまっただけの、平凡でつまらない男だ。いつもそう感じていた」

　そんなことはない。

　本来なら王城で贅ぜい沢たく三ざん昧まいすることのできたひとが、十九年も騎士や武人と共に血や汗を流してきたのだ。最終的には将軍の地位まで昇りつめているというのに、キャメロンは自慢の類をたったの一度もしたことがない。騎士たちがどれだけこの新皇帝を慕い、頼りにしているかを目にするにつけ、彼の将軍の地位は決して「皇太子だから」という理由で授かったものではないことを確信する。

「あなたは勇気のあるひとです。それに……誰よりも優しくて真面目で……素晴らしいひとだわ」

　ジュリエットの口は勝手にそうささやいていた。

　キャメロンは静かに「ありがとう」と答えた。

「そして君の言う『素晴らしいひと』であるのと同じくらい、素晴らしい夫になれたらと思うよ」

「キャメロン──」

「とにかく」

　キャメロンは乾いた咳払いをひとつして、またしてもジュリエットの言葉を遮った。

「君からの手紙は長い間、わたしの心の拠よりどころだった。暗闇に差すひと筋の光だった。最初の手紙を国境の森に残した時、わたしは将軍と呼ばれる立場になったばかりで、自分の肩に乗った責任の重さに苦しんでいた。何千……いや、何万の命がわたしの声ひとつで散ることさえある……」

　キャメロンは決して口下手ではなかったが、おしゃべりとはいいがたい。しかし今夜のキャメロンは饒舌じょうぜつだった。まるでずっと胸につかえていたものを吐き出すかのように、妻に真実を語った。




　たまたま国境沿いに駐屯していた最初の数回をのぞき、あの森には信頼できる使者を送っていたということ。

　一年を過ぎた頃、『Ｊ』の正体を探るため密偵を放ったこと……。




　これにジュリエットは驚いた。キャメロンは文通一年を過ぎたころ、すでにジュリエットの正体を知っていたのだ。義母に疎まれ、森の奥に半幽閉された敵国の第三王女が相手らしい……と。

「悪く思わないでほしい。しかしわたしは君の意向を探る必要があった」

　密偵は陰からジュリエットをしばらく探り、その動向を数ヶ月に渡りキャメロンに逐一報告した。結果は白。ジュリエットは大人しく森の奥の塔で過ごしているか、最寄りの町の診療所や教会の孤児院で奉仕している。中央との繋がりはほとんど見当たらない……。

「密偵に君の外見的な特徴を語らせ、画家に肖像画を描かせた」

　キャメロンは淡々と語った。

「君がはじめてデラルトン王城に到着した時……わたしは遠くから君を見ていた。君は本当にあの肖像画のように美しいのだろうか？　わたしが心惹かれたあの穏やかな微笑は、画家の想像の産物なのだろうか？　それとも……」

　ジュリエットが唖あ然ぜんとしていると、キャメロンは愛情のこもった瞳で彼女の顔を覗き込む。

「それとも……？」

「答えは、君は肖像画などよりずっと美しかった。たったひとりで、ひと回りも歳の違う敵国の皇帝に嫁がされにきたというのに、凛と背を伸ばして。わたしはすでに手紙の中の君に惹かれていたが、あの瞬間、わたしは完全に恋に落ちたんだ」

　キャメロンの片手がそっとジュリエットの頬に添えられる。

　彼の掌てのひらは熱かった。でも、彼の視線はもっと熱い。

「勝利したのはデラルトンだ。しかし、はじめて君を目にした瞬間、わたしは君に負けたと思った。君には敵わないと。この美しくて勇気のある女性の夫として、わたしは生涯君に尽くすことになるのだろうとね。それに文句があるわけではないよ。ぜひそうしたいと思っている。今でも」

　キャメロンの顔が近づいてきて、ふたりの額がこつんと当たった。

「君にはすぐ、わたしが『Ｃ』であることを伝えるつもりだった。初夜のすぐ後に。それがどうだ。君の心にはクリストファーなる男がいるらしいとわかって、なにも言えなくなったんだ」

　キャメロンの告白に驚いている自分と、ずっと抱えていた疑問に答えが得られたことに納得している自分とがいた。ジュリエットはもう黙っていられなかった。

「お願いだから、わたしの話も聞いてください」

　もちろん、キャメロンはまたジュリエットを遮ろうとした。

　ジュリエットはついさっきキャメロンがしたのと同じように、人差し指を立てて、彼の唇に当てて「しっ」とささやいた。

「わたしにとっても、あなたとの文通は大切でした。わたしは森の奥に捨てられた、いらない王女だったんです。あなたの言葉はわたしに生きる意味を与えてくれました。あなたが時々わたしに……『Ｊ』に甘えてくれるのが本当に嬉しかったの」

「そうだろうか」

「そうです。でもそれ以上に、わたしはあなたの誇り高さや優しさや……時々見せてくれる弱さ……そういったものに惹かれたんです。きっと恋をしていたの。あなたの顔も知らなかったのに」

　この時キャメロンが見せた顔を、ジュリエットはきっと一生忘れないだろう。

　喜びと混乱が混じった奇妙な表情で、キャメロンのような端正な顔つきでなければ少々見苦しいくらいだったのだろうけれど……彼がすると可愛かった。

「クリストファーと同じくらいには、好いてもらえていただろうか？」

　まるで同情を引こうとしている仔犬のような瞳で見つめられて、ジュリエットの胸は高鳴る。

「ええ。クリストファーとまったく同じだけ、あなたを好きになりました」

「ふうん……。あまり慰めにはならないな」

　酒のせいか、それとも凛とした皇帝の仮面をはぎ取ったせいか、キャメロンの口調はだいぶくだけていた。そしてそれを愛しく思った。

「嫉妬ですか？」

　ジュリエットは夫をからかう。

「慣れ親しんだ君の筆跡で書かれた他の男の名前を見るまで、わたしは自分がこれほど嫉妬深い男だとは知らなかった。覚悟しておいてくれ。わたしはこれから世界中のクリストファーと名のつく男に決闘を申し込んでくるつもりでいる」

「でも、そんな必要はないんです」

「なぜ？　君の優男クリストファーは剣を持つこともできない臆病者かな」

「いいえ。わたしのクリストファーは強いと思いますよ。実際に剣を持ったところを見たわけではないですけど。でも、十三歳から騎士の真ま似ね事をして、十六歳ですでに軍部に入り、十九年もいて将軍にまでなったというくらいですから……腕は立つのではないかしら」

　──沈黙。

　キャメロンがごくりと喉を鳴らす音がして、さらに数秒の沈黙。

「……わたしはなにか聞き間違いをしたのだろうか？」

「いいえ、キャメロン。クリストファーというのは『Ｃ』のことなんです。あなたなの」

　またさらに沈黙が落ちる。

　キャメロンの驚愕の表情にいたたまれなくなって、ジュリエットは慌てて説明を続けた。

「わたしは……戦争が終わったらあなた……つまり、『Ｃ』に……会えるかもしれないと思っていたんです。でも急な呼び出しがあって、新しいデラルトン皇帝との政略結婚を告げられて、思い出の手紙さえ持ち出すことも叶わず輿入れすることになりました」

　キャメロンはまだ黙っている。

　ただ、彼の喉仏と胸が呼吸に合わせて大きく上下していた。

「だから『Ｃ』への憧れは諦めなくちゃいけないんだと悟りました。わたしが結婚するひとは一国の皇帝で、おまけに軍部の最高指揮者で、わたしの『Ｃ』はそこに仕えていたはずですから。曲がりなりにも元敵国の王女で、これから皇妃となる女と文通をしていたなどと知られたら、彼はきっと厳罰を受けるでしょう……」

　キャメロンはまだなにも言わなかったが、うなるような低い音を喉の奥から漏らした。

「でもせめて……思い出の彼にひとらしい名前が欲しかったんです。ただ『Ｃ』なんて寂しいわ。いくつか候補を考えましたけど……クリストファーが一番しっくりくる気がして」

　今夜ジュリエットは、キャメロンの帰りを待つために寝室に多めの蠟燭を灯していた。それでも、そのうちのひとつがジュッと音を立てて消えると、辺りが仄暗くなる。

　ジュリエットはしばらくキャメロンがなにか言ってくれるのを待ったが、しばらく静かなままだった。

　ジュリエットは片手を伸ばし、キャメロンの髪にそっと触れた。なんとなく肌に触れるより親密な気のするその接触に、キャメロンは熱いため息を吐く。

「あなたが素敵なひとだったから、忘れられると思ったんです。忘れなくちゃと。それで初夜の前にさよならの手紙を書いて……お別れすることにしたの。その紙をあなたが見つけてしまったんです」

　キャメロンの手がジュリエットの腕を掴んで、動きを止めた。

　ふたりはじっと見つめ合った。

　間近に迫るデラルトン皇帝キャメロン・ド・デラルーシから、目を離せなかった。

　彼はまるで太陽のようなひとだと、ぼんやりと思う。眩しくて熱くて、油断をしていたら焼かれてしまう。でもなによりも強くジュリエットを温めてくれる。

「……どうして今朝、すぐ言ってくれなかったんだ？」

「あなたの……つまり、『Ｃ』の安全のためです。もし彼があなた以外の臣下や部下だったとして、敵国の王女と秘密裏に書簡を交わしていたのを無罪放免にしますか？　しないでしょう？」

「確かに。ただ、言い分くらいは聞くよ。わたしはそこまで暴君ではないつもりだ」

「でも……嫉妬深い夫じゃないですか？」

「ああ。とても、ね」

　キャメロンはあっさりと認めた……のが可笑おかしくて、ジュリエットは笑ってしまう。

「笑い事ではないよ、ジュリエット。君はかなり厄介な配偶者に捕まってしまったことを自覚するべきだ。これからは特に……わたしを躊躇ちゅうちょさせる誤解はもうなくなったのだから」

　と、指摘するキャメロンもまた、その端正な顔に笑みを浮かべていた。

　胸の奥につかえていた重くて暗いなにかが、すぅっと溶けていく。

　キャメロンは両手でジュリエットの頬を包んで、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　しばらくすれ違ったとはいえ、ジュリエットはすでに心身共にキャメロンの妻だ。彼の口づけの仕方はわかっている。ジュリエットはわずかに首を横に傾け、うっすらと唇を開いて、彼からの接吻を受け入れた。

「ん……」

　キャメロンの舌がジュリエットの口内に入ってくる。深過ぎず、しかし浅過ぎず、くすぐるように舌を絡めてから……激しく執拗にジュリエットの息を奪う。

　ふたりの間にあった手紙の束が、するりと床に落ちた。

　寝台はぎしりと乾いた音を立て、夫婦の動きに縁をたわませる。

　キャメロンがジュリエットの体をぞんざいに扱ったことは一度もなかったが、それでも今夜の彼はいつもよりさらに丁寧に、ゆっくり時間をかけて、崇あがめるように、妻の寝間着を脱がせた。そして寝台の中央にジュリエットを運び、横たえる。

「わ……わたしだけ裸なのは……ずるいです」

　一糸纏わぬ姿を、あまりにも真っ直ぐな水色の瞳にじっと見つめられて、ジュリエットは掌で胸を覆った。羞恥というより、これからふたりの間に起こることへの期待が、ジュリエットの肌を火照らせる。

「あ……ふぅ……っ！」

　キャメロンは妻の手首を掴まえて胸からどけると、ふるりと現れた乳房のひとつを口に含んで吸い上げた。きゅうっとお腹の奥が切なくうずき、股の間が熱を持つ。

　舌と歯と吸引によりたっぷりとジュリエットの胸を味わったキャメロンは、仕上げに、ツンと固くなった蕾をチロチロと舐めながらささやいた。

「心配しなくても……わたしもすぐに服を脱ぐよ……」

「あ……ぅ……あぁ……」

「ずっと君の夢を見ていた。戦場で……野営地で……。昼も夜も。いつか君を呼び寄せ……わたしの妻として迎え……こうして君の快楽のために尽くす……夢を」

　舌と吐息が、ジュリエットの敏感な乳首をいじめるように弄ぶ。キャメロンの片手はすでにジュリエットの陰毛に届いていて、そこを優しくいじっていた。

　人差し指の先がジュリエットのあわいをなぞりはじめ、濡れていることを確認すると、つぷりと蜜道に侵入してくる。

　ジュリエットはびくりと震えて背筋を弓形にした。

「いつしか……わたしの戦う理由は、君になっていた……。わかるかい？　あの戦争が終われば……我々が勝利すれば……和平への保証を口実に、君を妻に迎えられる、と」

「んぁ……ふ──っ、そ……そこ、は」

「つまり戦争を終わらせたのは君なんだよ。わたしの君への想いが……君の存在が、我々に平和をもたらしたことになる……」

　にわかには信じられない告白を受けて、ジュリエットの体はさらに感度を増した。体のあちこちがキャメロンの唾液に濡れていく。舐められて、吸われて、くすぐられて。

　いったい、いつまで正気でいられるだろう……？

　ジュリエットはすでに恥じらいを手放していた。キャメロンの愛撫に全身を預け、彼の言葉に翻弄されて、シーツの波に溺れている。

　キャメロンはもうそれ以上なにも語らなかった。

　一瞬だけジュリエットの体から離れると、服を脱ぎ捨てて鍛え上げられた見事な肉体を晒す。その美しさにジュリエットが感嘆のため息を吐き終える前に、キャメロンはすでに彼女の上に覆い被さっていた。

「ああ……っ！」

　午前中に大聖堂で与えられた絶頂の余韻がまだわずかに残っている蜜壺に、硬く滾たぎったキャメロンの欲望の剣がずぶりと埋め込まれる。大きくて熱いそれに貫かれて、一気に奥まで支配される圧にジュリエットは震えた。

　キャメロンの愛撫はひたすらに優しい。

　でも、この瞬間だけは……この瞬間からは……キャメロンは残忍なほど激しくなった。心を尽くした細やかな前戯は、彼なりのジュリエットへの償いなのではないかと思えるほど、一度彼女の中に入ったキャメロンは激烈だった。

「あぅ……ひっ……ぁ……」

　キャメロンはひたすらにジュリエットの中を穿つことに淫していた。

　まるで、ジュリエットの中に、彼がずっと探していた疑問の答えが隠されているかのように。彼はその答えを求めて、ジュリエットの最奥を突き続けているようだった──激しく。強く。全身全霊を傾けて。

「あ……キャ……キャメロ……」

「しっ、黙って」

　肌に汗をにじませながらジュリエットを奪うキャメロンは、艶美で色香に溢れていた。

　愛する男性にこれほどまで深く求められていることが、ジュリエットに喜びと自信を与えてくれる。ジュリエットはもう森の奥に捨てられた不遇の第三王女ではない。皇妃だ。そしてなによりも、キャメロンの伴侶だった。

　揺すぶられる体を持て余しながら、ジュリエットはぎゅっとキャメロンの背中を抱く。

「んぁ……も、もう──ぁ」

　ふたりの裸体がさらに密に重なって、官能はさらに深まり続けた。

　与えること。求めること。受け入れること。

　この愛の行為には、そのすべてがあった。

　キャメロンの肉棒がさらに質量を増して抽送の速度が上がると、ジュリエットは耐えきれずに絶頂を迎えた。あり得ないほどの快感がジュリエットの肢体を痺れさせる。

　切なくひくつく妻の中をさらに穿つと、キャメロンはくぐもった咆ほう哮こうと共に大量の白濁を飛ばした。

「あ…………ぅ……」

「ジュリエット……くそ、君は……もう……」

　どくどくと体内に注ぎ込まれる吐精を、ジュリエットの淫部は健気けなげに受け入れ、呑み込んでいる。

　キャメロンは強くジュリエットを抱き寄せた。息が苦しくなるほどの抱擁に身を任せ、ジュリエットはそっと目を閉じる。

「もう君を離すものか、『Ｊ』……」

　キャメロンがかすれた声でそうつぶやくのが、鼓膜をくすぐった。ジュリエットの口元が綻ぶ。

「あなたが好きです。キャメロン……『Ｃ』……呼び名はなんでも」

「わたしもだよ、ジュリエット。君を愛している。そしてこれからさらに深く君を愛することになる。感じるんだ」

　その夜は静かに明けていった。

　すべてが完璧に思えた、思い出の夜。
















　　　第七章







　春だった季節が夏に移り変わるのは早かった。

　ジュリエットが城の外に出る機会は多くなかったが、それでも時々城下町への慰問や、近隣の教会の奉仕行事に参加している。

「ジュリエット様の努力のおかげで、わたしたちのサリヴァン王国への心象は少しずつ回復しておりますよ」

　と、リサは言ってくれているが、実際のところはどうだろう。

　ジュリエットにできるのは、長かった紛争の傷痕を宥めることくらいだ。慰め程度にしかならない。

　それでも、デラルトンはサリヴァン王国の王女であったジュリエットに寛容だった。勝者の余裕がそうさせるのかもしれないし、キャメロンがそう国中に言い渡しているからかもしれない。

　とにかく、例の『クリストファー』の誤解が解けてからのキャメロンは、ジュリエットに降るような愛情を注いでいた。そこに公私の別はあまりなく、昼も、夜も、ジュリエットは夫の愛に包まれていた。

　当初は、デラルトン皇帝の急激な変わり身ぶりを訝しがる筋もあったという。将軍としてのキャメロンは寡黙で、軍部以外の人前にほどんど姿を表さなかったし、皇帝に即位してからも、有能ではあるがあまり感情を表さない近寄りがたい人物だと思われていた。

　それが、ジュリエットと一緒になってからのキャメロンは人前で笑顔を見せることが多くなった。

　時間が許す限り城内や城下町にジュリエットを連れて、人々と交わろうとする。そういう時、ジュリエットの柔和で人懐こい性格はキャメロンの助けになった。その浮世離れした偉丈夫ぶりもあって、キャメロン単体は近寄りがたいのだが、ジュリエットが隣にいると親近感が湧くらしかった。

　ふた月以上経ってしまった今では、すでに城の名物となってしまっている感がある。

「キャメロン様は即位なさるまでずっと戦地にいらっしゃったので、わたしたちにとっても、少し怖い……よくわからない存在だったんです。あまり口数の多いお方でもありませんし」

　というのは、リサの言だった。

　彼女は本当によく城内の事情を知っている。

　ジュリエットはそれによく助けられたが、同時に、キャメロンとの夜の営みについての噂が使用人勢の間に色々と出回っているのも、実は彼女のせいではないかと睨にらんでいる。

「……でも、ジュリエット様に夢中になり出してからの陛下は、人間らしくて親しみが持てるようになったと評判ですのよ」

　リサはそう説明して、まるですべては彼女の功績であるとでも言いたげな、誇らしげな笑みを浮かべていた。

　でも、悪い気はしない。まったくもって、悪い気はしなかった。

　──これはそんな日々にはじまる。







　ある晩、城の大食堂での夕食をすませたジュリエットとキャメロンは、一緒に寝室に戻った。

　そう、ジュリエットはもう、ひとりで寂しくキャメロンの帰りを寝室で待っている身ではないのだ。

　キャメロンは三度の食事をふくめ、時間の許す限りジュリエットと過ごしたがったから、その宵もふたりは一緒だった。




「エルディーグまで慰問に行きたい？」

　寝室に入って、ふたりきりになってすぐ、ジュリエットは明日の計画をキャメロンに告げた。

「ええ……いつもより少し遠いですけど、とても綺麗な街だと聞きました。そこにある孤児院を訪ねられたらと思って」

「確かにエルディーグは美しいが──」

　キャメロンは頭部に指を走らせ、丁寧に後ろに撫でつけてあった髪を無造作に下ろした。

　彼の金髪は深みのある色味なので、光の加減によっては銅のような鈍い輝きを放つ。

　すでに見慣れてもいい頃だと思うのに、ジュリエットはいつもその高貴さに見惚れてしまう。

　キャメロンは、ぼうっと呆ほうけて夫の動きを見つめているジュリエットを見下ろし、微笑を浮かべた。

「君がそこまでする必要はないよ。明日は執務で、一緒に行ってやることはできない。ひとりであまり遠くへは行かせたくないんだ」

「もちろん、ひとりではありませんよ。あなたがわたしのために編成してくれたあの大仰な護衛騎士団についてきてもらいますし、リサかサマンサのどちらかも連れていくつもりです。ね、いいでしょう？」

　ジュリエットは甘えてみた。

　──いつも一緒に……とはいっても、キャメロンは多忙だ。時間は限られている。

　ジュリエットは最近、城下町から離れた場所にも少しずつ訪れはじめ、その小さな旅に喜びを見出していた。デラルトンの自然や街並みは美しかったし、知らない人々に出会えるのは本当に楽しかった。

　なんといってもジュリエットは、母国では半幽閉の身だったのだ。

「君は、日に日にわたしに甘えるのが上手くなっていくな」

　キャメロンの大きな手がジュリエットの頬を撫でた。

「それは……いいことですか？　悪いことですか？」

　喉を鳴らして甘える猫のように、ジュリエットは彼の手に頬を押しつけた。

　時間は甘やかに流れ、こんななにげない触れ合いさえ、ジュリエットの体の奥を熱くさせる。

「素晴らしいことだよ。わたしはずっと君とのこんな日々を夢見てきた。言っただろう？」

　そっと胸元に引き寄せられると、衣服越しにキャメロンの男性的な香りが鼻腔を刺激する。

　キャメロンは長身なだけでなく、そもそもの体つきが骨太で男らしく、こうして目の前に立っていると大きな壁に守られているような気分になった。

　しばらく互いの温もりを味わうようにじっと抱き合っていたが、キャメロンの手は次第にゆっくりと下がっていき、ジュリエットの腰の後ろをぐっと掴まえる。下半身が密着すると、キャメロンの剛直がジュリエットの下腹部に食い込んだ。

　彼のものは痛いくらいに硬くなっていた。

「キャメロン……」

「君を抱きたい」

　これ以上ないくらいにシンプルに求められて、ジュリエットの鼓動は急く。

　すでに数え切れないほど体を重ねているのに、キャメロンは毎回、まるではじめてのように丁寧にジュリエットを愛した。その中にはびっくりするような大胆な愛の行為もあって、ジュリエットはいつだって彼の情念の深さに驚かされる。

　それに……彼が『Ｃ』だとわかってからは、ジュリエットは別の羞恥に囚とらわれることがあった。

（あの彼が……こんな風に女性を抱くなんて……）

　信じられなかった。

　あの誠実で真面目で、きっちりと手紙の角を合わせて畳む几帳面な堅物……だと思っていた彼が、大胆に情熱的に……時には少し癖のある倒錯的なやり方でジュリエットを抱く。

　キャメロンは、ジュリエットをぎりぎりまで焦らしてから抱くのが好きだった。そして、数え切れないくらいの赤い刻印をジュリエットの肌に散らすことを、まるで儀式のように忠実に毎晩繰り返した。

「……抱いてください。わたしの……ナカを……あなたのもので満たして、ください……」

　こうして自分が乞うことで彼が興奮するのを、ジュリエットはもう知っている。

　腹部にめり込んでいた彼のモノがさらに質量と硬度を増す。

　ジュリエットはすがるようにキャメロンに抱きついた。彼の肉棒の先に透明な粘液が漏れ出す様子を、ジュリエットは想像することができる。

　ふたりは口づけを交わした。

　それはもう、キャメロンが一方的にジュリエットの息を奪うようなものではない。

　互いを求め合う、夫婦の接吻だ。口の中に入ってくるキャメロンの舌に、ジュリエットは自分の舌の先を控えめに絡める。唇をついばみ、角度を変えて……キャメロンは徐々にジュリエットに覆い被さっていく。

　ジュリエットが立っていられない角度になると、キャメロンは彼女を抱き上げた。

「寝台の上がいいかな。それとも……我が妻は長椅子が好きだろうか……？」

「あ……あなたが好きな場所で……」

「ああ、ジュリエット」

　キャメロンはジュリエットの耳元でくすりと笑った。

　熱い吐息が耳たぶをくすぐって、ジュリエットはその感覚だけでびくりと震え、痺れてしまう。

「わたしは、君の中に入れるなら場所などどこでも構わない……。どこだって天国だ。君はわたしのエデンの園なんだ」

　結局、キャメロンはそのままジュリエットを寝台へ運んだ。

　しかし、すぐにシーツの波に沈められると思ったのに、彼はジュリエットを縁に座らせ、自らは床にひざまずいた。

「なにを…………きゃっ」

　キャメロンはジュリエットの脚を開かせると、慣れた手つきでスカートの中の女性用の下着を引き下ろした。

　そのまま控えめな陰毛に守られた秘部に舌を走らせる。

「ま……待って……いきなり……ぁ」

　キャメロンはいつもは胸への愛撫からはじめる。だから、いきなりの肉襞への刺激にジュリエットはうろたえた。

「は……う……んぁっ」

　首を仰のけ反ぞらせ、空気を求めてあえぐ。

　キャメロンを知れば知るほど、ジュリエットは彼に惹かれた。美しい外見は、文字通りただの外見にすぎない。彼が美しいのはその内面だった。高潔で、誇り高く、まさに民の上に立つべき者……でも同時に、彼は驚くくらい真面目で、誠実で、努力家だった。

　城の住人や騎士たち、時には外国からの来賓までもがデラルトン新皇帝キャメロンに対して尊敬の念を表す。そのたびに、ジュリエットは誇らしさと一緒に、一種の戸惑いを感じてしまう。

　──このひとと秘密の文通を交わして、彼を身近に感じていただなんて、なんて身の程知らずだったの……と。

　彼が前皇帝と折り合いが悪かったというのも、理解できる気がした。父は息子を恐れていたのだろう……とても敵わないと、わかっていたから。

「キャメ……ロン……」

「君は甘くて、柔らかい」

　ジュリエットの花弁と、その中に潜む敏感な陰核が舐め尽くされていく。蜜壺からはとろりと透明な液が垂れて、すでに準備ができていることをキャメロンに伝えていた。

　閉じてしまいそうになる太ももをぐっと押し広げられ、ジュリエットは息を呑んだ。

「辛かったら……言ってくれ。今夜は少し……乱暴になるかもしれない」

　ジュリエットの足の間に顔をうずめたまま、キャメロンがささやく。

「それが……あなたの望みなら」

　覚悟を決めて、ジュリエットは答えた。

　本当に激しい時のキャメロンは熾し烈れつで、彼が元武人だったことを思い知らされることになる。彼の体力は無尽蔵で、ジュリエットは密事の途中で気絶するように眠ってしまうことさえあった。

　そんな彼がわざわざ忠告するくらいなのだから……今夜はきっと熱烈になる。

　ジュリエットは頬を火照らせて肩で息をしながら、キャメロンの頭に手を伸ばして、彼の髪に指を通した。

　それが着火点だった。

　キャメロンは油を得た炎のように激しく、熱く、ジュリエットを愛し尽くした。情炎に体を燃やされてしまうかと思うほどの熱量をその身に刻まれ、ジュリエットはすすり泣く。

　その晩、キャメロンはジュリエットの中で三度果てた。

　ジュリエットが何回の絶頂を迎えたかは……もう、数えることさえ放棄していた。




　事後のまどろみの中でジュリエットがうとうとしていると、キャメロンがそっと彼女の頬を撫でた。

「わたしがどれほど君を想っていたか……君には想像できないだろうな」

　彼らしくない、ぼそぼそとしたか細い声でキャメロンがつぶやいた。

　何度も導かれた絶頂の余韻で、ジュリエットの意識はとろんとしている。眠気も手伝い、ジュリエットは思わず小さなあくびをしてしまった。

　キャメロンがそれを笑う。

「そんなに退屈な話かな？」

「もう……。あれだけ……激しかったあとで、疲れてしまっただけです」

「そうだな。無理をさせてすまなかった。もう休むといい……明日は早くなるだろう」

　つまり、明日のエルディーグ慰問を許可してくれたという意味だ。ジュリエットはパッと目を輝かせた。

　キャメロンは逆に目を細める。

「本音を言えば、あまり遠くへは行ってほしくないよ。不審な盗賊も何度か現れたばかりだ。護衛を増やしておこう」

　寝台の上でキャメロンが裸体を横にして、片肘を立てて手に顎を置いた。

　もちろんジュリエットも裸のままだ。

　ふたりを包むのは白いシーツだけで、服はすべて床に散らばっている。このまま眠ってしまいたいくらいに疲れていたが、キャメロンの瞳があまりにも真剣で、ジュリエットはなんとか彼に向き直った。

「すぐに帰ってくると約束します。わがままを言ってごめんなさい……」

「そうしてくれ。君が皇妃として慰問や慈善活動に力を入れてくれていることには、感謝している。君は得がたい伴侶だ。ただ……わたしは……君を国民と共有するには嫉妬深すぎるのかもしれない。もしくは過保護すぎるのか……」

　キャメロンは指先にジュリエットの髪をくるくると巻きつけ、いじっている。ジュリエットの髪は茶色で、あまり変哲のない色だ。自慢に思ったことはなかったのに、キャメロンはこの色が好きだとよく言った。

「……いつ頃から、わたしのことを好きだと思ってくれたんですか？」

　もしこんなに疲れていなければ自制しただろうけれど、その時のジュリエットは、思わずぽろりと質問してしまった。

　キャメロンはなにも答えずにじっとジュリエットを見つめた。

　彼の視線はいつもよりさらに真っ直ぐだった。沈黙が長くなると恥ずかしくなってきて、ジュリエットは慌て気味に喋り出した。

「わたしがデラルトン王城に来たのを見た時に恋に落ちたと言ってくださったけど、それは外見の話でしょう？　あの初夜から三日間……わたしたちは夜以外……あまり交流がなかったし……どこがいいと思ってくれたのかな、って」

　キャメロンはまだなにも言わない。

　なんて間抜けな質問をしてしまったんだろう？　まるで褒め言葉を期待している子供だ……。ジュリエットは羞恥にシーツを引き上げて顔を隠そうとした。

　キャメロンの手が伸びてきて、そんなジュリエットを止める。

「隠さないで」

「いえ……隠させてください。馬鹿な質問をしてしまいました。答えなくていいですから……」

「ジュリエット──」

　キャメロンは、聞かん坊な子供を諭そうとするような優しくも威厳のある調子で、妻の名を呼ぶ。一国を泥沼の紛争から勝利に導いた男の声だ。

　ジュリエットは観念してうぅっとうなった。

「と……時々……不安になるんです……。知れば知るほど、あなたがすごいひとだから……。ただ手紙で交流があっただけのわたしを、どうして……と」

　キャメロンの眉間に深い皺が寄り、喉仏が大きく動いた。

「わたしのなにが君を不安にさせたんだ？　なにか君を傷つけるようなことをしたか……言ったのか？」

「ち、違います。あなたのせいじゃないんです。わたしです。わたしは平凡な見た目で、地味ですから、あなたには釣り合わない気がして……いつも……」

「くそ……ジュリエット。君の控えめで驕おごらないところは、確かに美徳だ。わたしは君のそんなところも愛している。しかしその……平凡だとか地味だとかいう思い込みは、ただの刷り込みにすぎない。おおかた、君の義母や姉たちが吹き込んだのだろう？」

「それは……」

　確かに、母が亡くなるまで住んでいた王宮で、ジュリエットは耳が痛くなるほどそれらの悪口を例の三人から聞かされていた。

　母や、当時は母つきだったサマンサ、他の城の住人はそんなことはないと言ってくれていたが、あまりにも執拗なのでいつしか反論する気もなくなってきてしまったのだ。「その通りだ」と思い込むことで、風波を立てずに生きることができたから。

「たしかに派手ではないが……君は美しいよ。それを知っていてほしい」

「あ……りがとうございま、す……？」

「それから、わたしがいつ君に……つまり君の内面に……惹かれたのかという質問については──初夜のすぐ後だと言っておこう」

「え、ええ？」

　ジュリエットは裏返った妙な声を出してしまった。

　初夜のすぐ後といえば、ジュリエットがクリストファーの名前を書いた紙を残してしまったせいで、すれ違っていた時期だ。

　ジュリエットの疑問を、キャメロンはお見通しだったのだろう。彼は唇の端を皮肉っぽく上げた。

「もちろん君の優しさや思いやりの深さや知性には、手紙のやり取りをしていたころからずっと惹かれていた」

　と言って、キャメロンはまるで照れたように手で口元を覆った。照れたように……キャメロンが照れる！

　キャメロンは自嘲に似た薄い笑みを浮かべ、続けた。

「……わたしが、君とクリストファーの仲を誤解して、素っ気なく君を避けていた間……それでも君はなんとかして、わたしとの仲を改善しようと努力してくれていた。かといって、わたしに無理に説明を求めたり、ヒステリーを起こして怒ったりは一切せず、辛抱強く健気にわたしのすべてを受け入れてくれていた。あの三日間、わたしは度を過ぎたやり方で君を抱いたというのに」

「…………」

「わたしは、そんな君にますます溺れていった。同時に、そんな君が……君の心が……クリストファーのものであるのかもしれないと思うと、見苦しいほど嫉妬した。今となっては笑い話だが……」

　よっぽど呆けた顔をしていたのかも知れない。

　キャメロンは「こら」とジュリエットをとがめて、彼女の額を指で軽く弾いた。痛くはないが、じんと痺れて額に手を当てる。

「もう」

「それで、君は？　わたしに告白させておいて、君は黙っているつもりかい？」

「え……」

　キャメロンの瞳は、蠟燭の明かりしかない夜の寝室でもわかるくらいにはっきりと、楽しげにきらめいている。彼はジュリエットをからかっているのだ。そして彼女が戸惑うのを楽しんでいる。

「わたしの見てくれ以外にも、君が惹かれてくれたところがあるといいのだが」

　と言って、美しい金髪を手でかき上げ、軍神と見まごうばかりのたくましい胸板を惜しげもなく見せる。

　ジュリエットはときめくより笑ってしまった。

「もちろんあなたの外見はとても素敵だと思いますけど……どちらかというと完璧すぎて、恐れ多くなってしまうばかりで、わたしがあなたに惹かれた要因とは少し違います」

　キャメロンは片眉をわずかに上げた。

「わたしは完璧とは程遠いよ」

「ふふ。それこそ、あなたのお父様があなたに吹き込んだことではないですか？　わたしにとってあなたは完璧です。体も、心も、皇帝としての素質も……」

　ゆっくり、ゆっくりジュリエットが言葉を紡ぐのを、キャメロンは真剣に、辛抱強く聞いてくれていた。

　なぜ彼に惹かれたのか？　あまりにも自然なことすぎて、言葉にしようとすると難しい。

「あなたの……驕らないところ」

　そう、とりあえず一番最初に思い浮かんだことを口にしてみる。キャメロンは視線を泳がせた。

「別に、驕る理由がないだけだと思うが……。外見は母に似ただけで、皇帝なのは父の息子に生まれたからだ。わたしが自分で努力したわけじゃない。確かに軍ではそれなりに出世したが、他にやることがなかっただけだからな……」

「そういうところです。普通のひとなら、そのどれもを鼻にかけて傲慢になるものだわ。一度わたしの姉たちに会ってみるといいですよ」

「確かに君の姉君たちの噂は聞いたことがある。わたしは本当に賢い選択をした」

　ふたりは一緒になってくすくすと笑った。

「他には？」

　キャメロンが催促する。

「真面目で誠実なところ……。努力家で、でもそれをひとには見せない誇り高さがあって……臣下や国民を大切にしているところ」

「それ以外には？」

「もう。もっとあると信じて疑っていないんですね？　せっかく驕らないひとだと褒めたばかりなのに」

「今夜だけだ。今夜は……君の口から甘い言葉を聞きたい」

　こんなふうにキャメロンが甘えてくるのは、はじめてだった。ふたりの仲がどんどん打ち解けていくことが嬉しい。

　胸がいっぱいになって、ジュリエットはそっと愛しい人の頬に指で触れた。

　キャメロンの顔に笑みが広がる。

「あなたの愛情深いところです……。初夜の後に誤解していた時でも……わたしとの仲を諦めないでくれたこと。ありがとうございます」

　キャメロンは微笑んだまま、力強くうなずいた。キャメロンは頬に触れていたジュリエットの手をぎゅっと握ると、瞼を伏せて、掌の内側に忠誠の口づけをする。

「わたしが君を諦めることなどありえない……ジュリエット。わたしは多くを求める男ではないが、一度欲しいと思ったものだけは絶対に手放さない。そのひとつが君だ」

　静かな夏の夜だった。

　ふたりはそれから裸のまま抱き合って眠った。なんの虫の知らせも、悪い予感もなかったのに……それは起きてしまう。




　　　　　＊　＊　＊




　翌朝、まだ午前中の早い時間、デラルトン皇帝キャメロン・ド・デラルーシは深く眉間に皺を寄せて二枚の紙を見比べていた。

　──なんということだ。

　ある程度予想していたこととはいえ、二枚の異なる報告書にはどちらも最悪の事態が記されている。

「サリヴァン国王は気が触れてしまったとしか考えられません。元々好戦的な人物ではありましたが、過激派の後ろ盾を得て国の再建を目指すなど……狂気の沙汰」

　キャメロンの信頼できる右腕であり、キャメロンの即位と同時に宰相に抜擢ばってきした元軍人貴族ノードスが、怒りを抑えた声でそう指摘する。

　キャメロンはうなずいた。

　将軍として軍部を率いていたころから、キャメロンは無駄な軍事力より情報の力を重んじるやり方を貫いてきた。それは皇帝となった今でも変わらない。そんな彼の放った選よりすぐりの間諜たちの報告は、軒並みキャメロンの危惧していた事態が現実となりつつあることを示唆している。

「キャメロン様の返信に、サリヴァン国王は息もできぬほど憤怒していたとか……。届けた使者の話によれば、サリヴァン国王はその場で心臓発作を起こしてしまうのではないかと思った、とのことです」

「そうなってくれればよかったのだが」

「まったく」

　サリヴァン国王はすでに、二度、ジュリエットを帰国させる要請をキャメロンに送ってきている。表向きは一時的な帰国と謳うたっているが、そんな戯言を信じるほどキャメロンは無邪気ではない。
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　キャメロンは二行ほどの短く、簡潔で、断定的な返信を使者に送らせた。

　──ジュリエットはわたしのものだ。絶対に渡さない、と。

「我々はサリヴァンに多くの譲歩をしている。父の代で失った不凍港を取り返した以外、ほとんど制裁も行っていない」

「そして、ジュリエット様を娶った以外には、ですね」

　キャメロンの言葉にうなずきつつ、ノードスはつけ加えた。

　ノードスの声色になにか含みがあるのを感じて、キャメロンは鋭い視線をこの歳若き宰相に向けた。ノードスはキャメロンのふたつ年上に過ぎない。

　そう……前皇帝の崩御をきっかけに、デラルトン帝国は新しい時代を歩もうとしている。どうもサリヴァン王国は逆を行っているようだが……。

　キャメロンが欲しかったのは勝利ではない。

　疲弊していた国を立て直すための平和と……ジュリエットだけだ。

　ただ、被害を最小限に留め、一刻も早くジュリエットを妻に迎えたかったために、時期早々に停戦に漕こぎ着つけてしまったかもしれない自覚はあった。

　もっと時間をかけて、勝利を決定的にしておくべきだったのだ。

　サリヴァン国王はすでに一度、停戦条約を破っている。二度目がないとは言い切れない。そのための保険がジュリエットであるのだが……過激派が裏につきはじめたとなると、話は違ってくるだろう。

　ただの盗賊とは考えにくい武装したならず者集団がデラルトン国内で見つかったのも、サリヴァン国王が関係していたと考えるのが妥当だ。

「嫌な予感がする。セスと連絡を密にしておけ。予定より早く行動を起こす必要があるかもしれない。それから……ジュリエットを迎えにいく」

「今からですか？　しかし午後には来賓が……。ジュリエット様には精鋭の護衛騎士をつけているでしょう。あなたが行かなくても、誰かを迎えに行かせれば……」

「客には文句が出ないだけのもてなしをして、待たせておけ。わたしは、ジュリエットを、迎えにいく」

　はっきり、ゆっくりとした語調で、まるでなにかに噛みつきたがっているように歯を食いしばりながら、キャメロンは断言した。

　ジュリエットは今朝早くエンディーグへ慰問に出かけてしまっている。

　馬がけで数刻かかる道だ。本来なら行かせるべきではなかった……が、彼女に甘えられるとどうしても願いを叶えてやりたくなってしまう自分がいて、護衛の増強を条件に許してしまった。

　しかし、これからしばらくは、ジュリエットは外に出さないようにしなければ。

　長かった半幽閉から解放され、蝶のように自由に舞い、輝くジュリエットを見るのは至福だったが、彼女の安全には代えられない。

「キャメロン様。まさかあなたがこれほどジュリエット様に夢中になられるとは、思っておりませんでしたよ」

　ノードスの冷然とした指摘に、キャメロンは目を細める。キャメロンに睨ねめつけられて怯ひるむ人間は多い……が、ノードスはその限りではなかった。こともなげに、ひょいと肩をすぼめてみせる。

「ジュリエット様に、というより……あなたが誰かをこんな風に愛するとは思わなかったのですよ。誤解しないでください。とても喜ばしいことだと思っています。あなたは素晴らしい指導者ではありますが、私生活は孤独な方だと思っていたので」

　キャメロンはすでに執務室を出るために扉の前まで来ていた。そこで肩越しに振り返り、ノードスの思慮深い瞳を見つめ返す。

「わたしの心理を探る暇があったら、さっさと言われたことをやってくれ」

「はっ、御意」

「それから……わたしは孤独だったわけではない。ただ、魂を捧げられる唯一の相手を、辛抱強く待っていただけだ」

　それだけ告げると、キャメロンは足早に執務室を後にした。一刻も早くジュリエットをこの腕に抱いて安心したかった。

　本当に、それだけだったのだ……。
















　　　第八章







　こんなことになってしまうなんて。

　こんなことになってしまうなんて……！

　ジュリエットは瞳を瞬きながら辺りを見回し、自分の置かれた状況を理解すると目め眩まいを感じて、再びまた気絶してしまいたい衝動に駆られた。

「あら、やっとお目覚めね、『デラルトン皇妃』様。敵国に嫁いでチヤホヤされて、すっかりいい気になっていたというじゃない」

　ズキズキと痛む頭に響くのは、甲高いそんな声。

「……エカテリーナお姉様」

　腹違いの姉妹の上、エカテリーナが苛立ちの表情でジュリエットを見下ろしている。

　ジュリエットは再び周囲を確認した。華やかな装飾、色鮮やかな絨毯、白い壁にずらりと並ぶ仰々しい肖像画の数々……。

　サリヴァン王国の王宮だ。

　ジュリエットはその一室で、長椅子に寝かされていた。

　意識を取り戻すと目の前にはエカテリーナがいて、いつも通りの派手な真紅のドレスを纏い、口元に黒い扇子をそよがせている。

「おお嫌だ。お父様、見てくださいな。ジュリエットはすっかりデラルトンの悪魔の情婦になってしまったようよ。顔つきが違うわ」

　──お父様？

　ジュリエットは慌ててエカテリーナが向いたのと同じ方向に顔を向けた。

　そこには父……サリヴァン王国国王がどっしりとした大きな椅子に腰を下ろしていた。

「お父様……これはいったい……」

　久しぶりに肉親を目にする喜びが、なかったわけではない。たとえどんな関係でも、父親は父親だ。しかし、背筋に這はい上がってくる寒気を、ジュリエットは止められなかった。

　そのくらい、父の目は狂気を宿していた。

「父が娘に会いたいと思うのが、それほど不思議なことだろうか……ジュリエット？」

　サリヴァン国王は立ち上がった。

　キャメロンの長身を見慣れ過ぎてしまったせいかもしれない。立ち上がった父親が、ジュリエットの覚えている姿よりひとまわりもふたまわりも縮んでしまった気がして、胸が締めつけられる。

　しかし、ジュリエットはすぐに、どうやってここに来たのか思い出した。

　──エンディーグへの慰問への道で突然、武装した盗賊集団に襲われたのだ。あまりの数の多さに護衛騎士たちさえ歯が立たず、苦闘の末に連れ去られてしまった。静かに運ぶためだろう、ジュリエットはすぐに薬を嗅がされて気を失った。

　キャメロン、と声を上げたのが記憶にある最後だった。

　ジュリエットは重い体を動かし、上半身を起こして父親を見据えた。

「お父様、どうしてこんなことをなさったんですか」

　質問ではなく、糾弾の口調でそう告げる。言いながらすでに沸々と怒りが煮にえ滾たぎってきていた。

　ジュリエットの父は、苦々しげに顔を歪めた。

「わたしを責めるか、ジュリエット？　わたしは二度もお前を返すようあの若造に要請した。しかし奴は一度目のそれを無視し、二度目は信じられないほど無礼な返信を寄越してそれを断ってきた。こうするより仕方なかったのだよ」

　コツ、コツ、とサリヴァン国王がジュリエットに向かってくる靴音が響く。窓からは夕暮れの橙色だいだいいろの陽光が差し込んでいる。

　連れ去られてから、いったいどれくらいの時間が経ったのだろう？

　キャメロンはどうしているだろう……。

　──嗚呼ああ。

「……わたしの夫は、なんの理由もなくあなたの要請を断ったりはしません」

「あの結婚は間違いだった。わたしは和平など受け入れるべきではなかったのだ。たとえ国が滅びようとも、戦い続けるべきだったのだ」

「な……」

　ジュリエットは耳を疑う。

　確かに父は賢王ではないかもしれない。しかし、ここまで気の触れたひとではなかったはずだ。それともそれは幻想だったのだろうか？　曲がりなりにも父親であるひとを理想化したくて、現実から目を背けていただけだろうか？

　唖然とするジュリエットの隣に、エカテリーナが座ってきた。わざとらしくしなだれかかってきたと思うと、ジュリエットに耳打ちする。

「そうよ、ジュリエット。お父様は今、ヴァルフォース伯爵を宰相に迎えて彼と手を組んでいるの。あなたの旦那と違って賢いひとよ。わたしは彼と結婚するの……」

「ヴァルフォース伯爵？」

　なんということだ──ヴァルフォース伯爵はサリヴァン王国内でも指折りの名門貴族のひとりだが、その病的なほどの好戦的な思想でも知られている。

　とてもではないが、国政を任せられる人物ではない……。

「でも、セスは……」

　ジュリエットの知っているサリヴァン王国宰相はセス・スタットソンという初老の政治家で、侯爵家出身の名門貴族だが、紛争中から穏健派として知られていた。今回の和平へも尽力してくれている。半幽閉されていたジュリエットを定期的に訪ねてくれる唯一の貴族が、彼だったのだ。

「あれは追放して、地方の奴の屋敷に軟禁している」

「なぜ……」

「あの売国奴はわたしの頭に要らぬ知識を吹き込み、これ以上犠牲の出る前に降参しろと悪魔のささやきをした。わたしは踊らされたのだ。一時的に不利な戦局にあったとはいえ、あのデラルトンの若わか僧ぞう如ごときに、このわたしが負けるはずがなかったのに」

　──いいえ、それは違うわ、お父様。

　ジュリエットの口から、父親を否定する言葉が出そうになる。

　セスは賢かったのだ。新皇帝キャメロンの実力を正確に理解して、あれ以上の犠牲を出す前にすべてを終わらせてくれた。その気になればキャメロンはもっと進撃することもできたはずなのだから……。

　すでに騎士たちの心が離れてしまっている老いた父と、軍部から圧倒的な支持と尊敬を受けているキャメロンでは、たとえ数の上では互角でも勝負にさえならない。

　でも今更そんなことを父に説いてもどうにもならない。父の濁った目を見ればそれがわかる。

　父はおそらく、エカテリーナと手を組んだヴァルフォース伯爵に洗脳されてしまっていて、理性を失っているのだ。

「それで、わたしをどうするつもりですか……お父様……」

　ジュリエットは迫せり上がってくる酸味のある嫌な唾をごくりと飲み下した。

「お前とあの男の婚姻は解消する。もちろん離縁だ」

「でも、デラルトンの法律は離縁を許しません。わたしも彼と離れるつもりはありません。わたしを帰してください。そして戦争のことなど忘れて、国民のために尽くしてください」

　震えそうになる手をぎゅっと握りながら、ジュリエットは断言した。

　父が顔を歪めると同時に、隣に座ったエカテリーナが敵を威嚇する蛇のような形相をした。

「聞きましたか？　それにね、お父様、ジュリエットはずっとデラルトンと繋がっていたのよ。皇帝がこの子を妻にと望んだのもそのせいだわ──なにか裏工作があったに決まっているの。知っているんだから！　これがその証拠よ！」

　エカテリーナは立ち上がってツカツカと進むと、父の側にあるテーブルに積まれていた紙の束を掴つかみ上げた。

（あ……）

　説明されなくても、それがなんであるかジュリエットにはすぐわかった。

「この手紙の束を、あなたの塔から見つけたのよ！　あなたはデラルトン軍部にいる男と密通していたのね……あなたのご主人はそれをご存知かしら？」

　エカテリーナはばさりと乱暴に手紙の束をジュリエットの足元に叩きつけた。『Ｃ』……キャメロンからの言葉が床に散らばる。

　ジュリエットはあらためて腹違いの姉を見つめた。幼い頃、ジュリエットはこの姉ともうひとりの姉が怖くて仕方なかった。容姿や振る舞いをあげつらわれるたびに萎縮して、いつしか彼女たちの言っていることは本当だと思い込むに至っていた。

　でも、今のジュリエットはもう違う。

　キャメロンに愛されて、自信を与えられて、ジュリエットは強さを得た。自由を。屈しない心を。

「ええ。キャメロンはすべてを知っています」

　ジュリエットはきっぱりと言い切った。

「なんですって？　手紙の中には、どちらが勝っても構わないなどという泣き言まで書いてあったのよ。そんなことを一国の皇帝が許すとでも？」

　── 少なくとも差出人がキャメロンであることは明るみに出ていないのだ。

　ジュリエットは気丈にまっすぐエカテリーナを見つめる。

「すべての指導者が勝利にしがみついているわけではありません。キャメロンは平和を愛する臣下を罰したりしないわ」

「この……無礼者！」

　エカテリーナが振るった手を、ジュリエットは避けきれなかった。肌を叩く乾いた音が響き、ジュリエットはジンと痛む頬に手を当てた。

　エカテリーナは甲高い声でさらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを叫んでいるが、耳鳴りがしてジュリエットにはほとんど意味がわからない。そんな姉のヒステリーを止めたのは、意外にも父だった。

「黙っていろ、エカテリーナ」

「でも、お父様……っ」

「ジュリエット、お前はエカテリーナの言う通り、デラルトンの軍人と秘密裏に通じていた。我が娘とはいえ、国王として許せることではない」

　父はしばらく焦点のはっきりしない目でジュリエットを見下ろしていた。

　ジュリエットは返答できないでいた。

　それは極刑にさえ値する罪だ……。

　ジュリエットの恐怖と覚悟を読み取ったのだろう、サリヴァン国王は小さくうなずいた。

「お前を殺しはしない。しかしデラルトンに帰すこともあり得ない……。半幽閉などではなく、お前は王宮の地下牢に拘束する。デラルトンの若造には……一通だけ手紙を書くことを許してやろう」

　手紙……。

　ジュリエットの瞳に涙が溢れ、父も姉も、周りのすべてが歪んでぼやけて見える。手紙。キャメロンへの、最初で最後の手紙。

「奴はずいぶんお前に入れ込んでいたと聞いたぞ、ジュリエット。もしお前を取り戻すために奴が乗り込んでくれば、我々は再度開戦のいい口実を得られるわけだ。どうも最近、軍部の士気が下がっておったからな……渡りに船というわけだ」

　父が乾いた笑い声をあげると、なにがおかしいのかエカテリーナも狂ったように笑い出した。

　もう……この王家は気が触れてしまっているとしか思えない。

　ジュリエットが茫ぼう然ぜんとしていると、父の呼び鈴に合わせて数人の騎士が部屋に入ってきてジュリエットを拘束した。

「お父様、目を覚ましてください。戦いなど時間の無駄です。今のお父……サリヴァンはデラルトンに敵いません。どうか思いとどまって……」

「それはわたしが決めることだ」

　懇願はぴしゃりと跳ねのけられ、ジュリエットは感情を殺した無表情な騎士たちに両脇を抱えられ、地下牢へ連行された。







　その夜、ジュリエットは紙一枚だけキャメロンへ手紙を書くことを許された。

　手元に灯るのは小さな蠟燭ひとつだけで、先の割れて書きにくいペンと質の悪いかすれたインクを与えられる。検閲されるのはわかっていたから、ジュリエットは慎重に言葉を選んだ。

　再びの戦争にだけは、なってほしくなかった。

　キャメロンの名前の最初の『Ｃ』を記す時、ジュリエットの筆はぴたりと止まった。『キャメロン』とはっきり名前を記すのはこれがはじめてだった。

　──そして最後かもしれない。




『親愛なるキャメロン

　どうしてこんなことになってしまったのか、わたしにはまだ信じられません。

　あなたと過ごした日々の思い出は鮮烈過ぎて、母国の王宮に戻ってきても、まだあなたの腕の中にいるような気がしてしまいます。

　わたしは無事です。どうかご心配なさらないで。

　お互い、新しい道を探しましょう。決してわたしを求めないで。あなたならいつか、素晴らしいひとと出会えます。そして幸せになって。

　あなたが大切にしていた平和を守ってください。サマンサをよろしくお願いします。


──あなたのジュリエットより』






　涙が紙を濡らした。

　キャメロンと宛名を書くのがはじめてなのと同じように、ジュリエットと名を記すのもはじめてだった。

　インクが乾くと、ジュリエットはキャメロンの真似をして手紙を丁寧に四つ折りにした。

「どうかこれを大切に届けてください。この手紙次第で、再び戦争がはじまるかどうか決まるかもしれないんです。あなた方の良心を信じます」

　手紙を受け取ったサリヴァンの騎士に、ジュリエットはそう告げた。

　もう父や姉たちに期待できることはない。

　民の力を信じるしかなかった。いくら国王とはいえ、父は自ら剣を振るうわけでも、鍬くわで大地を耕すわけでもない。民がいなければなにもできないのだ。

　騎士の表情に、なにがしかの小さな、しかし確かな決意が灯ったのをジュリエットは見た気がした。希望が見せた幻覚かもしれないが、今はそれを信じたい。

「了解しました、ジュリエット様。あなたの未来に幸多からんことを」

「あなたにも」

　短いやり取りの末、騎士はジュリエットの手紙を胸元にしまうと颯爽と地下牢から去った。

　あとは待つことしかできなかった。

　目を閉じると記憶の中のキャメロンが瞼の裏に浮かぶ。彼の水色の瞳にじっと見つめられると、たとえそれが夢でも、ジュリエットの心は平安を得ることができた。

　夏だというのに地下牢はジメジメしていて寒かった。与えられた一枚の毛布に身を包み、ジュリエットは石の床に体を横たえる。

　夜はゆっくりと明けていった。




　そして、それは五日後の夜だった……と思う。

　地下牢に日の光は届かない。交代する看守たちのようすや、一日二回だけ運ばれる質素な食事のタイミングでしか日時時刻を知ることができず、この頃になるとジュリエットの計算は少し曖昧になってきていたからだ。

（な……なに？　なにかが崩れる音……？）

　まどろみはじめていたジュリエットは、突然の大きな衝撃音に目を見開いた。

　音だけではない。城そのものを揺るがすような振動があって、ジュリエットのうなじに鳥肌が立った。その衝撃音は二回、三回と続き、四回目になるともう数を数えていられないほどの乱発になっていく。

　看守が騒ぎ出し、ジュリエットは鉄格子を両手で掴んで外の様子をうかがおうとできるだけ顔を押しつけた。

「敵軍の来襲だ！　デラルトンが攻めてきたぞ……！」

　外からのそんな叫びを聞くまでに、そう長い時間はかからなかった。

「射石砲だ……見たこともないほど大きい石玉が撃ち込まれてきやがる。俺たちはもう終わりだ……デラルトンの連中に殺されちまう！」

　警護の歩哨と思おぼしき軽装の身分の低い騎士たちが数人、逃げまどうように地下牢に雪崩なだれ込んできた。彼らは混乱している。誰ひとりとして、決死の覚悟で王を守ろうと立ち向かう者はいなかった。完全に統制が取れていない。

　おそらく、父も、ヴァルフォース伯爵の過激派も、騎士たちから支持を得ていなかったのだろう。それは未来への希望だった。

　キャメロンが勝てない戦いではない。

　それにキャメロンは投降した敵を無闇に殺あやめるような指導者ではない。

　でも……

「わたしを出して！　わたしはデラルトン皇妃です！　彼らの目的はわたしのはずです……早く戦いを終わらせたかったら、わたしを出して！」

　ジュリエットは必死で鉄格子を揺らしながら叫んだ。地下牢に逃げてくる騎士や歩哨の数は増えていくばかりで、大部分は訝しげにジュリエットを睨めつけている。数年に及ぶ半幽閉生活のせいで、ジュリエットの顔を知らない城の者も多いのだ。

　しかし何人かは、ジュリエットの正体に気づいたらしかった。

「ジュリエット王女、なぜここに……。デラルトン帝国に嫁いだのだと伺いましたが」

　白髪の交じった、優雅な身なりの騎士のひとりが唖然とつぶやいた。

「その通りよ。現在のわたしはデラルトン皇妃です。お父様に無む理り矢や理り連れ帰されてしまったの。夫は……デラルトン皇帝は、それについて怒っているはずです」

　その証拠に、外ではまた射石砲が城壁を崩そうとする炸さく裂れつ音が響いてくる。

　わたしを求めないでと、手紙には書いた……。

　でもよく考えればわかることだ。あのキャメロンがそうですかと引き下がるはずがない。彼の進軍を止められるのは自分だけだと、自惚うぬぼれでもなんでもなく事実として、ジュリエットは知っていた。

　白髪交じりの騎士は神妙な顔でうなずいた。

「僭せん越えつながら申し上げますが……近頃のあなたのお父上の言動は、常軌を逸していらっしゃいました」

「ええ、わかっています。わたしも感じました。近くで彼に仕えていたあなたたちは、さぞ苦しかったことでしょう。なにも知らなかったわたしを許してください」

　またしても衝撃音。

　今度はそれに壁の崩れるような音が続く。

　かつて『Ｃ』としてしかキャメロンを知らなかったころ、彼は前皇帝の愚かな政策のせいで思い通りの戦略を取れず、兵を無駄に犠牲にしてしまったと嘆いていたことがある。

　しかし、自らが皇帝となってからは、稲妻のような速さで圧倒的な勝利を飾った。

　そんな彼だ。もしかしたら城が落ちるのも時間の問題かもしれない。

　こんな時だというのに、騎士は物悲しげに微笑んだ。

「ジュリエット様、あなたこそ本物の王女の器であったというのに、半幽閉など……王は愚かなことをしました」

　思わず、ジュリエットも微笑み返していた。

「いいのよ。おかげで姉たちのように奢おごった人間にならずにすんだわ」

　──そして、キャメロンに出会えた。

「……とにかく、今はわたしをここから出してください。わたしが姿を現せば、デラルトン皇帝はこれ以上無意味な殺生はしません。約束するわ。知ってるの。だから出して」

　騎士はうなずくと、すでに持ち場を放棄した看守が壁に残した鍵束を取って戻ってきた。十を軽く超える錆びた鍵をひとつひとつ試していく。

　その間も破壊音はやまない。

「早く……」

「お待ちください、薄暗くて手元が……」

　と、焦りはじめたところで、ピンと小気味のいい音を立てて南なん京きん錠じようが外れた。

「エスコートいたします。ジュリエット様、こちらへ。早く！」

　白髪まじりの騎士はジュリエットを連れ、さらに雪崩れ込んでくる人並みを逆行するように地下牢から出た。

　そこはすでに戦場だった。

　そして──キャメロンがいた。

　キャメロン……。まさに軍神の名にふさわしい堂々とした勇姿で、銀に輝く甲冑を身につけ、憤怒の形相で長剣を振るっている。

　戦う彼は、味方でさえも易やす々やすとは近寄れない迫力と威厳に溢れていた。

「キャメロン！」

　ジュリエットが叫ぶと、キャメロンは彼女の声のした方向へ顔を向けた。彼の水色の瞳はすぐにジュリエットを捉えて、大きく見開かれる。

　ジュリエットは愛する男性に駆け寄った。

　キャメロンは大きく息を吸い、そして両手を広げてジュリエットを胸の中に迎えた。

　鉄の甲冑は肌に優しいとは言い難かったが、キャメロンに再び抱きしめられる喜びは言葉にならない。ジュリエットは力一杯夫を抱きしめた。

　ジュリエットは涙声で「もう大丈夫よ」とささやきながら、キャメロンの背中に回した手にさらにぎゅっと力を入れる。

「ああ……」

　男らしい低音の声と、かすれた吐息がジュリエットの耳に吹きかかる。

　ぎゅっと抱き合うふたりは戦場に咲いた花のようだった。

　その周囲を、デラルトンの騎士たちが囲んで守りながら戦う。勝敗はすでに見えていた。
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　　　エピローグ







　キャメロンは、ただ怒りに任せて進軍したわけではなかった。

　……と、ジュリエットが知ったのは数日後、すべての決着を見た後だった。

「まさか、あなたとセスが、裏で連絡を取り合っていただなんて……」

　その事実を知らされた時、ジュリエットはにわかには信じられなくて首を左右に振った。

「過激派が王宮内で台頭し、サリヴァン国王を操ろうとしている情報を得た時点で、いざという時のために秘密裏にこの話を進めていたんだ。その甲か斐いはあった」

　自分の夫が想像以上に戦略家であることを思い知らされ、ジュリエットは誇らしいような……ちょっと寒気がするような、不思議な気分になったものだ。

　キャメロンは軟禁されていた元宰相セスと裏で繋がり、国王があまりにも暴走した場合に備えて、手を組んで戦う準備をしていたのだ。

　そんな折にジュリエットが誘拐される……。

　つまり、ことが早まってしまっただけで、すべてある程度予想されていた事態だったのだ。

　ひと晩で戦闘の終わった圧倒的な勝利、そしてその後の驚くほど迅速な政権の立て直しには、そんな裏があったわけだ。

　そう……現在のサリヴァンは、セスを指導者とした暫定政府が建てられており、将来的には共和制を目指す……ということだった。それらの青写真もすべて用意されていたのだというから、感心を通り越して呆れてしまう。

　そしてジュリエットの父と義母、姉妹については……

「あれでも君の肉親だ。本来なら処刑してしまいたいところだが……」

　と言って、キャメロンとセスは彼らの西大陸への流刑を決めた。国王を操ろうとしたヴァルフォース伯爵とその一派と共に。

　西大陸は野蛮な未開の地だ。一度流されたら戻ってこられる者はほとんどいない上に、疫病や野獣にやられてすぐに命を落とす者も多い。しかし、少なくとも、生き延びてやり直すチャンスだけは与えられたわけだ。

　甘やかされた姉たちが、未開の地でどう生きていくのか想像するだけで気の毒にはなるが……殺されるよりはいいだろう。おそらく。

「時代は変わっていくのだろう。楽なことばかりではないだろうが、希望はある」

　サリヴァンを離れるとき、ジュリエットと手を繋ぎながらキャメロンはそんなことを言った。

「そうですね。デラルトンにも沢山やらなければならないことがあります。あなたの助けになれたらと思います」

　夫の大きな手に指を絡ませながら、ジュリエットは微笑む。

　暫定政府の創設に立ち合い、セスに挨拶を済ませたジュリエットたちは、帰路に就くことになった。

「あなたはいつかどこかの王妃になる器だと、ずっと思っていましたよ。我がサリヴァンでないのは残念だが、あなたなら我が国との架け橋になってくれるでしょう」

　セスは別れ際、キャメロンと一緒に馬に乗ったジュリエットにそう告白した。

　森の奥に半幽閉されていた間も時々訪れてくれていたのには、そういった背景もあったのだと……。上のふたりの姉では国が傾いてしまう。誰か、どこか有能な名門貴族か友好国の第二王子あたりをジュリエットの夫にあてがい、サリヴァン王家を継いでほしいと思っていたこともあった、とのことだった。

　それを聞いた時、馬上でジュリエットを背後から抱きしめるキャメロンの腕が、痛いくらい強くなった。

「そんなふざけた計画を実行しないでくれて助かったよ、セス」

「わたしにはなかなか見栄えのいい年頃の息子がいるのですよ、キャメロン。ジュリエット様と同じ歳です。どうですか、ジュリエット様？」

「セス！　冗談も大概にしろ！」

　そんなキャメロンとセスのやりとりに、思わずカラカラと笑ってしまう。彼らがファーストネームを呼び合う中だということが微笑ましい。キャメロンが嫉妬してくれるのが、くすぐったい。

　彼の腕の中にいられるのが嬉しい。

　確かに希望はあるのだ……そこに辿たどり着つくまでの道は長くても。幾多の試練が待ち構えていても。

　頑張れる。あなたとなら。

「お幸せに、ジュリエット様！」

　セスたちに見送られて、ジュリエットは生まれ育った王宮を発たった。背後には愛しいひとがいる。

　心は晴々としていて、幸せで胸がいっぱいだった。




　　　　　＊　＊　＊　＊




　自分は真面目すぎるかもしれないと、キャメロンは感じていた。

　母国の王宮に捕らえられていたジュリエットを取り戻して数日経ったころ、時々、期待と疑問の混ざった熱っぽい瞳で彼女が自分を見つめていたのも、もちろん理解していた。

　しかしキャメロンは待った。

　ふたりがデラルトン城の夫婦の寝室に帰ってくるまで、キャメロンは待ったのだ。




「やっと帰ってこられて嬉しいです。まだそんなに長く住んでいないのに、今はここが一番落ち着きます。不思議ですね」

　皇帝夫婦の寝室に入って開口一番、ジュリエットがそんな可愛らしいことを言いながら、背後のキャメロンを振り返った。

　──この女性はどれだけわたしを狂わせれば気が済むのだろう？

　かつて手紙の上に綴られた言葉だけでキャメロンの心を鷲掴みにした女性は、今はそのたおやかな心で、可愛らしい仕草で、優しく耳に響く声で、彼を魂ごと揺さぶっている。

　きっと生涯、キャメロンは彼女に翻弄され続けるのだろう。

　それは素晴らしい人生に思えた。

「それはよかった。君のいないこの寝室は地獄だったからね」

「キャメロン、それは……」

　キャメロンはひょいとジュリエットを横抱きにしてずんずんと寝室の奥に進んだ。寝室の奥……正確には、ふたりの寝台へと。

　シーツは侍女たちによって清潔に保たれている。

　なにを期待したのか、薔薇ばらと思しき赤い花の花弁が、白いシーツの上に散らされてもいる。──これを使った猥わい褻せつな遊びを、キャメロンはいくつも思い浮かべた。

　シーツの上にジュリエットを横たえると、柔らかい茶色の髪がふんわりと広がる。彼女の白い肌にほのかな赤みが差す。

　キャメロンの剛直は痛いくらいに衣服の布を押し上げた。

「今夜は抱いて……くださいますか……？」

「抱かないでくれと懇願されても、今夜は我慢できそうもないよ。ああ、わたしはこれから君を抱く。君の中に入る」

「本当に？」

「絶対に。疑っているのかい？」

　ジュリエットはふんわりと微笑んだ。

「だって、再会してからずっと抱いてくださらなかったから……。あなたが渋ったのにエンディーグへ慰問へ行ってしまったことを怒っていらっしゃるのかと思ったの。それとも、わたしに飽きたとか──」

「そんなことはあり得ない。わたしは……自分が怖かっただけだ。わたしはまだ戦闘後の興奮の中にいて、君を抱き潰してしまうかもしれないと」

　長旅を終え、ふたりはそれぞれ夜支度を済ませている。

　キャメロンはこの瞬間まで自制した己の分身を褒めてやりたい気分になった。そしてこの哀れなほど硬くなっている彼自身に、ジュリエットという名の褒美を与えてやらなければならなかった。

　ジュリエットは微笑んで、覗き込むキャメロンの頬に手を寄せた。

「あなたになら、壊されてもよかったのに」

　キャメロンの中でなにかが、ぷつりと音を立てて切れた。おそらくひとはそれを理性とか忍耐と呼ぶのだろう。

　ふたりは狂おしく唇を重ねた。

　ジュリエットの唇は蜜の味がした。ジュリエットの口内は、媚び薬やくが仕込まれているのではないかと思うほど甘美な痺れを、キャメロンに与える。

「ふ……っ、あ……」

　どうやって彼女の服を脱がせたのか、キャメロンはよく覚えていない。引きちぎってしまったのかもしれないし、彼女が身をよじって脱衣を手伝ってくれたのかもしれない。とにかく興奮しすぎていて、この辺りの記憶は曖昧だった。

　しかし、次の瞬間、目の前に現れたジュリエットの美しい裸体を、キャメロンの瞳は永遠に覚えている。

　キャメロンがつけた欲望の証はすべて消えてしまっていた。

　青白いほどに透き通ったまっさらな肌に、キャメロンは狂ったように吸いついた。

　キャメロンのこの性癖に、ジュリエットはいつも応えてくれる。もっと言えば、キャメロンはジュリエットを抱くまで、自分にこんな性癖があることを知らなかった。

　ジュリエット……。

　ああ、そうだ。ジュリエット。

「君だけだ。わたしは君だけを求めている。過去も、今も……これからも」

　キャメロンの生い立ちは必ずしも幸せなものではなかった。

　父と母の冷めた夫婦関係。優しかった母の早すぎる逝去。常に厳格で、どれだけ努力しても絶対に息子を認めなかった父。

　そして逃げ込むように入った軍部で目にすることになった、厳しい現実。戦い。戦争。ジュリエットとの奇妙な文通は、知らぬ間に血を流していたキャメロンの心の傷をじんわりと癒してくれる魔法の薬のようだった。

　その魔法の名が「恋」や「愛」であることを知ったのは、実物のジュリエットをはじめて見た瞬間だった。

　キャメロンは思いの丈をジュリエットの体に刻むように、丹念な愛撫を重ねた。

　ジュリエットのふっくらとした乳の頂点には、信じられないくらい魅惑的な桃色に色づく蕾がキャメロンを誘っている。

　花の蜜に誘われる蜜蜂は、こんな気分で花芯に飛び込んでいくのだろうか……キャメロンは本能に誘われるまま、その蕾を口に含んで吸い上げた。

「きゃう……っ！　あぁ……ぁ……キャメロン……っ、ふ──」

　卑猥な水音が響く。

　ジュリエットの嬌声はキャメロンの情欲をさらに煽あおってくる。キャメロンの肉棒はすでに痛いくらいに張り詰めていて、先端がジュリエットの太ももの間に擦れるだけで先走りがじくじくと漏れた。

　──まるで性の衝動を覚えたばかりの若者のように。

　しかしことジュリエットに関する限り、キャメロットはいつまでも新鮮さを失うことがなかった。

　いつだって、はじめて体を重ねた時と同じだけ興奮する。どの口づけも、どの愛撫も、どの絶頂も……すべてが鮮烈で、それでいて永遠だった。

「ここまでだ……。君の中に入らせてもらうよ」

　ジュリエットは一瞬だけ驚いたように瞠目したが、すぐに従順にこくりとうなずく。

　この類稀なる女性を幸せにすることだけが、キャメロンの夢であり、願いだ。他はすべて付加価値に過ぎない。

　国を安定させればジュリエットが安全でいられる。

　国を豊かにすればジュリエットに苦労をさせずに済む。そういった具合だ。

「あ……あぁぁ……っ、ひぅ……っ」

　ジュリエットの熱い蜜壺の中に自分自身を打ち込む。ねっとりと絡みつき、吸いつくように肉棒を咥えるジュリエットの柔肉は最高だった。

　キャメロンはその晩、それこそ若造のように貪欲にジュリエットを穿った。

　キャメロンの動きに揺さぶられるジュリエットの儚い裸体。

　彼女の唇から漏れる甘い声。

　蜜口から溢れる愛液はぐちゅぐちゅと音を立てて、ふたりの交わりをさらに深いものにした。

「どうして……ひとは」

　荒い息の合間に、キャメロンはつぶやいた。あまりにもジュリエットの中が素晴らしくて呼吸が苦しくなり、肺が焼けつくように熱くなる。

「……これほどまでに……愛を求めるのだろう……？　魂の……片割れを……。わたしにとっての……君を……」

　抽送が激しくなると、ジュリエットの呼吸もどんどん荒くなっていく。キャメロンに貫かれ、繰り返し突き上げられて、彼女の肢体は儚く揺れた。

「わ、わかり……ません……でも」

　ジュリエットは瞳に涙をうっすらと浮かべながら答えた。

「……いつか、ふたりで……見つけましょう。その……答えを。これほどまでに……あなたが愛しい……その意味を」

　キャメロンの中でなにかが弾け、もう我慢することはできなくなった。

　残忍なくらいの激しさでジュリエットの奥を穿ち、欲望を、愛を、力の限りに解き放つ。

　その晩、ふたりは同時に絶頂を迎えた。

　キャメロンはぎゅっとジュリエットの震える体を引き寄せ、快感の余韻と、愛する女性をこの胸に抱ける喜びに酔いしれた。

　しばらくはふたりは静かに抱き合っていたが、呼吸が落ち着いてくるとわずかに離れて互いを見つめた。

「愛しているよ、ジュリエット」

　陳腐ではあるが、それ以上言葉にならなかった。

「わたしもあなたを愛しています。あなたに会えてよかった。あなたの手紙を見つけられてよかった……」

　ジュリエットの髪を撫でながら、キャメロンは「そうだな」とつぶやいてうなずいた。それからジュリエットが微睡まどろみはじめるまでそのままで、うとうとするジュリエットが可愛らしくて、閉じていく瞼に唇を寄せる。

　するとジュリエットがささやいた。








[image: ]













「きっと……あの白蝶のおかげです」

　── 白蝶？

「どういう意味だい、ジュリエット……」

　と言いかけたところで、ジュリエットがすでに眠りに落ちてしまっているのに気がついた。その寝顔があどけなく、とても質問だけのために起こす気にはなれない。

「まあいい。それについては明日、説明してもらうよ」

　キャメロンは妻の耳元にそっとささやいた。

　すぐに眠りにつくつもりでいたのに、眠気はなかなか訪れなかった。久しぶりにジュリエットを抱いた興奮は、そう簡単には覚めやらないらしい。キャメロンは睡眠を諦め、妻を起こさないように静かに寝台を下りた。

　そして執務机に向かうと、一番下の引き出しを開ける。

　ジュリエットからの手紙の束を慎重に引き出して、机の上に広げた。

　迷ったとき、落ち込んだとき、なにかの指針が欲しいとき……キャメロンはこの数年間、いつもこの手紙にあるジュリエットの言葉に救いを求めてきた。

　今はもう本人が隣にいる。

　同じ部屋の、同じ寝台で夜を明かす。

　だから、本来ならもう必要のない行為であるはずなのに、キャメロンはなぜか自分を止められなかった。一枚、一枚、手紙をめくっていく。

　キャメロンは規律正しくあることに心の平安を感じる種類の人間で、ジュリエットからの手紙も、日付順に重ねてあった。キャメロンにとって、これらの手紙は国宝よりも大切なものだった。しかし最後に一枚だけ、思い出すだけでも胸が焼けつくように痛む手紙がある。キャメロンはその一枚を手にとった。

　捕われの身となったジュリエットが、サリヴァン王国から送ってきた手紙だ。

『……お互い、新しい道を探しましょう。決してわたしを求めないで。あなたならいつか、素晴らしいひとと出会えます。そして幸せになって……』

　この手紙を受け取って、はじめて目を通した瞬間の絶望を覚えている。

　怒りと同時に、どれだけ深くジュリエットを愛していたかを自覚した。とてもではないが、彼女なしでは生きていけない……そんな現実を突きつけられたのだ。

「まったく……君は罪作りな妻だ」

　キャメロンはささやき、肩越しに寝台のジュリエットを振り返った。彼女はぐっすりと眠ってしまっていて、キャメロンの独白にはまったく気づいていない。キャメロンは口元にうっすらと笑みを浮かべた。

「君からの手紙はすべて大切にするつもりでいたが……これだけは、処分させてもらうよ」

　つかつかと暖炉に向かうと、マントルピースに灯った燭台の前に立った。ジュリエットが別れを懇願した手紙を、蝋燭の火の上にかざす。ポッと火が移って、薄い紙はすぐに焼け焦げ、やがて灰になった。胸につかえていたものがスッと消えたような満足を覚える。

　キャメロンは寝台に戻り、眠っているジュリエットの隣に身を横たえた。

　そしてジュリエットの頬にそっと手を触れた。

「わたしの道はすでに君と共にある。わたしは君を求め続ける。わたしはすでに素晴らしい伴侶を得た……そして幸せだよ」

　燃やしたばかりのあの手紙に、キャメロンは返信を書かなかった……が、これが答えだ。キャメロンは生涯を通じて彼女を愛し続けるだろう。その愛の深さを、激しさを、彼女には知っていてほしかった。

「明日もまた君を抱こう。そして、どれだけわたしが君を愛しているか、ゆっくりと教えてあげよう」

　それだけ独り言をつぶやいて、キャメロンも目を閉じた。ふたりには明日がある。

　明日はまた新しい一日だ。

　ふたり一緒の。




　　　　　＊　＊　＊　＊　＊




　同じ晩。同じデラルトン城の使用人部屋で、皇妃つきの侍女ふたりが相部屋でティーテーブルを間に挟んで、向き合っていた。

「あらあら、これはこれは」

　そのうちのひとり、丸眼鏡の侍女──サマンサが、わずかに裏返った素っ頓狂な声でつぶやいた。目の前の生真面目そうな侍女──こちらはリサ──は、刺繍をしていた手元から顔を上げた。

　ティーテーブルの上一面には数十枚ものカードが並べられている。

「いったい今度はなんですか。肝心のジュリエット様誘拐は占えなかったっていうのに、もう信じませんよ」

「わたしのカードは時を選ぶんですよ」

　カードの主サマンサは、いっぱいに息を吸い込んだ胸を反らして誇らしげに言い放った。

「ジュリエット様が捕らえられたことで、結果的にサリヴァンの改革がずっと早く進んだでしょう。もしカードが不吉を告げていたら、陛下はジュリエット様をエンディーグ慰問に行かせなかったはずだもの」

「それはそうかもしれませんけど」

　リサはテーブルの上で意味ありげな並び方をしているカードを見つめた。裏面はすべて同じ柄なのだが、表面はどれも違う絵が描かれている。リサが目にした時、一枚をのぞくすべてが裏面を向いていた。

　そして表面を向いているカードに描かれていたのは……

「赤ん坊、ですか？」

「そうですね」

「なにについて占ったんです？」

　──と尋ねてすぐ、リサは驚いて「あっ」と声を上げた。

「まさか……」

「そう、そのまさかですよ。わたしのカードはそれが今夜だと告げているんです」

　丸眼鏡の奥の瞳が意味深に笑っている。

　あまりにもガラスが分厚過ぎて、寝る直前まで眼鏡を外さないために、よく考えるとリサは相部屋にも関わらずまだサマンサの目の色を知らなかった。

　でも、まぁいい……とリサは思った。

　これから先は長い。数ヶ月前までは顔も知らなかった元敵国人のサマンサが、今では仕事仲間として友人として、リサの人生の大きな部分を占めている。人生は変化していくのだ。

「それは……きっと忙しくなりますわね」

「しかも、今開いたこの二枚目を見てくださいよ。王冠ですよ。これはやんちゃなお世嗣になるとみたわ。男の子ですね」

「あら、サマンサはまだ知らないんですね」

　リサはクスクスと笑った。

　そう遠くない未来を夢見て、喜びに目を細める。そこには誇り高き金髪の偉丈夫な皇帝と、大地の色をした髪の優美な皇妃が仲睦むつまじく並んでいる。

　リサとサマンサは笑い転げながら、彼らの愛の結晶を追いかけ回している……のかもしれない。

「デラルトン帝国は女の皇帝も認めているんですよ。ひとりだけですが、過去に女皇帝がいます。ふたり目が今夜宿ったのかもしれませんね……」













　あとがき




　この度は本書『親愛なるあなたへ　孤独な軍人皇帝は清らかな花嫁に恋まどう』をお手にとってくださり、誠にありがとうございます。

　こんにちは、はじめまして。泉野ジュールと申します。こちらが蜜猫文庫様で出させていただく最初のお話になりまして、大変ありがたく、とても緊張しております。

　突然ですが、わたしは手紙がとても好きです。

　送るのも貰うのも、書くのも読むのも、そしてストーリーの中で手紙が重要な役割を果たす小説や映画も、みんな大好きです。時代はすでにインターネットとメールが紙の手紙にとって代わって久しいですが、それでも可愛いレターセットや便箋を見つけると、せっせと買い集めてしまう性癖の持ち主です。

　そんな自分ですので、なかばダメもとのつもりで担当さんに送った本作のプロットが通ったときは、天にも上る気持ちでした。

　とても楽しく書かせていただきました！

　本作では、顔の見えない相手の心をのぞくという、手紙という媒体の特殊性をうまくお話に引き込めたらなと思っていました。筆勢から伝わる性格とか、手紙の折りかた、返事の頻度……そんな部分にもヒーローとヒロインの人柄や関係を表せたらな、と。

　そして、せっせと手紙のやりとりをするくらいですから、今回のヒーローとヒロインはお互いとっても真面目なふたりです。

　曲がったところのない、不器用なくらいに真っ直ぐなヒーローの想いとふたりの関係の変化を、楽しんでいただけたら幸いです。




　おそらく、サマミヤアカザ先生の美しい表紙に引き寄せられて、本書を手に取られたかたも多いでしょう。サマミヤ先生、思わず見惚れずにはいられない素晴らしい表紙と挿絵をありがとうございました！

　執筆中はまだどの先生がイラストを担当してくれるかわからないことが多く、今回もそうだったのですが、担当様からサマミヤ先生になるというお知らせをいただいたときは、喜びのあまり大絶叫してしまったほどです。

　どうぞ美麗絵の数々をお楽しみください！

　作者が一番楽しみました！

　そして、はじめて挑戦するレーベルでなかなか要領を得ず、色々とご迷惑をおかけしてしまったにも関わらず根気よく付き合ってくださいました、担当編集様、ならびにデザイナー様、出版社、書店員様等、本書に関わってくださったすべてのかたに深く感謝申し上げます。

　そしてなによりも、この本をお手元に迎えてくださった読者の皆様に、心より「ありがとう」を。

　こんなご時世だからこそ、文字や絵という手段で人々の心を豊かにできる「本」は、本当に素晴らしいものだなと思います。この一冊が、あなたの心を少しでも温めることができれば、作者としてこの上ない幸いです。

　あなたの未来が素敵なものでありますように。

　また次回作でお会いできることを祈って。
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Story




泉野ジュール

いずみの じゅーる




本書をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。真面目でちょっと不器用なキャメロンとジュリエットの恋を、よろしくお願いいたします。お楽しみいただけますように。憧れのサマミヤ先生に挿絵を描いていただけて、天にも上る気持ちです！







Illustration




サマミヤアカザ




11月７日生まれ蠍座。

アメリカン・ショートヘアの女の子と暮らしています。
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蜜猫文庫をお買い上げいただきありがとうございます。

この作品を読んでのご意見・ご感想をお聞かせください。

あて先は下記の通りです。




〒102-0075　東京都千代田区三番町8番地1 三番町東急ビル6F

㈱竹書房　蜜猫文庫編集部

泉野ジュール先生／サマミヤアカザ先生
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